
歯科衛生士 DHS全国統一模試 26-1 解答
午前問題 午後問題

No 解答 出題 手ヰ 目 No 解答 出題 科 目 No. 両手答 出題 平司 包 No 解答 出題 科 目
基準 基準 基準 基準

c 解剖学 56 a 6 小児歯科学 b c 2 解剖学 56 c 6 小児歯科学

2 b 2 解剖学 57 bc 6 小児飽科学 2 c 2 解剖学 57 c 6 小児歯科学
3 c 解剖学 58 c 6 小児歯科学 3 c 2 解剖学 58 b 6 小児歯糾学
4 d 2 解剖l学 59 a 6 高鈴者・障害者 4 b 解gtJ学 59 cd 6 高齢者・障害者
5 a d 生化学 60 d 6 高齢者・障害者 5 b 生化学 60 d 6 高齢者・障害者
6 d 生化学 61 b 6 高齢者・障害者 6 b 生理学 61 bc 6 高齢者・障害者

7 d 生理学 62 d 6 高鈴者・障害者 7 a 生理学 62 b 6 高齢者障害者

8 c 2 生理学 63 a 7 歯科予防処置 8 b 3 病理学 63 d 7 歯科予防処置
9 a 3 病理学 64 a b 7 歯科予防処置 9 b 3 病理学 64 a b 7 歯科予防処置
10 c 3 病理学 65 a c 7 歯科予防処置 10 c 3 病理学 65 b 7 歯科予防処置

11 b 3 微生物学 66 b c' 7 歯科予防処置 11 d 3 微生物学 66 c 7 歯科予防処置

12 c 3 微生物学 67 c 7 歯科予防処置 12 b 3 微生物学 67 d 7 歯科予防処置

13 b 3 微生物学 68 a 7 歯科予防処置 13 d 3 薬理学 68 bd 7 歯科予防処置

14 d 3 薬理学 69 c 7 歯科予防処置 14 c 3 薬理学 69 cd 7 歯科予防処置

15 d 3 薬理学 70 cd 7 歯科予防処置 15 c 3 薬理学 70 a 7 歯科予防処置

16 a d 4 口腔衛生学 71 bc 7 歯科予防処置 16 a c 4 口腔衛生学 71 d 7 歯科予防処置
17 b 4 口腔衛生学 72 bd 7 歯科予防処置 17 c 4 口腔術生学 72 b c 7 歯科予防処置

18 c 4 口腔衛生学 73 b 7 歯科予防処置 18 b 4 口腔衛生学 73 c 7 歯科予防処置

19 a 4 口腔衛生学 74 d 7 歯科予防処置 19 d 4 口腔衛生学 74 a c 7 歯科予防処置

20 d 4 口俊衛生学 75 a b 7 歯科予防処置 20 b c 4 口腔衛生学 75 c d 7 歯科予防処置

21 d 4 口腔衛生学 76 b 7 歯科予防処置 21 b 4 口腔衛生学 76 bd 7 歯科予防処置

22 a 4 口腔衛生学 77 bc 7 歯科予防処置 22 a 4 口腔衛生学 77 ad 7 歯科予防処置
23 d 4 口腔衛生学 78 ad 7 歯科予防処置 23 a 4 衛生・公衆衛生学 78 b 7 歯科予防処置

24 cd 4 衛生・公衆衛生学 79 bc 7 歯刺予防処置 24 b 4 衛生・公衆衛生学 79 b 7 歯科予防処置
25 d 4 衛生公衆衛生学 80 b 8 歯科保健指導 25 c 4 衛生・公衆衛生学 80 C 8 歯科保健指導

26 c d 4 衛生・公衆衛生学 81 d 8 歯科保健指導 26 d 4 衛生・公衆衛生学 81 a b 8 歯科保健指導

27 d 4 衛生・公衆衛生学 82 d 8 歯科保健指導 27 c 4 衛生公衆衛生学 82 a 8 歯科保健指導

28 b 4 衛生・公衆衛生学 83 bd 8 歯税保健指導 28 b 4 衛生・公衆衛生学 83 d 8 歯科保健指導

29 c 4 衛生公衆衛生学 84 ad 8 歯税保健指導 29 c 4 衛生・公衆衛生学 84 b 8 歯科保健指導

30 b 4 衛生・公衆衛生学 85 c 8 歯科保健指導 30 a b' 4 衛生公衆衛生学 85 b 8 歯科保健指導

31 C 4 衛生・公衆衛生学 86 b 8 歯料保健指導 31 c 4 衛生公衆衛生学 86 a c 8 歯科保健指導

32 a 4 衛生・公衆衛生学 87 c 8 歯科保健指導 32 d 4 衛生・公衆衛生学 87 d 8 歯科保健指導

33 a 5 歯狗衛生士概諭 88 a 8 歯科保健指導 33 d 5 歯科衛生士概論 88 d 8 歯科保健指導
34 bd 6 歯科臨床の基礎 89 d 8 歯科保健指導 34 a c 6 歯科臨床の基縫 89 b 8 歯科保健指導

35 d 6 歯科臨床の基礎 90 d 8 歯科保健指導 35 b 6 歯制臨床の基礎 90 bd 8 歯科保健指導

36 C 6 歯裕臨床の基礎 91 a c 8 断緑樹旨導 36 a 6 歯科臨床の基礎 91 d 8 歯科保健指導

37 a d 6 歯科臨床の基礎 92 c 8 歯科保健指導 37 a 6 保存修復学 92 c 8 歯科保健指導

38 d 6 保存修復学 93 a b 8 歯車ヰ保健指導 38 d 6 保存修復学 93 d 9 歯料~療補助
39 a c 6 保存修復学 94 d 9 歯科診療補助 39 d 6 歯内療法学 94 c 9 歯科診療繍助

40 c 6 保存修復学 95 b 9 歯科彰療補助 40 c 6 歯内療法学 95 d 9 歯科診療補助
41 c d 6 歯内療法学 96 c 9 歯糾2雲療補助 41 bd 6 歯内療法学 96 a c 9 歯科彰療補助

42 bc 6 歯内療法学 97 a b 9 歯科診療様助 42 bc 6 歯周療法学 97 a d 9 歯科診療補助
43 bd 6 歯周療法学 98 c 9 歯科診療様助 43 bc 6 歯周療法学 98 a b 9 歯科お療補助
44 a b 6 歯周療法学 99 a 9 歯科E会療橋助 44 bd 6 歯周療法学 99 cd 9 歯科診療補助
45 a 6 歯科繍綴学 100 cd 9 歯料診療補助 45 d 6 歯科禰綴学 100 a b 9 歯科E舎療補助
46 a 6 歯科補綴学 101 c d 9 歯平ヰE雲療補助 46 a b 6 歯科補綴学 101 d 9 歯科~療繍助
47 a b 6 歯科補綴学 102 a 9 歯科診療補助 47 a 6 歯手i崎綴学 102 a b 9 歯科診療鋪助
48 b c 6 歯科補綴学 103 bc 9 歯科診療補助 48 a 6 口腔外科学 103 a c 9 歯科診療繍助
49 a d 6 口腔外科学 104 b 9 歯科彰療補助 49 d 6 口腔外科学 104 c 9 歯科診療補助

50 a b 6 口腔外科学 105 d 9 歯料~療補助 50 b 6 口腔外科学 105 b 9 歯科診療補助
51 a 6 口腔外科学 106 cd 9 飽科診療補助 51 c d 6 口腔外科学 106 c 9 歯科診療補助

52 d 6 矯正歯科学 107 a b 9 歯科診療補助 52 c d 6 矯正歯科学 107 a 9 歯科診療補助

53 c d 6 矯正歯科学 108 a c 9 歯科彰療補助 53 cd 6 矯正歯科学 108 c 9 歯科彩療繍助
54 a d 6 矯正歯科学 109 bc 9 歯科診療徳助 54 ad 6 矯正歯科学 109 b 9 歯科~療補助
55 d 6 矯正歯料学 110 a 9 歯科~療福助 55 a d 6 小児歯科学 110 bd 9 歯科診療繍助

※出題基準 1 人体(歯 口腔を除く。)の偶造と機能 5 歯科衛生士概論

2 歯 ・口腔の構造と機能 6 臨床歯科医学

3 疾病の成り立ち及び回復過程の促進 7 歯科予防処置論

4 歯 ・口腔の健康と予防に関わる入院と社会の仕組み

8 歯料保健指導論

9 歯科~療繍助論
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解説(午前問題)

〔問題 1) 心臆の興奮における刺激伝導系の順番で正
しいのはどれか。

a 房室結節 → 房室束→洞房結節→プルキン工線維
b 洞房結節 → 房室結節→プルキン工線維→房室束

c 洞房結節→房室結節→房室束 →プルキン工線維
d 房室結節→洞房結節→房室束→プルキン工線維

選択肢考察 答え c
X a、 Xb、Oc、 xd

心臓は自動性 (自発的)に興奮を繰り返す。心臓

の興奮は洞房結節→房室結節→房室束→プ)(.，キン工

線維の頗に伝わる。これを輿宮伝導系(刺激伝導系

ともいう) という。侵初に興奮する洞房結節が歩調

取 り (ペースメーカー)となっている。

ポイント

<刺激伝導系(興奮伝導系)> 
洞房結節→房室結節→房室束→プルキン工線維

洞房結節は歩調取り(ペースメーカー)になっている。

(問題 2) 下顎骨の写真 (別冊午前No.l)を別に示す。
矢印の孔を通過するのはどれか。

a 顔面神経
b 下歯僧神経

c オトガイ神経
d 顎舌骨筋神経

~福一午前 No.l 写真

選択肢考察 答え b 

下顎孔

x a 顔面神経は下顎骨内を走行しない。
Ob 矢印は下顎孔である。下歯僧神経は下顎孔から入

り、下顎管を通ってオトガイ孔から出てくる。

Xc オトガイ神経はオトガイ孔から出ていく。

xd 顎舌骨筋神経は下顎神経の枝であるが、下顎孔は
通過しない。

ポイント

く末梢神経>
一一一丁一一一一一

眼神経
i戻線神経、前頭神経、海軍上神経、眼寓上
神経、 S陣毛後体神経
頬骨神経、眼窓下神経、頬骨神経、翼突管

神経、翼口蓋神経、鼻口蓋神経、大口蓋神
経、小口護神経、後 ・中 ・前よ自歯槽神経

q交筋神経、内側翼突筋神経、外側l翼突筋神
経、深官事l頭神経、頬神経、
耳介側頭神経、舌神経、下歯僧神経、オト
ガイ神経、顎舌骨筋神経

上顎神経
三叉神経

下顎神経

午前問題解説-a・..... 
4
J
 

(問題 3) 大腸はどれか。
a 回腸
b 空錫

c 結腸
d 十二指腸

選択肢考察 答え c 
x a、Xb、Oc， X d 

消化器系における経路は、口腔→咽頭(咽頭口部、

咽頭喉頭部)→食道→胃→十二指腸→空腸→回腸→

盲腸→結腸→直腸である。この中で十二指腸、空腸、

回腸が小腸で、盲腸、結腸、直腸が大腸である。

ポイント

く小腸と大腸>

小腸|十二指腸、空腸、回腸

大腸|盲腸、上行結腸‘備行結腸、下行結腸、 S状結腸、直腸

〔問題 4) 外舌筋はどれか。
a 垂直舌筋

b よ縦舌筋

c 顎舌骨筋
d オトガイ舌筋

選択肢考察 答え d

Xa、 Xb 垂直舌筋、上縦舌筋、下縦舌筋、横舌筋は

内舌筋である。

Xc 顎舌骨筋は舌骨よ筋群の 1つである。三叉神経

第3枝の下顎神経支配である。

Od オトガイ舌筋、舌骨舌筋、茎突舌筋は外舌筋であ
る。

ポイント

〈舌筋〉

舌筋はすべて骨格筋で、舌下神経支配である。

舌筋は内舌筋と外舌筋とに分けられる。

内舌筋|垂直舌筋、よ縦舌筋、下縦舌筋、績舌筋

外舌筋[オトガイ舌筋、舌骨舌筋、茎突舌筋

(問題 5) アミノ酸にみられるのはどれか。2つ選べ。
a NH2 
b OH 

c CHO 
d COOH 

選択肢考察 答え ad 
Oa、 xb、 XC、Od

アミノ酸は、カルボキシル基 (ーCOOH)とアミ

ノ基 (-NH2) の両方をもっ両性電解質である。ア

ミノ酸が多数連結(重合)してできた高分子化合物
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がタンパク質であり、生物の重要な構成成分の1つ

である。

ポイント

くアミノ酸>

カルボキシル基(ーCOOH)とアミノ基 (-NHz)を

もっ化合物。

(問題 6) 細胞の模式図を示す。
ATPを産生するのはどれか。

a ① 
b ② 

c ③ 
d ④ 

cl 

選択肢考察 答え d

xa ①はゴルジ装置である。粗面小胞体で生合成され

転送されてきた物質を加工、 濃縮する。

xb ②は核である。細胞の構造と機能の遺伝情報源で

ある。
x c ③は粗函小胞体である。リポソームが付着してお
り、タンパク質を合成する場である。

Od ④はミトコンドリアである。 ATPを産生するの

はミトコンドリアである。

ポイント

<ミトコンドリア〉

細胞呼吸の場であり、生体エネルギー源であるATP

(アデノシン三リン酸)を産生している。

〔問題 7) 痛覚を伝える神経線維はどれか。

a Aα 
b Aβ 

c Ar 
d Aδ 

選択肢考察 答え d
xa Aα線維は筋紡錐からの求心性線維、骨格筋の

運動神経が含まれる。

xb Aβ線維は触覚、圧覚の神経線維が含まれる。

Xc Ar線維は筋紡錐への遠心性線維が含まれる。
Od Aδ線維は痛覚、温覚、;令覚の神経線維が含ま

れる。

ポイント

く痛覚を伝える神経線維>

①Aδ線維鋭痛、j昆覚、冷覚の神経線維が含まれる。

②C線維 :鈍籍、交感神経節後線維が含まれる。

(問題 8) 閉口筋の急な伸張で生じるのはどれか。
a 関口反射
b 曜日土反射

c 下顎張反射
d 歯根膜町交筋反射

午前問題解説

選択肢考察 答え c
x a 口腔粘膜への侵害刺激があると生じる反射であ

る。
xb 軟口蓋や舌根の種吐誘発部{立を刺激すると生じる

反射である。

Oc 閉口筋の急な伸張があると、関口筋が収縮して口
を閉じる反射が起こる。これが下顎張反射である。

xd 歯への圧刺激があると生じる反射である。

ポイント
<下顎張反射>

・オトガイ部をたたくと一過性に急に閉口筋が伸張さ

れ、閉口筋が収縮して口を閉じる反射。

-下顎がその重さに対抗して生理的安静位を保つのに

重要であり、阻明筋の調節にも役立つ。

・膝霊童健反射と同じく、{申張反射の1つ。

〔問題 9) 智歯周囲炎で浸潤が善明なのはどれか。

a 好中球
b 好酸球

c リンパ球
d 形質細胞

選択肢考察 答え a
Oa 智歯周囲炎は化股性炎の 1つである。化膿性炎は

j多出性炎で、とくに好中球の浸潤が著明なタイプの

炎症である。

xb 好酸球は酸性色素(エオジンなど)によく染まる

頼粒を細胞質内にもち、貧食を主な機能とする。ア

レルギーや寄生虫感染症などでその数が増加する。

x c リンパ球には、 Tリンパ球と Bりンパ球がある。
Tリンパ球は組繊細胞を障害破壊する物質を出した

り、 Bリンパ球をコントロールして抗体産生を促進

したり、抑制したりする働きをしている。

xd 形質細胞はBリンパ球が分化したもので、抗体

を産生する。

ポイント

<化膿性炎>

好中球の渉出を主として膿を生じる。智歯周囲炎、

膿携、蜂窟織炎、蓄膿症など。

〔問題 10) 歯牙腫で正しいのはどれか。

a 高齢者に好発する。
b 激しい震痛を伴う。

c 過誤騒の1つである。
d 顎骨を破嬢して浸潤i留殖する。

選択肢考察 答え c
x a 1O ~20 歳代の若年者に好発する。
xb 無痛性の腫肢がみられる。

Oc エナメル質、象牙質、セメント質、歯髄からなる

一種の組織奇形(過誤腫)である。

xd 歯牙腫は良性歯原性腫療の1つである。顎骨を破

爆して浸潤増殖するのは悪性題調書である。
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回第1回模試 午前問題解説

イント

<歯牙腫>

分類歯原性上皮と幽原性外妊薬性問葉からなり、硬組織を
用伴うあるいは伴わない腫湯(=混合腫蕩)。

年齢 110-20歳代の若年者
症状|無痛性腫脹

|境界明瞭な透過像の中に小不透過物の集合を認める。
画 像|周囲に手害状の透過像を認める。
埋伏歯を伴う乙とがある。

組織像|エナメル質、象牙質、セメント質、歯髄からなる一種
|の組織奇形(過誤腫)である。

治療法 |締出

題 11) ウイルスの慎式図を示す。

力プシドはどれか。

a ① 
b ② 

c ③ ① 

d ④ 

③ 

択肢考察

x a ①は核酸である。
Ob ②はカプシドである。
Xc ③はスバイクである。

xd ④はエンベロープである。

答え b 

イント

<ウイルスの特徴>

DNAかRNAのいずれか 1つしかもっていない。

ほかの生物の細胞の中でしか増殖できない(=生き

た細胞に寄生する)。

-抗菌薬に感受性がない。

.細胞構造をもたない。

-核膜をもっていない。

題 12) 内毒素について正しいのはどれか。

a 易熱性である。
b タンパク質である。

c 補体の活性化を起こす。
d グラム陽性薗の細胞壁に存在する。

択肢考察 答え c
x a 易熱性(熱に弱い)である。
xb リitf多糖である。
Oc 内毒素は補体の活性化を起こす。
xd グラム陽性菌ではなく、グラム陰性菌の細胞壁に

存在する。

イント

く外毒素と内毒素>

外毒素 | 内毒素
菌体外に分泌されるタ1グラム陰性菌の細胞壁を
ンパク質 |僑成するリポ多箆
種類によって異なる |発熱、ショック(血管の
(特異性) I鉱張)
神経琴、腸管毒、;g血
毒など

対する抵抗性|易熱性(熱に弱い) I耐熱性(熱に強い)

本態

作用

毒性 きわめて強い 外寄素より弱い

免疫原性 強い(抗体がi!E生され 弱い(抗体が産生されに
やすい) くい)

トキソイド化 できる できない

極主傷風菌、ポツリヌス グフム陰性菌
産生する箇 菌、ガス犠痘菌、ジフ

テリア菌など

〔問題 13) 顎放線菌症の病巣から分離されるのはどれか。

a Prevotella intermedia 
b Actinomyces israelii 
c Tannerella forsythensis (forsythia) 
d Aggregatibacter actinomycetemcomitans 

選択肢考察 答え b

x a Prevotella intermediaは黒色色素産生性のグラ
ム陰性偏性嫌気性得菌である。妊娠性歯肉炎や思春

期性歯肉炎と深い関係があると考えられており、女

性ホルモンによって発育促進がみられる。

o b Actinomyces israeliiは顎放線菌症の病巣から分
mされる。
x c Tannerella forsythensisくわrsythia)Iel:紡錘状
のグラム陰性偏性嫌気性梓菌である。慢性歯周炎

の活動期の病巣から分離される。 Porphyromonas

gingivalisとTreponemadenticolaとともに重度歯

周炎に関連する rRedComplexJとよばれている。

x d Aggregatibacter actinomycetemcomitansは{受

援性歯周炎の病巣から分離される。

ポイント

<顎放線菌症>

因 I~.C~~~~~l~~:1ii (グラム陽性得菌、嫌気性菌)とほ
|かの菌との混合感染。

類|特異性炎の1つ。

|関口障害、耳下腺岐筋部の板状硬結、多発性腹筋、放線菌症状|
l塊(灰白色の微小額粒)。

(問題 14) 薬物のラベルの写真 (別冊午前No.2)を別
に示す。

この薬物の保管場所で正しいのはどれか。

a 冷蔵庫
b 専用の棚

c 診療キャビネット
d 鍵付き専用引き出し

別冊午前 NO.2 写真

選択肢考察 答え d 

x a、xb、xc 、Od
写真の薬物はアトロビンである。黒地に白枠、白

字で 『アトロビン」と『毒」の文字が記載されてい

るので毒薬である。毒薬は、鍵付き専用引き出しの

中に入れて保管する。

『
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フベル表示 保管場所

普通薬 特定の取り決めなし 特定の取り決めなし

劇薬
白地に赤枠、赤字で

他の医薬品と区別
薬品名と flS!JJの表示

毒薬
黒Jt!Jに白枠、白字で 鍵をかけた場所
薬品名と『審』の表示 他の医薬品と区別

他の医楽品と厳密に区別

麻薬 「麻Jの表示 鍵をかけた堅固な設備内に保
管(麻薬金庫)

向精神薬 r向」の表示 鍵をかけた設備

〔問題 15) 炎症のケミカルメディエーターはどれか。

a プロカイン
b プロテイン
c プロゲステロン
d プロスタグランジン

選択肢考察 答え d

x a プロカインは局所麻酔薬の1つである。
xb プロテインとはタンパク質の乙とである。
x c プロゲステロンは黄体ホルモンである。
Od プロスタグランジンは炎症のケミカルメディエータ
ーの1つで、アラキドン酸にシクロオキシゲナーゼが
作用することによって産生される。生体は外傷や感

染などの有害刺激を受けると、その刺激に応じて多

くの生理活性物質が産生する。この炎症に関する物

質を「炎症のケミカルメディエ ターJ という。

ポイント

く炎症のケミカルメディ工ーター>

|血管透過性の冗進、血管鉱張作用、気管支平滑筋の
ヒスタミン | 

|収縮作用

ブラジキニン |内因性発痛物質、血管透過性の充進、血管鉱張作用

プロスタグランl血管銘張作用、体温上昇作用、ブラジキニンの発痛
ジン |作用のi曾強、胃粘膜保護作用、骨吸収作用

ロイコトリエン|好中球の遊走活性作用、気管支平滑筋の収縮作用

〔問題 16)血祭より暖液に多く含まれるのはどれか。 2
つ選べ。

a K + 
b CI-
c Na ~ 

d HC03-

選択肢考察 答え ad
Oa、Od K+や重炭酸イオン (HC03-)は血殺ょっ
E重液に多く含まれる。

Xb、xc CIーや Na+は唾液より血援に多く含まれる。

ポイント
. Na +やCドは唾液の浸透圧に関与する無機質である.
. Na tや CIーは唾液より血援に多く含まれる。

午前問題解説

〔問題 17)歯石沈着防止に有効な自信庭剤の薬用成分はど

れか。
a アルギン酸ナトリウム
b ポリリン酸ナトリウム

c ラウリル硫酸ナトリウム
d モノフルオロリン酸ナトリウム

選択肢考察 答え b
x a 歯磨剤に含まれるアルギン酸ナトリウムは基本成
分としての粘結剤である。

Ob 歯磨剤に含まれるポリリン酸ナトリウムは歯石沈
着防止に有効な薬用成分である。

x c 歯磨剤に含まれるラウリル硫酸ナトリウムは基本

成分としての発泡剤である。

Xd 歯磨剤に含まれるモノフルオロリン酸ナトリウム
はう蝕予防に有効な薬用成分である。

ポイント

ポリリン酸ナトリウムは歯磨剤の薬用成分で歯石沈着

防止に有効である。

〔問題 18) シヨ糖を原料とするのはどれか。
a キシリ ト-)1.，
b ソルピトール

c パラチノース
d アスバルテーム

選択肢考察 答え c
x a キシリ トールの原料はキシロースである。
x.b ソルピトールの原料はグルコースである。
Oc パラチノースの原料はスクロース〈シヨ槍〉であ
る。

xd アスバルテームの原料はアミノ酸である。

ポイント

くパラチノース>

グルコースと同じカロリーをもっており、乳幼児の

ための間食に用いる食品として優れている。

(問題 19) フッ化物濃度が最も低いのはどれか。

a 雨水
b ;毎水

c 河川水
d 地下水

選択肢考察 答え a
Oa 雨水のフッ化物濃度はO.Olppm以下である。
xb 海水のフッ化物濃度は約1.3ppmである。
x c 河川水のフッ化物濃度はO.lppm以下であるが、
雨水よりは高い。

xd 地下水のフッ化物濃度は地殻を帯電成する鉱物にも

よるが、 10ppmを超えることもある。

ポイント

r水道法Jで規定されているフッ化物濃度の上限は

O.8ppmである。
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〔問題 20)歯科疾患実態調査の結果におけるある項目の
推移を図に示す。

"ω 
曲

。事面tll..‘・写'*17・F・司，...，'"
同

抽

2。
10 

~ ~号骨魯~ ~長'"暑さ~ ~ ~ ~ -"._， .{ .( ;.{ .{ .:{ ， !;{ ". ". " :/ ，.j.，.j .(岨
(探)平成Il'"と'1'成"'"以降の聞置では. 1 (tめたりの量産眠障位置が異なる.

該当するのはどれか。

a 歯石を有する者
b 対象歯がない者

c プローピング時の出血を有する者
d 4mm以上の歯周ポケッ トを有する者

選択肢考察 答え d 
xa、xb， x c、Od
歯科疾患実態調査の結果で r4mm以上の歯周ポ
ケットを有する者」に該当する。

ポイント

<4mm以上の歯周ポケッ トを有する者>
4mm以上の歯周ポケットをもっ者の割合について

前回調査(平成 17 年)と比較すると、 30~60 歳代

では概ね低値を示した。一方、 75歳以上の高齢者層
では今回調査のほうが高値を示した。この原因として

現在歯数の増加が考えられる。

〔問題 21) 口腔清掃状態を評価する指標はどれか。
a CFI 

b CPI 

c PDI 
d PHP 

選択肢考察 答え d

x a CFIは地域の歯のフッ素症の指標である。
x b、xc CPIや PDIは歯肉炎と歯周炎を併せて評
価する指様である。

Od、PHPは口腔清j帯状態を評価する指標である。

米イント

<口腔清掃状態を評価する指標>

'OHI 

・OHI-S

. PHP 

. P21 

. O'LearyのPCR

(問題 22) 口臭検査で、官能検査と比較してガスクロマ
トグラフィー検査が優れているのはどれか。

a 連続測定が可能である。
b アセトン臭に対応できる。

c 総合的臭気を判定できる。
d 被検者にj先口を禁止させなくてよい。

午前問題解説

選択肢考察 答え a
Oa 宮能検査は検査者による判定のため臭いに慣れて
しまうことで連続測定は困難であるが、ガスクロマ

トグラフィー検査は連続測定が可能である。

xb、Xc ガスクロマトグラフィー検査は揮発性硫黄
化合物を別々に定量できる測定機器であり、アセト

ン臭や総合的臭気の判定には適していない。官能試

験は機器で測定不可能なあらゆる臭気物質が混合さ

れた状態を評価できる。

xd 官能検査も機器検査も口臭検査では検査当日は被

検者に洗口を禁止させる。

ポイント

く領発性硫黄化合物>

-硫化水紫

・メチルメルカブタン

-ジメチルサルファイド

(問題 23)歯の着色を気にして来院した患者の口腔内写
真 {別冊午前No.3)を別に示す。

着色の原因と考えられるのはどれか。

a 歯のフッ素症

b 重症新生児黄痘

c 頻固な紅茶の飲用
d 乳幼児期の薬物服用

別冊午前 NO.3 写真 | 

選択肢考察 答え d 

歯列全体の待状の糞褐色の変色

x a エナメル質形成時に、過剰なフッ化物を摂取する
ことにより生じるエナメル質形成不全を歯のフッ素

症というが、口腔内写真では工ナメル質形成不全は

みられない。

xb 重症新生児黄痘では血中ピリルピン濃度が高くな
ることで、青緑色の歯の変色がみられる。

x c 口腔内写真から紅茶による着色とは考えにくい。
Od 乳幼児期の薬物服用、特!こテトラサイクリンを長
期服用すると、口腔内写真でみられるような黄褐色

の歯の変色がみられる。

ポイント

上顎両側中切歯の歯頚部に変色がみられることから、

出生後に全身的に問題が生じたと示唆される。歯の石灰

化開始時期をj~渥しておくことが大切である。

〔問題 24) 健康日本21(第2次)に含まれるのはどれか。

2つ選べ。
a 食中毒予防
b 寿命の延伸

c 健康格差の縮小
d 生活習慣病の予防
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選択肢考察 答え cd
X a 食中毒予防は健康日本21(第2次)に含まれて
いない。

xb 健康日本21(第2次)rこ含まれるのは健康寿命
の延伸である。

Oc 健康格差の縮小は健康日本21(第2次)に含ま
れる。

Od 生活習慣病の予防は健康日本21(第2次)に含
まれる。

ポイント

<健康日本21(第2次)> 
・健康寿命の延伸と健康絡差の縮小

・生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底 (NCD

の予防)

・4士会生活を営むために必要な機能の維持および向上
・健康を支え、守るための社会環境の整備

-喫煙および歯 ・口腔の健康に関する生活習慣および

社会環境の整備

(問題 25) 保健所について正しいのはどれか。

a 保険医の登録先である。
b 労働災害の届出先である。

c 特定健康診査の実施主体である。
d 地域における健康危機管理の拠点である。

選択肢考察 答え d
x a 保険医の登録、保健医療機関の登録は地方厚生局

で行う。

xb 労働災害の届出先は労働基準監督署である。

x c 特定健康診査の実施主体は医療保険の保険者であ
る。

Od 保健所は地減における健康危機管理の処点であるε

ポイント

保健所は 「地域保健法Jに基づき、都道府県、特別区、

政令指定都市が設置する。

〔問題 26)虐待が疑われる児を診察した際の通告先とし
て適切なのはどれか。 2つ選べ。
a 保健所
b 教育委員会

c 児童相談所
d 福祉事務所

選択肢考察

xa、xb、Oc、Od

答え cd 

虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、速

やかに福祉事務所や児室椙談所、市町村に通告しな

ければならない。

ポイント
く虐待が疑われる児を診察した際の通告先〉

-市町村

・児童相談所

.福祉事務所

-6-

午前問題解説

〔問題 27)学校保健について正しいのはどれか。
a 学級閉鎖は学校医が命ずる。
b 学校三帥lこは歯科衛生士が含まれる。
c 養護教諭は看護師資絡が必婆である。
d 学校歯科医は養護教諭と密に連携する。

選択肢考察 答え d
x a 学級閉鎖は学校設置者の判断で行われる。
xb 学校三師は学校医、学校歯科医、学校薬剤師であ

る。

x c 養護教諭は看護師資格が必ずしも必要ではない。
Od 学校歯科医は非常勤のため、養護教諭と密に連携

をとることが重要である。

ポイント

<学校歯科医>

『学校保健安全法』により、大学以外の学校におかれる。

学校保健計画、学校安全計画の立案に参加

-定期健康診断(歯の検査)、就学時健康診断(歯の

検査)

-歯科健康相談

・予防処置、保健指導

・学校における保健管理に関する専門的事項に関する

指導

〔問題 28) 医療法lこ基づく医療計画で医療の確保に必要
な事業はどれか。

a 育成医療

b 救急医療
c 養育医療
d 精神通院医療

選択肢考察 答え b
x a、xd 育成医療や精神通院医療は自立支援医療で

あり、自立支援医療は「障害者の日常生活及び社会

生活を総合的に支援するための法律〈障害者総合支

援法)Jに規定されている。

Ob r医療法』に基づく医療計画で医療の確保に必要
な事業は救急医療である。

x c 養育医療は『母子保健法J rこ規定されている。

ポイント
『医療法』では、『都道府県は、基本方針に即して、か

つ、地域の実情に応じて、当該都道府県における医療提

供体制の確保を図るための計画「医療計画」を定めるも

のとするJ と規定されている。

〔問題 29) 保険診療の仕組みを図に示す。

「診療報酬の支払~¥Jはどれか。
a ア b イ c ウ d 工

， 

第26回第1回模試

選択肢考察 答え c
x a アは「保険料の支払い」である。
xb イは審査支払機関から医療保険者に対する「診療
報酬の請求』である。

Oc つは「診療報酬の支払しりである。

xd 工は診療所から審査支払機関に対する「診療報酬

の請求Jである。

ポイント

保険者から医療機関に医療行為の対価として支払われ

るものを診療報酬という。医療保険制度では、診療報酬

は、医科、歯科、調剤に分類され、個々の診療行為につ

いてそれぞれ点数を設定し、実施した行為に相当する項

目の点数を合計して算出される公定価格である。 1点単

価は 10円である。

〔問題 30)平成元年と比較した平成25年の我が国の人
口動態で上昇しているのはどれか。

a 出生率
b 粗死亡率

c 乳児死亡率
d 年齢調整死亡率

選択肢考察 答え b
xa 出生率は低下している。

Ob 高齢化とともに粗死亡率は上昇している。
Xc 乳児死亡率は低下している。

xd 年齢調整死亡率は低下している。

ポイント

医療技術の進歩に伴い年齢調整死亡率は改善されてい

る。

-我が国の老年化指数は203.3(平成26年)であり、
200を超える唯一の固となっている。

(問題 31) 不活化ワクチンはどれか。
a MRワクチン
b 水痘ワクチン
c 日本脳炎ワクチン
d ロタウイルスワクチン

選択肢考察 答え c
x a MRワクチンは麻疹と風疹の混合されたワクチン
で、弱毒性ワクチンである。

xb 水痘ワクチンは生ワクチンである。

Oc 日本脳炎ワクチンは不活化ワクチンである。

xd ロタウイルスワクチンは弱毒性ワクチンである。

ポイント

<不活化ワクチン>

化学処理で死滅したウイルスを使用する。生ワクチ

ンと比較して副作用は少ないが、;夜性免疫しか獲得てe

きず、持続時間も短い。

ポリオ (2012年から導入)、狂犬病、日本脳炎、 A
型肝炎、ヒトバピローマウイルス感染症、肺炎球菌感

染症など

一7-

午前問題解説

〔問題 32)発生要因に関する仮説を設定するのはどれか。
a 記述疫学研究
b 症例対照研究

c 無作為化比較試験
d 前向きコホート研究

選択肢考察 答え a
Oa 対象集団における疾病異常などの健康関連事象に
ついて、その頻度や分布をあるがままに記述し、発

生要因などに関する仮説を設定する研究である。

x b すでに疾病などに径患している群としていない群
を設定し、それらの過去における容疑因子への曝露

状況を調べて比較分析する研究である。

x c 記述疫学によって設定された仮説を実験的iこ直接
証明する研究で、一般にヒトを対象とする場合を介

入研究とよんでいる。介入研究は、ある要因を与え

る群(実験群)と与えない群(対照群)を設定して

無作為化比較試験として行われる。

xd 容疑因子への曝館群と非曝露群の疾病の発生状況

などを比較する追跡調査である。

ポイント

疫学研究は、記述疫学による仮説の設定にはじまり、

その仮説の検証を行う分析疫学および実験疫学からな

る。

(問題 33)Open-ended question (開放型質問〉 はど
れか。

a r今日はどうなさいましたか」

b r言い忘れたことはありませんかJ

c r痛みの原因に心当たりはありますか」

d r出血が止まりにくかったことはありますか」

選択肢考察 答え a
o a Open-ended questionであり、患者の主訴を聴
取する質問である。

xb 言い忘れたことを確認しているため、システムレ
ビューに関する質問である。

Xc 痛みの原因をどのように考えているかを患者に質

閉しているため、解釈モデルを聴取する質問である。

xd 過去に出血が止まりにくかったことがあるかを質

閉しているため、既往歴を聴取する質問である。

ポイント

医療面接では特定の問題に絞って話を進めることが多

くなり、問題点を見逃じてしまうことがある。そこで、

系統的に網羅的に問題点を洗い出す必要がある。このた

めにシステムレビューを用いる。

(問題 34)スタディモデルから得られる情報はどれか。
2つ選べ。
a 歯の動揺
b 小帯の位置

c 歯恨の吸収
d 顎纏吸収の程度

選択肢考察 答え bd

x a 模型からは歯の動j還の有無はわからない。
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Ob 小帯の位置は判断できる。
x c 歯根の状態はわからない。
Od 欠損部の顎堤吸収の程度は観察できる。

ポイント

<スタディモデル(研究用模型)から観察できること>

-歯 ・歯予IJ・顎堤 ・小帯の状態

-岐合関係

・隣接歯の接触状態

.正中の位置

・歯・歯列・顎I是の経時的変化

.岐合平面

(問題 35) エックス線の性質で正しいのはどれか。

a 質量がある。
b 真空中では音速度である。

c 電場、磁場の影響を受ける。
d 強さは距離の2乗に反比例する。

選択肢考察 答え d
x a ガンマ線と同様に電磁波の 1つである。波なの
で質量はない。

xb 真空中では光速度で直進する。

x c 電場、磁場の影響を受けない。
Od エックス線の強さは距離の2乗に反比例する。

ポイント

<エックス線の性質>

①電磁波のlつである。

②真空中では光速度である。

③物質に当たると、透過、吸収、散乱を起こす。

④着色作用がある。

⑤波動的現象を示す。

⑥電離 ・励起作用がある。

⑦物質により透過性に差がある。

③フィルムを感光させる。

⑨蛍光を発生させる。

⑩工ツクス線の強さは距艇の2乗に反比例する。
⑪電場、砲士号の影響を受けない。

(問題 36)50歳の男性の臨床検査項目で異常値はどれ
tJ'. 

a 尿霊 1.200mL/日

b ヘマトクリット値一一一一一45%

c 白血球数 18.000/μL 

d 空腹時血糖値一一一一一ー-80mg/dL 

選択肢考察 答え c
Oa 尿畳は800~ 1 .500mL/白である。唾液の分泌
量も約 1.500mL/日である。
Ob ヘマトクリット値は、男性で39~ 52%、女性で
35 ~ 48%である。
x c 白血球数は3.500~ 7.000/μしである。炎症や

感染症に穫患している場合は9.000/μし以上にな

る。

Od 空腹時血糖値の基準値は60~ 100mg/dしであ

る。

午前問題解説

ポイント
<臨床検査の基準値(成人)> 

赤血球数
男性 410-530万/μL
女性 380-480万/μL

白血球数 3.5∞-7.∞0/μL 
ヘモグロビン霊

男性・ 14-18g/dL
女性・ 12-16g/dL

へマトクリツト値
男性 ・39-52%
女性 35-48% 

脈伯数 65-80回/分
呼吸数 14-20固/分
尿蜜 800-1.5∞ml/日
血圧

収縮期140mmHg以下
拡張期90mmHg以下

空腹時血纏{直 60-100mg/dL 
血清総タンパク 6.5-8.0g/dし

(問題 37) ワックスと用途との組合せで正しいのはどれ

か。 2つ選べ。

a パラフィンワックス一一一一岐合堤の作製

b シートワックス一一一一一一義歯の装着

c スティッキーワックス 一一 ろう原裂の作製
d ユーティリティーワックス ー印象用トレーの修正

選択肢考察 答え ad

Oa パラフィンワックスは、岐合堤の作製、岐合採得、

人工歯排列などに使用する。

xb シートワックスは義歯製作時のリリーフに用いら

れる。

x c ステイツキーワックスは技工室での仮着に用いら
れる。

O.d ユーティ リティーつックスは印象用トレーの辺縁
修正などに使用する。

ポイント

<歯科用ワックスの種類と用途>

種類

パラフィンワックス

用途
義歯床の仮床、岐合i是、峻合採得、
銀事量歯

ユーティリティーワックス |トレーの修正、仮着など

バイトワックス |校合採得
'鋳造修復物 (インレ一、 クラウンな
ど)の原型
義歯製作時のリリーフ、鋳造床、
連結装置の原型

スティツキーワックス |技工室での仮着

ボクシングワックス |石膏模型作製用のボクシング
レディキヤスティング |鋳ieクラスプ、パーの原型、
ワックス |スブルー

印象用ワックス |義歯作製の印象採得、岐合採得

インレーワックス

シートワックス

〔問題 38) サーピカルマトリックスを使用する寓洞はど
れか。

a 2級
b 3級

c 4級
d 5級

選択肢考察 答え d

xa 2級は臼歯の隣接面における寓洞である。
xb 3級は前歯の隣接面禽澗で切縁隅角を含まないも

au 

τ 
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のである。

Xc 4級は前歯の隣接面寓;潤で切線隅角を含むもので
ある。

Od 5級は歯頭部 1/3における窓洞であり、サーピ
カルマトリックスを使用する。

ポイント

マトリックスlこは透明マトリックスとメタルマトりツ
クスがある。透明なものは光を透過させるため、マトリ

ックスの上から光照射が可能である。

〔問題 39) 30歳の男性。下顎右側第一小臼歯の修復物

脱離を訴えて来院した。自発痛や打診痛はなく、レジン

インレー修復を行うこととした。初診時の口腔内写真(別

冊午前No.4)を別に示す。

修復に必要なのはどれか。 2つ選べ。
a 印象材
b ウエッジ

c シェードガイド
d グラスアイオノマーセメント

別冊午前 No.4写真

選択肢考察 答え ac 

インレーカt

脱厳している

Oa レジンインレーは印象採得を行って製作する。
xb レジンインレー修復の際lこウエッジは必要ない。
Oc レジンインレー修復ではシェードガイドが必要で

ある。

xd レジンインレー修復の合着はグラスアイオノマー

セメントではなく、接着性レジンセメントで行う。

ポイント

レジンインレーを接着性レジンセメントで合着(接着)

させる際、インレー内面にサンドプラスト処理を行って

からシラン処理を行うとよい。

(問題 40) 回転切削器具の写真 {別冊午前NO.5)を別
に示す。

この器具の用途はどれか。

a 歯髄の切断
b 窓縁斜面の付与

c アンダーカットの形成
d エナメル質う蝕の除去

別冊午前 NO.5 写真

選択肢考察 答え c 

午前問題解説

インパーテッドコーン/(ー

x a 歯髄の切断にはラウンドパーを用いる。
xb rIi縁斜面の付与はFG用のラウンドパーなどが用
いられる。

Oc 写真の器具はインパーテッドコーンパーであり、
アンダーカットの形成に用いられる。

xd エナメル質う蝕の除去は FG用のラウンドパーな

どが用いられる。

ポイント

インパーテッドコーンパーは倒円錐形パーともいう。

アマルガム修復時の角形穿下(アンダーカット)の付与

などに用いる。

(問題 41) 26歳の男性。 下顎左側第一大臼歯の一過性
の冷水痛を訴えて来院した。|百の岐合面には大きなう

寓があるが、自発痛はなく歯髄電気診に正常反応を示す。

軟化象牙質をすべて除去すると鐙髄の恐れがあるため、

層の軟化象牙質を残し水酸化カルシウム製剤で被覆し、

グラスアイオノマーセメントで仮封した。

この処置の目的はどれか。 2つ選べ。
a 歯髄の除活
b 根尖孔の閉鎖

c 修復象牙質の形成
d 軟化象牙質の再石灰化

選択肢考察 答え cd
xa 歯髄の除活はパラホルムアルデヒドなどの失活剤
の作用で生じる。

xb 根尖孔の閉鎖は恨管充填後などに生じる。

Oc、Od 一層の軟化象牙質を残し水酸化力ルシウム
で被覆していることから瞥間的間接覆髄法を行って

いると判断できる。そのため、この処置のB的は修
復象牙質の形成と軟化象牙質の湾石灰化である。

ポイント

暫閥的間接覆髄法では、水酸化カルシウムやタンニン・

フッ化物合剤配合カルポキシレートセメントが用いられ

る。

〔問題 42) 68歳の男性。下顎左側小臼歯部の悠痛を訴

えて来院した。数か月前から一過性の冷水痛があり、食

事中に食片が歯に接触すると一過性の痛みが生じるとい

う。初診時の口腔内写真 (別冊午前No.6)を別に示す。

原因歯の特定に有効なのはどれか。 2つ選べ。
a 打診
b 温度診

c j察過痛
d 歯周ポケッ ト検査

l"sij百平面 NO.6 写真

選択肢考察 答え bc 

-9ー
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唆耗が著しい

xa 歯周組織に炎症がみられる場合には打診に反応し
やすい。本症例は岐耗による知覚過敏僚症状であり、

原因歯の特定に有効とは考えにくい。

Ob 一過性の冷水痛があるため、温度診は原因歯の特
定に有効と考えられる。

Oc 食片の接触痛があるため、擦過痛は原因歯の特定
に有効と考えられる。

xd 歯周ポケット検査は歯周組織の検査である。本症

例は岐耗による知覚過敏様症状であり、原因歯の特

定に有効とは考えにくい。

ポイント

岐耗による象牙質の露出は、象牙質知覚過敏症の原因

となる。象牙質知覚過敏症では、冷水痛や歯ブラシによ

るj察i&l痛などが生じやすい。

〔問題 43) 31歳の女性。上顎左側側切歯の歯肉騒脹を
訴えて来院した。歯周基本治療後に深い歯周it{ケッ トが

残存したため、歯周組織再生療法を行うこととした。術

中の口腔内写真 {別冊午前 No.7)を別に示す。
考えられるのはどれか。 2つ選べ。
a 飯館
b 遮蔽膜の設置

c 歯肉弁の根尖側移動
d 工ナメルマトリックスタンパク質の適用

別冊午前 No.7 写真

選択肢考察 答え bd 

垂直性骨吸収

x a 歯周組織再生療法を行ううえで抜髄をする根拠は
ない。

Ob 遮蔽膜は GTR法に用いる。歯周組織再生療法を

行うので遮蔽膜の設置が考えられる。

x c 歯肉弁の根尖側移動を行うと歯肉が退縮し栂面が
露出する。歯周組織再生療法を行う場合には不利な

条件となる。

Od エナメルマトリックスタンパク質は歯周組織再生
療法に用いるものであるため、工ナメルマトリック

スタンパク質の適用が考えられる。

ポイント

く歯周組織再生療法>

. GTR法

・骨移植術

-エナメルマトリックスタンパク質の適用

〔問題 44) 下顎右倶tl第一大臼歯の補綴処置を行うにあた
りファーケーシヨンプローブによる検査を行ったところ、

探針が貫通した。ある補綴前処置を行った。術前の口腔

内写真 (別冊午前 No.8A)と前処置後にメタルコアを
装着したときの口腔内写真 (別冊午前 No.8B)とを別

に示す。

前処置の目的はどれか。2つ選べ。

a 病変の除去
b 清掃性の向上

c 歯周組織の再生
d oEl明能力の改善

|別冊午前 No.8A、B 写真 |

選択肢考察 答え a b 

根分岐邸

病変
メタルコア

歯恨分離が

行われている

Oa、Ob 口腔内写真から、貫通型根分岐部病変に対
して歯根分離(ルートセパレーション)を行ってい

ることがわかる。ルートセバレーションは、根分l岐

部病変の除去や歯問ブラシによる清掃性の向上など

を目的としている。

x c 歯周組織の再生は歯周組織再生療法の目的であ
る。

xd ルートセバレーシヨンで岨咽能力が改善されるわ

けではない。

ポイント

ルートセパレーション後には、歯問ブラシによる清掃

性を考慮した連結冠を装着する。必要に応じて歯の小移

動 (MTM)を行ってから補綴処置を行う。

(問題 45) 下顎位の組合せで正しいのはどれか。

a 偏心岐合位一一一一側方岐合位
b 中心位一一一 一一一下顎安静位

c 中心岐合位一一一一一フリーウェイスペース
d 岨暢運動一一一一一一最大関口位

選択肢考察 答え a
Oa 中心位(または中心峻合位)から下顎を水平的に
移動させたときの下顎の位置を偏心位という。また、

偏心位で岐合接触した状態の位置を偏心唆合位とい

う。偏心q交合位には前方岐合位、側方校合位、後方
岐合位がある。

xb 中心位とは下顎が上顎に対して無理なく最後方位

にあり、蝶香運動のできる位置である。 一方、下顎

ハU1
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安静位は安静時の下顎位のことで、直立または正し

い姿勢で腰をかけた状態で前方を直視したときの頭

蓋に対する下顎の位置のことである。このとき、 口

唇は閉じているが、上下顎歯には2-3mmの空隙
がある。これを安静空隙(フリーウェイスペース)

という。

x c 中心吹合位とは形態的、機能的に正常な岐頭ほ合
の状態にあるときの下顎位のことである。 正常者で

は中心岐合位と岐頭飯合位は一致する。なお、フリ

ーウェイスペースは下顎安静位でみられる。

xd 日且鳴運動は下顎限界運動より運動範囲が狭い。 下

顎限界運動は下顎切歯点における運動空間の範閣で

示すが、矢状面ではバナナ状の形になる。これをポ

ッセルトの図という。この図の最も下方、後方の位

置を最大関口位という。

イント

<下顎位>

〉品 |下顎が上顎に対して無理なく震後方位にあり、蝶番運
恥、位 |ム
vUL  I動のできる位置。
|形態的、機能的に正常な吹頭$:合の状態。 正常者では

心岐合位 |l!&頭$:合位と一致。
頭HR合位|よ下顎歯列が安定し震も多くの昔日位で媛触した状態。

直立または正しい姿勢で腰をかけた状態で前方を直視
したときの頭蓋に対する下顎の位置。

顎安静位|
口唇は閉じているが、上下顎歯には2-3mmの空隙
(安静空隙)がある。

軍真頃安定位|下顎頭(頼頭)が関節窓内で安定な位置にある状態。

|偏心位(中心位または中心岐合位から下顎を水平的に
C-~覧会位|移動させたとき)で岐合援触した状態の位置。前方岐

合位、個IJ方岐合位、後方峻合位がある。

問題 46) 義歯の写真 (別冊午前 No.9)を別に示す。
乙の義歯の説明で正しいのはどれか。

a 遊離端義歯である。
b テレスコープ義歯である。

c アタッチメント義歯である。
d 連絡装置が用いられている。

別冊午前 No.9 写真

択肢考察 答え a 

クラスプ

連結装置は

使用していない

Oa 遊離端義歯とは最後方臼歯が欠損している症例に
装着される義歯のことである。右側のみ遊離端欠慢

なので、写真の義歯は片側性遊離端義歯である。

xb テレスコープ義歯とは支台歯がテレスコープにな
っている義歯のことである。

x c アタッチメント義歯は支台歯を形成して設置され
る固定部と、義歯床に設置される可i敵部の組合せに
より、支台歯と義歯を連結する維持装置で構成され

た義歯である。

xd 連絡装置は使用していない。

午前問題解説

ポイント

<遊離縞義歯>

・最後方臼歯が欠損している症例に装着される義歯。

.歯根 ・粘膜負担義歯。

〔問題 47)前歯部に応用される一部被覆冠はどれか。 2
つ選べ。

a ピンレッジ
b 3/4クラウン
c 4/5クラウン
d ジャケットクラウン

選択肢考察 答え ab 
Oa ピンレッジは前歯部の生活歯に応用される一部被
覆冠である。脱離しないように舌函にピンホーjしを

形成し、維持力を発庫させる。

Ob 3/4クラウンは前歯昔日の生活歯に応用される一部
彼覆冠である。唇面を除く、両隣接面と舌面を覆うo

x c 4/5クラウンは臼歯部の生活歯に用いられる一部
被覆冠である。頬側面以外の面を覆う。

xd ジャケットクラウンとは歯冠部全表面を削除し

て、陶材(ポーセレン)あるいはレジンを用いて歯

冠を被覆する全部被覆冠である。

ポイント

く適応部位による被寝冠の種類>

前歯部 臼歯部

陶材焼付金属冠 全部金属冠
前装金属冠 陶材焼付金属冠

全部被覆冠 ジャケットクラウン 前装金属冠
ジャケットクラウン(小臼歯
のみ可)

一部彼複冠
3/4クフウン 4/5クフウン
ピンレッジ プロキシマルハーフクラウン

べ選つn4
 

4υ れど+品のるじ生が
折

申告

折

骨

障

折

折

骨

部

口
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月
間
{
月
起
イ

開

起

弓

突

ガ

突

骨

節

ト

剖

筋

頬

関

オ

凋
斗題

a
b
c
d

問

選択肢考察 答え bc
xa 筋突起は骨折の好発部位でない。また、筋突起骨
折では開口障害、岐合異常などの臨床症状がないの

が特徴である。

Ob 頬骨弓が骨折すると、 関口運動時に筋突起が骨折
した頬骨弓にひっかかり、関口障害が生じる。

Oc 関節突起(下顎頚部)の骨折は介達骨折の場合が
多い。介達骨折とは、外力の作用部位から離れた部

位の骨折で、下顎正中部に外力が加わったときに起

こる下顎頭部の骨折はその代表例である。関口障害

を生じるのが特徴である。

xd 受傷時、人は無意識に頭部を後方に引くため、 下

顎に外力を受けやすく、そのため下顎骨骨折が多い。

その中でもオトガイ部 (前歯部)は好発部位である。

開口障害は生じない。

ポイント

く関口障害が生じる顎骨骨折>

①関節突起骨折(=下積頚部骨折)

②頬骨弓骨折(頬骨骨折も生じている乙とも多い)

-11 -
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x a 拡

使用

xb フ

パン

Oc り

Od リ

一 ポイント

急速f広大
クワドへ

鑑大床(

〔問題 5
観察

a 

b 

C 

d 

選択肢考雰

一 両側の側切歯

舌倶u転位して

叢生である

Oa 酎

xb 者

る。

x c 車

一 る。

Od 倶

ポイント

転位互

倶

移転謹

〔問題 55)
するのは

a q交
b 力

c 下

d フ

選択肢考察

x a、×

頭部

とは

Xc 下

面と

Od 頭
のは

回模試

大床は可l倣式矯正装置であり、矯正用バンドは
しない。

レンケル装置は可搬式矯正装置であり、矯正用

ドは使用しない。

ップパンパーは矯正用バンドが用いられる。

ンガルアーチは矯正用バンドが用いられる。

(問題 49)三叉神経痛について正しいのはどれか。2つ
選べ。

a 発痛帯がある。
b 両側性に発症する。

c 昧覚障害が起こる。
d 激しい発作性察痛がある。

選択肢考察 答え ad 
Oa 口唇、前額部、側頭部にパトリックの発痛帯がみ

られる。

xb 片側性に発症する。

x c 味覚障害は起こらない。顔面神経麻簿では昧覚障
嘗や唾液分泌障害がみられる。

Od 2、3分間の激しい発作性廃痛(電撃機怒痛)が

ある。

ポイント

<三叉神経痛>

①2、3分間の激しい発作性終痛(電撃篠怒痛)があ
る。

②片側性に発症する。

③40歳以上の女性に多い。
④パトリックの発痛帯(口唇、前額部、側頭部)がみ

られる。

⑤バレーの圧痛点(限禽上孔、目艮窓下孔、オトガイ孔

の庄痛)がみられる。

⑥治療法:薬物療法(カルパマゼピンやビタミンB)、

理学療法(赤外線照射)、 神経ブロック、

手術療法(神経切断術、神経捻除術、血管減圧術)

〔問題 50)前癌病変はどれか。 2つ選べ。
a 紅板症
b 白板症

c 扇平上皮癌
d カンジダ症

選択肢考察 答え ab

Oa 紅板症は組織学的に上皮脚の伸長、上皮下の慢性

炎症性細胞浸濁などが認められる。前癌病変の1つ
である。

Ob 白板症は組織学的に過角化症、有線細胞庖の肥厚

などが認められる。前癌病変の 1つである。

x c 扇平上皮癌は前癒病変ではなく、 上皮性の悪性腫
甥(=癒)である。

xd カンジダ症は真菌による感染症である。免疫能の

低下や菌交代現象が原因として繁殖する病変であ

る。

ポイント

<前癌病変>

前癌病変とは、正常な状態に比較して、より癌化し

やすい、形態的に変化した組織と定義されており、ヨ

板症と紅色肥厚症(紅板症)が含まれる。

(問題 51) 血管迷走神経反射を起こした患者に現れるの
はどれか。

a 徐脈
b じん麻疹

c 血圧上昇
d 体温上昇

選択肢考察 答え a 装置ー矯正用バンドを使用

リックス.矯正用バンドを使用

緩徐狐大装置):矯正用バンドは使用しない

Oa、xb、Xc、xd

血管迷走神経反射(神経性ショック)の症状は、

顔面蒼白、血圧低下、徐脈(=脈抱数の減少)、呼

吸数の減少、 O~気、悪心、冷感、意識消失、四肢の
無力状態、チアノーゼなどである。 口腔内写真 (別冊午前No.10)を別に示す。

きるのはどれか。 2つ選べ。
生

歯移転

翼状捻転

切産自舌側転位

ポイント

〈血管迷走神経反射 (神経性ショック)の症状>

①顔面蒼白

②血圧低下

③徐脈

④呼吸数の減少

信施気

⑥悪心

⑦冷 感

③意識消失

⑨四肢の無力状態

⑩チアノーゼ

別冊午前 NO.10 写真

答え ad 

が

おり、(問題 52)図に示す歯の移動様式はどれか。
a 挺出
b 傾斜移動

c 歯体移動
d トルク移動 、 歯部に費量生がみられる。

転とは歯の萌出位置が入れ替わったものであ

犬歯移転はみられない。

状捻転は中切歯が近心鎗転しているものであ

翼状鎗転はみられない。

切歯の舌側転位がみられる。

ll!. 移動的
破風移動f量

選択肢考察 答え d
x a 挺出は自信が歯槽寓から抜け出る方向に移動させる
ものである。

xb 傾斜移動は歯根の根尖側 1/3を回転中心として、
歯冠を恨尖と反対方向へ移動させるものである。

Xc 歯体移動は歯冠と歯根が同じ方向へ同じ距離だけ

移動させるものである。

Od トルク移動は歯冠側に唇舌的回転力を加え、歯根

を移動させるものである。図の移動様式は歯恨が移

動しており トルク移動である。

常な位置より頬側や舌側あるいは近心側、遠心

lこ位置しているもの

の萌出位置が入れ替わったもの

頭部エックス線規裕写真i愚影で床面と平行に
どれか。

合平面

ンペル平面

顎下縁平面

ランクフルト平面

ポイント

レクタンギュラーワイヤーにツイードアーチペンディ

ングプライヤーにてトルクを付与することで、歯のトル

ク移動を行うことができる。

答え d 

b 0交合平面は力ンぺJし平面とほぼ平行となる。

エックス線規格写真撮影で床面と平行にするこ

ない。

顎下縁平面は頭部エックス線規格写真撮影で床

平行とはならない。

部エックス線規絡写真i愚影で床面と平行にする
フランクフルト平面である。

(問題 53)矯正用パンドを用いるのはどれか。 2つ選べ
a 鉱大床
b フレンケル装置

c リップパンパ-
d リンガルアーチ

選択肢考察 答え cd 

門
〆
』

午前問題解説

ポイント

くフランクフルト平面>

FH平面あるいは日艮耳平面ともいう。

PO点(側頭骨の骨外耳道の最上縁点)と Or点(眼
寓骨縁の最下方点)とを結んだものである。

〔問題 56)4歳の男児。う蝕の治療を希望して来院した。
治療に用いる器材を見せて使い方などを説明しながら治

療を行った。

行った対応はどれか。

a TSD 法

b モデリング法

c オーディオアナルゲジア
d ハンドオーバーマウス法

選択肢考察 答え a
O a TSD法は Tell-Show-Do法であり、どのように

治療を行うか説明し、用いる器材を見せながら実際

に行っていく手法である。

xb モデリング法は、模範的に行動しているモデルを

観察させ、僕倣学習させようとするものである。

Xc オーディオアナJ(..ゲジアはヘッドホンで音楽など

を聞かせて、治療時の不快な音を遮断し、患者の不

安や痛みなどを軽減させるものである。

xd ハンドオーバーマウス法は口を手で覆うものであ

る。

ポイント

< TSD 法>
Tell :どのようなことを、どのように行うかわかりや

すく説明する

Show 用いる器材を見せ、使い方を示す

Do 法 上記のことを実際に行う

〔問題 57) Hellmanの吸合発育段階で混合歯列期に相当

するのはどれか。 2つ選べ。

a 11 A期
b 11 C期
c IIIA期
d 111 C期

選択肢考察 答え bc

x a 11 A期は無歯期である。
Ob 11 C期は第一大臼歯および前歯萌出開始期であり、
混合歯列期である。

Oc IIIA期は第一大白歯萌出完了期であり、混合歯列

期である。

x d 111 C婦は第二大臼歯萌出開始期であり、永久歯列
期である。

ポイント

混合歯列期は、乳歯と永久歯が混在している時期であ

り、第一大臼歯あるいは中切歯の萌出時期から側方歯群

が交換するまでである。
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第26回第1回模試 午前問題解

(問題 58)9歳の男児。下顎右側乳前歯の形態異常を気
にして来院した。初診時の口腔内写真 (別冊午前 No.

11)を別に示す。

考えられるのはどれか。

a 歯髄死
b 歯根破折

c 永久歯の欠如
d 歯狼の骨性癒着

Ijj青写前 No.11 写真

選択肢考察 答え c 

癒合歯がみられる

x a 歯の変色など歯車童死を疑う所見はない。
xb 歯根破折と歯の形態異常とは関係がなく、歯根破

折を疑う所見はない。

Oc 下顎右側乳前歯が癒合している。永久歯の欠如が

考えられる。

xd 歯根の骨性癒着では打診により金属音が生じる。

歯の形態異常とは関係なく、骨性癒着を疑う所見は

ない。

ポイント

乳歯の癒合歯では、永久歯の欠如の頻度が高い。その

ため、永久歯の欠如の有無を工ツクス線写真で検査する

とよい。

(問題 59) 歯の加齢変化で増加するのはどれか。

a 象牙質粒
b 歯髄腔容積

c 歯髄細飽密度
d 象牙芽細胞突起

選択肢考察 答え a
Oa 加齢に伴い歯髄内に象牙質粒の出現が場加する。

xb 加齢に伴い歯髄が線維化し、生理的第二象牙質が

形成されるため、歯髄腔は狭窄する。

x c、xd tJ日齢に伴い歯髄細胞密度(歯髄細胞数)の
減少や歯髄細胞の萎縮に加え、細胞間隙のj広大によ

り細胞突起が連絡し合って網様構造を呈する〈網様

萎縮〉。

ポイント

<歯髄の加齢変化>

-歯髄が線維化する。

-生理的第二象牙質が形成される。

→歯髄腔は狭窄する。

-象牙質粒の出現が僧加する。

-象牙芽細胞の萎縮がみられる。

.歯鎚細胞数が減少する。
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d
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r
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選択肢考察 答え d 

x a、xb、Xc、Od
MNAは高齢者の栄養スクリーニングに用いられ

ることが多い。体重および体重減少が不明でも点数

を付けることができるのが特徴である。 6項目で
14 点満点となり、 12 ~ 14点なら栄養状態良好、
8~11 点なら低栄養のおそれあり、 0 ~7 点以下

なら低栄養と判定する。

ポイント

高値害者では低栄養を認めることが多い。低栄養とは、

エネルギーや栄養素の摂取霊が必要量より不足してるい

痩などを認めることである。そのため、すべての高齢者

に栄養スクリー二ングを行い、低栄養の可能性を見落と

さないことが重要である。栄養スクリー二ングと して

よく使用されているものは、主観的包括的評価 (SGA)

と簡易栄養状態評価法 (MNA-SF)の2つである。

(問題 61) 摂食・畷下の過程で口腔期に障害のある患者
に対する摂食機能訓練で適切なのはどれか。

a ガムラピンク
b ブローイング

c アイスマッサージ
d メンデルソン手技

選択肢考察 答え b
x a ガムラピングは嚇下促遇訓練の1つであり、咽頭
期に障害のある患者に対する侵食機能訓練である。

Ob プローイングは口腔期や咽頭期に障害のある患者

に対する摂食機能訓練である。

Xc アイスマッサージは畷下促通訓練の 1つであり、

咽頭期に障害のある患者に対する摂食機能訓練であ

る。

xd メンデルソン手技は畷下促通訓練の 1つであり、

咽頭期に障害のある患者に対する侵食機能訓練であ

る。

ポイント

<摂食機能訓練>

-口腔ケア -呼吸訓練
先行期|・異常感覚の除去 -舌自11練

ストレッチ運動 -師事下促通訓練

-口唇訓練 咽頭期
-声門閉鎖訓練

備蓄訓練 ストレッチ運動

準備期 卜舌訓練 -バルーン砿張法

-頬訓練 ブローイング

-岨嘱訓練

-ブローイング |・空際下
口腔矧 1.舌訓練 食道湖
ー構音訓練

A
『
ー

t 第26回第1回模ー

〔問題 62) 認

a 口腔ケ

b 患者の

c 要介護

d 固は認

選択肢考察

x a 認まE
の自立

x b 認長[

く、次

x c 要介

り、認

Od 国は

県、指

ーター

企画 ・

ト」 を

と家族

いる。

ポイント

<認知症サ

認知症

いて認定

どを養成

て暮らし

とを自自t

〔問題 63) ス

レットの第一

はどれか。

a 0度

b 45度

c 60度

d 90度

選択肢考察

Oa、xb、

グレー

う場合、

したがて

ポイント

グレーシー

する際は、自

するとよい。

〔問題 64) う

a 間食指

b 予防頒

c コンボ

d フッ化

選択肢考察

Oa 間食指
Ob 予防漢l

Xc コンポ

る。

試

知症の現状で正しいのはどれか。

アの自立度は維持される。

大部分は施設入所している。

となる原因疾患の第 1位である。

知症サit{ーターの養成を進めている。

答え d 
では口腔衛生観念の喪失lこより、口腔ケア
は低下する。

高齢者の居場所別内訳では居宅が最も多

で介護施設、医療機関となっている。

となる原因疾患の第1位は脳血管疾患であ
症は第2位である。
認知症サポータ一等養成事業」を各都道府

都市、市区町村で進めている。認知症サポ

養成する「認知症サポーター養成講座Jの

案および実施を行う「キャラパン -メイ

養成したり、地域や職域において認知症の人

支える認知症サポーターを養成したりして

ータ一等養成事業>

関する正しい知識をもち、地I或や蹴或にお

の人や家族を支援する認知症サポータ な

ることにより、認知症の人や家族が安心し

けることのできる地域づくりを推進するこ

する。

ケーリング操作時のグレーシータイプキユ

シャンクと歯根面とのなす角度で適切なの

答え a 
Xc、xd
シータイプキユレットでスケーリングを行

第一シャンクを歯線面と平行にするとよい。

て、両者のなす角度はO度となる。

タイプキユレットを歯周ポケット内に挿入

肉を損傷しないように刃部を寝かせて挿入

蝕の第一次予防はどれか。 2つ選べ。
導

塞

ジットレジン修復

ジアンミン銀塗布

答え a b 
導はう蝕の第一次予防である

塞はう蝕の第一次予防である

ジットレジン修復はう蝕の第二次予防であ

午前問題解説

Xd フッ化ジアンミン銀塗布はう蝕の第二次予防であ

る。

ポイント

フッ化物の応用は一般的にう蝕の第一次予防である

が、フッ化ジアンミン銀塗布はう蝕進行抑制に応用され

るためう蝕の第二次予防である。

(問題 65) 歯周治療後のSPTに含まれるのはどれか。
2つ選べ。
a Q交合翻整
b 連絡冠装着

c スケーリング
d フラップ手術

選択肢考察 答え ac

Oa SPTの際に、校合を診査し必要に応じて岐合調
整を行う。

xb 連結冠装着はq交合機能回復治療である。
Oc SPTの際に、病状安定部位の維持などのためス
ケーリングを行う。

Xd フラップ手術は歯周外科治療である。

ポイント

SPTは病状安定となった歯周組織の維持や治癒を
目的として行われ、プラークコントロールの強化や

PMTC、スケーリング、ルートプレーニング、岐合調霊
などが主体となる。

(問題 66)45歳の男性。 下顎左側臼歯部の違和感を訴
えて来院した。歯周組織検査時の写真 (別冊午前 No.

12)を別に示す。

この検査で判断できるのはどれか。2つ選べ。
a 歯の動揺度
b 付着喪失量

c 歯石沈着の有無
d 根分岐部病変の水平的分類

別冊午前 No.12 写真

選択肢考察 答え bc 

下顎第一大臼歯の

近心部にプロープ

を挿入している

Xa 歯の動揺度はピンセットで測定する。

Ob、Oc 写真の検査はプローブを用いたプローピン

グであり、付着喪失量や歯肉縁下歯石沈着の有無な

どが判断できる。

xd 根分岐部病変の水平的分類はファーケーションプ

ロープで根分岐部を検査することで判断する。

r円切
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ポイント

くプ口ーピングにより得られる情報>

. BOP 

-歯根の形態

-ポケッ トの深さ、形態

.アタッチメントレベル

根分岐部病変の有無、程度

・歯肉縁下歯石の有無、程度

(閉館 67) ユニバーサルタイプキユレツトの特徴で正し

いのはどれか。

a 部位特異性である。
b オフセットプレードを有する。・

c 刃部両側にカッテイングエッジがある。
d 第一シヤンクに対して刃部内面は60度である。

選択肢考察 答え c
X a 部位特異性であるのはグレーシータイプキユレツ
トである。

xb オフセットプレードを有するのはグレーシータイ

プキュレッ トである。

Oc ユニバーサルタイプキユレツトでは刃部両側に力

ッティングエッジがある。

xd ユニバーサルタイプキュレットでは第一シャンク

に対して刃部内面が垂直である。

ポイント

<ユニバーサルタイプキユレット>

・すべての部位に適用できる。

-刃部両側にカッテイングエッジがある。

-第一シャンクに対して刃部内面が垂直である。

(問題 68) 口腔内写真 (別冊午前 No.13)を別に示す。

矢印で示した歯の舌側のスケーリングに適したマキシ

ラアングルはどれか。

a +15・
b 0・
c -15' 
d -30・

別冊午前 NO.13 写真

選択肢考察 答え a 

上顎右側側切歯

Oa、xb、xc、xd
上顎前歯部のスケーリングであるため、マキシラ

アングルは+15'がよい。

ポイント

くマキシラアングル>

+15・.上顎歯

午前問題解説

0・:下顎前歯唇側や下顎右側臼歯舌側、下顎左側臼歯

頬側
-15・・下顎前歯舌側や下顎右側臼歯頬側、下顎左側

臼歯舌側

(問題 69) 体重当たりのフッ化ナトリウムの最小中毒量

はどれか。

a 1 mg/kg 

b 2mg/kg 

c 4mg/kg 
d 8mg/kg 

選択肢考察 答え c
xa、xb、Oc、xd

フッ化ナトリウム (NaF)の患小中毒量は4mg/kg

である。なお、フッ素 (F)としては2mg/kgである。

ポイント
愚小中毒嚢:悪心 -晦日土の発現するフッ素量

(問題 70) 初診患者の口腔内写真 (別冊午前 No.14)を

別に示す。

観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉出血
b フエストウーン

c スティップリング
d ブラックトライアングル

別冊午前 NO.14 写真

選択肢考察 答え cd 

スティップリング

ブラック

トライアングル

xa、xb 歯肉出血やフェストつーンは観察できない。

Oc 付着歯肉にスティツプリングがみられる。

Od 乳頭歯肉が退縮し、ブラックトライアングルが観

察できる。

ポイント

乳頭歯肉は下部費支形空隙を埋める三角形の形態をした

歯肉である。乳頭歯肉が退縮すると鼓形空隙が露出する。

これをブラックトライアングルという。

(問題 71) 歯周炎でみられる所見はどれか。 2つ選べ。
a 歯髄死
b 付着喪失

c 歯僧骨吸収
d 歯肉~ケット

選択肢考察 答え bc

xa 歯髄死と歯周炎とは直接関連がない。

n
b
 

... 
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Ob 歯周炎では付着の喪失、つまり、アタッチメント
ロスがみられる。

Oc 歯周炎では工ツクス線写真で歯檀骨吸収がみられ

る。

xd 歯肉~ケッ トは歯肉炎でみられる所見である。

ポイント

歯周炎は歯肉炎と異なり、付着喪失や歯僧骨吸収がみ

られる。そのため、付着喪失や歯僧骨吸収は両者の鑑別

に重要な所見である。

〔問題 72) 口腔内写真 (別冊午前 No.15)を別に示す。

矢印で示す歯の動揺度 (Millerの分類)を測定すること

とした。

適切なのはどれか。 2つ選べ。
a ピンセットで歯をつまんで動かす。
b ピンセットの先縞を閉じて峻合面に押し当てる。

c 頬舌的のみに0.5mmほど動態がみられるときは
O度と判定する。
d 頬舌的、近遠心的および垂直的に動揺がみられる

ときは3度と判定する。

別冊午前 NO.15 写真

選択肢考察 答え bd 

xa ピンセットで歯をつまんで動かすのは前歯部の動

揺度測定である。

Ob 写真は下顎大臼歯であり、ピンセットの先端を閉

じて岐合面に押し当てて動揺度を測定する。

Xc  頬舌的のみに0.5mmほど動揺がみられるときは

11変である。

Od 頬舌的、近遠心的および垂直的に動揺がみられる
ときは3度である。

ポイント

<歯の動熔度 (Millerの分類)> 
0度生理的動揺の範囲内
1度 .煩舌方向へのわずかな動錫 (0.2-1.Omm) 
2度:頬舌方向に中程度動揺れ 0-2.0mm)し、近

遠心方向へわずかに動揺

3度:煩舌、近遠心方向に動llll(2.0mm以上)がみ
られ、さらに垂直方向へも動揺

〔問題 73) 仁豆工〕に入る言葉で正しいのはどれか。

グレーシータイプキュレットのスケーリング操作時に

は、刃部のcill二lを歯面に適合させストロークを行う。
a 全面
b 先端 1/3

c 中央 1/3
d 基部 1/3

午前問題解説

選択肢考察 答え b 
x a、Ob、xc 、xd

グレーシータイプキユレットを使用する場合に

は、刃部の先鮪 1/3を歯面に適合させスケーリン

グを行う。したがって rb Jが正しい。

ポイント

グレ シータイプキユレットのカッテイングエッジは

刃部の片側のみに存在するため、歯肉を損傷しにくい。

(問題 74) 歯面の付着物 ・沈着物において洗口で除去で
きるのはどれか。

a ステイン
b プラーク

c ペリクJl-
d マテリアアルパ

選択肢考察 答え d

x a ステインは外来性の色素であり、洗口では除去で
きない。機械的に除去できる。

xb プラークは歯窃に強く付着しており、洗口では除

去できない。機械的に除去できる。

Xc ペリクルは唾液由来のタンパク質や糖タンパク質

である。洗口では除去できない。機械的に除去でき

る。

Od マテリアアルパは剥離上皮や口腔細菌などを含ん

だ軟らかい物質で、強い洗口で除去できる。

ポイント

<歯面の付着物-沈着物>

・ペリクル

.プラーク

・歯石

-マテリアアルパ
.食物残澄

・ステイン

(間短 75)歯垢を検体とするう蝕活動性試験はどれか。
2つ選べ。

a スワッブテスト

b 力リオスタット⑩

c ミューカウントe
d スナイダーテスト

選択肢考察 答え ab

Oa スワッブテストは歯垢を検体とするう蝕活動性試

験である。

Ob カリオスタット @ は歯垢を検体とするう蝕活動

性試験である。

x c ミユーカウント 'は唾液を検体とするう蝕活動
性試験である。

xd スナイダーテストは唾液を検体とするう蝕活動性

試験である。

ポイント

う蝕活動性試験は歯垢や唾液を検体とするが、歯垢を

検体とするのはスワッブテストやカリオスタツトB で

ある。

-17-
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(問題 76) 家庭におけるフッ化物洗ロ液の取扱いで正し
いのはどれか。

a ;，先日液はガラス製容器で調製する。
b 調製した洗口液は冷暗所で保存する。
c 調製した洗口液は 1:年程度で使い切る。
d ;，先口液を排水口に流さないようにする。

選択肢考察 答え b
xa フッ化物はガラス製品を侵蝕しやすいため、ガラ
ス製容器は使用しない。

Ob 家庭で調製した洗口液は冷暗所で保存する。
x c 家庭で調製した洗ロ液は3週間-1か月程度で使
い切る。

Xd 使用した洗口液は排水口に流してよい。

ポイント

家庭では調製した洗口液を保存してもよいが、 集団応

用では洗口液をその都度調製する。

〔問題 77) フッ化物洗ロ法で使用されるフッ素イオン濃

度はどれか。 2つ選べ。
a 50ppm 

b 225ppm 

c 900ppm 
d 9.000ppm 

選択肢考察 答え bc
x a フッ化物洗口法でフッ素イオン濃度50ppmのフ
ツ化物は使用しない。

Ob フッ素イオン濃度225ppmのフッ化物は、毎日
j去によるフッ化物洗口に使用される。

Oc フッ素イオン濃度900ppmのフッ化物は、週1
団法によるフッ化物洗口に使用される。

xd フッ素イオン濃度9.000ppmのフッ化物は、フ
ッ化物歯面塗布に用いる。

ポイント

フッ化物洗口(毎日法): 0.05% -0.1 %フッ化ナトリ
ウム溶液 (225ppm)

フッ化物洗口 (週1回法):0.2%フッ化ナトリウム溶液

(900ppm) 

〔問題 78) 小寓裂溝横暴の適応部位と年齢との組合せで

適切なのはどれか。 2つ選べ。
a 上顎側切歯舌側 9歳

b 下顎中切歯舌側 6歳

c 上顎第一大臼歯岐合面一一一一 4歳
d 下顎第二大臼歯吹合画一一一一一 12歳

選択肢考察 答え ad

Oa 上顎側切歯舌側には盲孔がみられる。 9歳児の上
顎側切歯舌側は小g裂満喫塞の適応となる。
xb 下顎中切歯舌側に小寓裂溝嫌塞を適応することは

考えにくく、また、萌出時期は7歳ころである。

Xc 上顎第一大臼歯峻合面は小禽裂溝填塞の適応部位

であるが、萌出時期は6歳ころである。
Od 下顎第二大臼歯は 12歳ころに萌出し、 その岐合

面は小禽裂j喬填塞の適応となる。

ポイント
小窓裂j部員塞は臼歯音ß~交合面の小寓裂満や上顎側切歯

の盲孔、癒合歯の裂j背部などに適用する。

〔問題 79)35歳の女性。浸潤麻酔下でのルートプレー
二ング中に気分が悪くなった。患者を診察し脳貧血と診

断した。

考えられる症状はどれか。 2つ選べ。

a 頻脈
b 顔面蒼白

c 血圧低下
d 動脈血二酸化炭素分圧低下

選択肢考察 答え bc
xa 脳貧血では徐脈がみられる。
Ob、Oc 脳貧血では顔面蒼白や血圧低下が生じる。

xd 動脈血二酸化炭素分圧低下は過換気症候群でみら
れる所見である。

ポイント

脳貧血で血圧低下を起こしている場合には、まず水平

位にして商下肢を挙上させるとよい。症状が改善されな

い場合には薬物投与を行う。

〔問題 80)誤畷予防で正しいのはどれか。
a きざみ食とする。
b 水はとろみをつける。

c 顎を上にして礁下する。
d スプーンは深いものとする。

選択肢考察 答え b
xa 介護施設でよく出されるきざみ食については、口
の中に運びにくい、ロの中で食塊をつくりにくい、

こぼれやすい、咽頭に残りやすいなどの理由で、畷

下障害のあるときには適さないといわれている。

Ob 水は誤隠しやすいため、片栗粉などでとろみをつ
ける。

Xc 顎を上にして瞭下すると誤聴しやすいため、頭部

は前屈させる。

x d 1口量が多いと誤慨しやすくなるため、スプーン

は浅いものを使用させる。

ポイント

ゼラチンタイプすなわち、肉、魚、野菜、果物などミ

キサーで粉砕してゼラチンで固めたものが、即時下食とし

ては理想的である。

(問題 81) 車精子の写真 {別冊午前No.16)を別に示す。
矢印で示したレバーを用いて行うのはどれか。

a シートの高さを調節する。

b 背もたれの角度を調節する。

c 進行方向をコントロールする。
d 車輪にブレーキをかけて固定する。

別冊午前 No.16 写真

選択肢考察 答え d 

Q
U
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矢印.駐車用ブレーキ

xa、xb、Xc、Od

写真の矢印は駐車用ブレーキである。移動中以外

は駐車用ブレーキをかけておかなければ車椅子は勝

手に動いてしまうため危険である。

ポイント

車椅子に乗っている患者の中には自分でブレーキをか

けることができない者もいるため、 医療者などがブレー

キがかかっているかを確認する必要がある。

(問題 82)低栄養状態の指標となるのはどれか。
a 血穏{直
b HbA 1 CfI直
c クレアチ二ン値
d 血清アルブミン濃度

選択肢考察 答え d

xa 血糖値は食事の影響を受ける指標であるが、低栄
養状態を示唆する指標とはならない。

x b HbA1cは糖尿病の指標であるが、低栄養状態を
示唆する指標とはならない。

x c クレアチ二ン値は腎機能の指標であるが、低栄養
状態を示唆する指標とはならない。

Od 血清アルブミン濃度は低栄養状態を示唆する指標

である。 血清アルブミン濃度が3-4g/dl以下は

栄養不良のリスクがある。

ポイント

<栄養不良の血液生化学検査項目>

血清コレステロール

〔問題 83) ヘルスプロモーシヨンの取組みで正しいのは
どれか。 2つ選べ。
a 医療保険制度の導入
b ウォーキングコースの整備

c 予防嬢種による免疫の付与
d 行動変容による生活習慣の改善

選択肢考察 答え bd
xa 必要な医療サービスを受けられるように保障する
制度であり、ヘルスプロモーシヨンには含まれない。

Ob ウォーキングコースの整備など健康を支援する環
境を整備することはヘルスプロモーシヨンの取組み

である。

午前問題解説

Xc 予防簸種による特異的予防は 次予防に該当し、

へんスプロモーシヨンには含まれない。

Od 行動変容により生活習慣を改善することはヘルス
プロモーシヨン活動の一環である。

ポイント

くへんスプロモーションを実現するための5項目>
・公共の健康政策を登備する

-健康を支援する環境を整備する

-地域での健康増進活動を強化する

-健康管理に対する個人の意識や技術 ・能力を向上さ

せる

・健康サービスのあり方を見直す

〔問題 84)行動変容について正しいのはどれか。 2つ選
/て。

a モデリングが有効である。
b 行動を変えて1年間は実行期である。
c 準備期の次のステージは関心期である。
d 無関心期には自己の再評価が重要である。

選択肢考察 答え ad
Oa モデリングは目僚を具体化できるため、行動変容
に結び付けやすくなる。

xb 行動を変えて6か月未満が実行期である。
Xc 準備期の次のステージは実行期である。

Od 無関心期には自己の再評価が重要である。

ポイント

<行動変容のステージ>

無関心期→関心期 → 準備期→実行期→維持期

〔問題 85)離乳期に摂食畷下機能を獲得する段階の口唇
の特徴的な動きを示す。

①飲むときは閉じる。

②ほとんど動かない。

③左右同時に伸縮する。

@片側に交互に伸縮する。

成長に伴い観察されるのはどれか。

a ①→②→③→④  
b ①→② →④→③ 

c ②→①→③→④  
d ② →① →④→③  

選択肢考察 答え c 
x a、xb、Oc、xd

哨乳期では口唇は半聞きでほとんど動かず(②)、

離乳初期になると飲むときは口唇を閉じる(①)よ

うになる。離乳中期になると左右同時に伸縮する

(③)ことができ、離手L後期になると片側に交互に
伸縮できる(④)ようになる。

ポイント

離乳完了期には口唇は意識的に自由に形態が変えられ

るようになる。
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〔問題 86)37歳の男性。口実を主訴として来院した。
口臭検査を行うこととした。初診時の口腔診査結果、医

療面接結果の一部及び検査結果の一部を表に示す。初診

日寺のガスクロマトグラフィー検査結果と舌の写真 (別冊

午前No.17)を別に示す。

〈口腔診査〉
現在歯:28本
歯周ポケット検査 :全部位2mmJ弐下
0・LearyのPCR:40% 

〈医療面接〉
全身疾患:なし
口腔清掃.歯ブラシのみによる1日2回のブラツシング
間食回数:1日1回

〈官能検査の結果〉
臭いの程度・強い口臭を認める。
スコア・ 4

可能性が高いのはどれか。

a 仮性口臭
b 生理的口臭

c 胃腸障害由来の口臭
d 歯周疾患由来の口臭

別冊午前 No.17 写真

選択肢考察 答え b 

mp亨
1:陥闘

舌苔の付着

x a 官能検査で強い口臭がみられ他覚症状があるた
め、仮性口臭は考えにくい。

Ob 口腔診査と医療面接結果から口腔清掃不良が考え

られ、官能検査では強い口臭を認める。舌の写真で

は舌苔がみられ、ガスクロマトグラフィー検査結果

では硫化水素とメチルメルカブタンが閥値を超えて

検出されているため、生理的口臭の可能性が高い。

Xc 医療面接で全身疾患はないため、胃腸障害由来の

口臭は考えにくい。

xd 口腔診査で歯周ポケット深さが全部位で2mm以

下であり、ガスクロマトグラフィー検査結果で硫化

水素とメチルメルカブタンが闘値を超えて検出され

ているが、メチルメルカブタンの割合は多くないた

め、歯周疾患由来の口実は考えにくい。

ポイント

<生理的口臭>

器質的変化や原因疾患がない口臭と定義される。起

床時、空腹時、 飲食 ・喫煙後、緊張時、女性の場合は

生理中、妊娠時、更年期に口臭が強くなる傾向がある。

〔問題 87) 1歳6か月の男児。健康診査のために保健セ
ンターに来所した。う蝕はなく、卒乳はしたという。歯

科保健指導を行うこととした。口腔内写真 (別冊午前

No.18)を別に示す。
歯科保健指導を行う理由として考えられるのはどれか。

a 歯肉の発赤
b 卒乳の完了
c Ilmの萌出状態
d プラークの沈着

別冊午前 No.18 写真

選択肢考察 答え c 

下顎乳側切歯が

未萌出

xa 口腔内写真では歯肉の発赤はみられない。
x b 1歳6か月で卒乳しているため必要はない。

Oc 口腔内写真では下顎両側乳側切歯が未萌出であ
る。定型発育の 1歳6か月兜では下顎乳側切歯が萌

出しているため、歯の萌出時期には個人差があるこ

とを説明する。

xd 口腔内写真では歯や粘膜へのプラークの付着はみ

られない。

ポイント

乳幼児の歯科保健指導の問題では、口腔清掃状態ゃう

蝕の有無、歯周組織の状態だけではなく、 q交合誘導の観
点からも口腔内を診査することが重要である。

〔問題 88)19歳の女性。矯正治療を希望して来院し
た。 SOAPで記録した。初診時の口腔内写真 (別冊午

前No.19)を別に示す。
0データはどれか。

a 下顎前歯の低位
b 舌突出癖による前歯部開岐

c マルチブラケッ ト装置による治療
d r前歯が磨きにくくて…Jという患者の訴え

別冊午前 No.19 写真

選択肢考察 答え a 

前歯部開峻

Oa 口腔内写真から下顎前歯の低位がみられるため、
rOJである。

-20-

第26回第1困撲試

xb 舌突出癖による前歯部開吸と診断されるため、
r AJである。

x c マルチブラケット装置による治療を行うと治療計
画を立案したため、 rPJである。

xd 患者の訴えは主訴のため、rSJである。

午前問題解説

ポイント

SOAPとは診療録の書式の 1つで、 POSの考え方に

よって得られたデータを内容ごとに分類 ・整理したうえ

で、S、O、A、Pの4つの項目にわけて考える分析手

法である。 SOAPは問題指向型の診療録 (POMR)の

1つである。

〔問題 89)歯ブラシの脇腹を用いて振動させるブラッシ
ング法はどれか。

a パス法
b ローリング法

c スクラピング法
d ステイルマン改良法

選択肢考察 答え d

xa パス法は毛先を歯軸に対して45度の角度で歯肉
j湾に軽く挿入し、近遠心的に数mmの範囲で、毛

先は動かさずに、軽く加圧娠動させる方法である。

xb ローリング法は毛先を根尖側方向に向け、歯肉を

約2mmカバーするくらいに脇腹を歯肉に当て、加

圧しながら、歯冠方向へと回転させていく方法であ

る。

x c スクラピング法は毛先を歯菌に直角に当て、 弱く
加圧し、近遠心的に小刻みに振動させる方法て・ある。

Od ステイルマン改良法は毛先を根尖側方向に向け、
毛束の側面を付着歯肉部に当てる。圧迫しながら回

転運動を始め、付着歯肉部で毛先が45度の角度に
なったところで圧迫援動を与え、歯肉をマッサージ

する。その後はローリング法に移行する方法である。

ポイント

<歯ブラシの脇腹を用いて振動させるブラッシング法>

-ステイルマン法

-ステイルマン改良法

.チャーターズ法

〔問題 90)口腔内清掃の容易な矯正装置はどれか。
日 ヘッドギア

b 急速拡大装置

c マルチブラケッ ト装置

d ラップアラウンドソテーナー

選択肢考察 答え d

xa ヘッドギアは可激式の矯正装置であるが、 口腔内
に維持バンドが装着されているため、口腔清掃が容

易とはいえない。

xb、Xc 急速拡大装置やマルチブラケット装置は固

定式の矯正装置のため、口腔清掃が容易とはいえな

し'0
Od ラップアラウンドリテーナーは可撤式の矯正装置
のため、口腔清掃は容易である。

ポイント

くラップアラウンドリテーナー>

動的矯正治療終了後に使用する保定装置の 1つで、

唇側線、クラスプ、レジン床からなる。ペツグタイプ

リテーナーともいう。

(問題 91) 口腔清掃の BDR指標で正しいのはどれか。

2つ選べ。
a 寝たきり者が対象である。
b Bは「口臭Jの評価項目である。

c Rは「うがいJの評価項目である。
d Dは 「義歯清掃」の評価項目である。

選択肢考察 答え ac 
Oa 寝たきり者の口腔衛生指導マニュアルが示してい
る基準である。

xb Bは『歯磨き(口腔清婦)の自立度Jの評価項目

である。

Oc Rは「うがいの自立度」の評価項目である。
xd Dは 「義歯着脱Jの評価項目である。

ポイント

く口腔清掃の BDR指標>
. B:歯磨き
・D:義歯着脱
. R:うがい

(問題 92) 地域歯科保健活動推進のための組織つ。く りで

歯科衛生士が行うべきなのはどれか。

a 活動資金の提供
b 健康診断の実施

c 歯科保健問題の提示
d 組織活動計画の決定

選択肢考察 答え c
xa 活動資金を提供する必要はない。
xb 健康診断の実施は保健所などの役割であり、歯科

衛生士の役割ではない。

Oc 歯科衛生士は地域の歯科保健上の問題を把握し、
住民に提示する必要がある。

xd 震終的な決定はi也1或の住民が行う。

ポイント

医療関係者は、健康教育の主体となるのではなく、主

体となる住民を支援していく立場にある。

〔問題 93) ビタミンと欠乏症状との組合せで正しいのは
どれか。 2つ選べ。
a ビタミンBz一一一一一一 口角びらん
b ビタミンC一一一一一一歯肉出血
c ビタミン D一一一一一ー粘膜の知覚過敏
d ビタミン K一一一一一一舌乳頭消失

選択肢考察 答え ab 
Oa ビタミンBzの欠乏により皮膚、粘膜の異常が生
じる。

Ob ピタミンCの欠乏により嬢血病が生じて、歯肉
から出血しやすくなる。
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x c ビタミンOの欠乏により小児期ではくる病、成
人では骨軟化症が生じる。

xd ビタミン Kの欠乏により出血傾向を示す。

ポイント

ピタミンCの欠乏によりコラーゲンが形成できなくな

ることで犠血病が生じ、歯肉から出血しやすくなる。

(問題 94)超音波洗浄器について正しいのはどれか。
a 121・C、2気圧で洗浄する。
b ゴム製品の洗浄に有効である。

c 洗浄液にit{'ビドンヨードを用いる。
d 器具の付着物を落としてから洗浄する。

選択肢考察 答え d

x a 121・C、2気圧で使用するのは高圧蒸気滅菌(=
オートクレーブ)である。

xb 超音波を利用しているので、金属器具やガラス製

品の洗浄には有効である。軟性の物品(ゴム製品な

ど)には効果が低い。

x c 洗浄液にグルコン酸クロルヘキシジン(=ヒピテ
ン)を用いる。ポピドンヨード (=イソジン)は手

術野の消毒、 含徴用に用いられる。

Od 唾液、 血液などの汚物によって消毒力が低下する
ので、流水で十分に器具の付着物を落としてから洗

浄する。

ポイント

<超音波洗浄器>

-器具の付着物を落としてから洗浄する。

-金属器具やガラス製品の洗浄には有効である。

.ゴム製品には効果が低い。

-洗浄液にグルコン酸ク口J(.，ヘキシジンを用いる。

〔問題 95)標準予防策の具体的対策の組合せで正しいの
はどれか。

リキャップして針拾てa 注射針を使用するとき一一
ボックスに廃棄

b 特別管理産業廃棄物を パイオハザードマークを
一

取り扱うとき 使用する

c 血液が床にこぼれたとき ーポピドンヨードで拭く
遼乾性すり込み式手指

d 体液に触れるとき一一一一
消毒後に素手で触る

選択肢考察 答え b
x a 注射針を使用するときは、リキャップせずに、針

提言てボックスに直接廃棄する。

Ob 特別管理産業廃棄物(感染性廃棄物)を取り扱う
ときは、バイオハザードマークを使用し、グローブ、

エプロンを着用した上で、分別 ・保管 ・運搬 ・処理

を適切に行う。

x c 血液が床にこぼれたときは、グローブ、プラスチ
ツクエプロンを着用し、次亜塩素厳ナトリウムかア

ルコールで処理する。ポピドンヨードで拭いたら、

床一面が変色してしまう。

xd 体液に触れるときは、当然、素手ではなくグロー

ブを着用すべきである。

午前問題解説

ポイント
<スタンダード・ プレコーシヨン(標準予防策)> 
患者の血液・体液や患者から分泌排池される尿・疲-

便 ・膿などのすべての湿性物質(汗は除く)は何らか

の病原体を含んでいる可能性があることを前提とした

感染予防策である。

〔問題 96)石膏粉末はどれか。
a CaC03・1/2H20
b CaC03・2H20

c CaS04・1/2H20
d CaS04・2H20

選択肢考察 答え c
x a、xb CaC03は炭酸カルシウムで、石膏ではない。
Oc 粉末は半水石膏である硫酸カルシウム半水和物
CaS04・1/2H20である。この半水石署警に水を加え

て練和すると二水石膏(硫酸力ルシウム二水和物)

となり硬化する。

xd 硬化した石膏は硫酸カルシウム二水和物である。

ポイント

く石膏の硬化反応>

-石膏の硬化反応は以下のような硫酸カルシウム半水

和と水との反応である。

. CaS04・1/2H20 + 3/2H20→CaS04・2H20+発熱

・発熱反応であり、石膏は硬化時に膨張する。

-石膏系埋没材の硬化膨張には、結合材としてのαー
石膏が関与している。

〔問題 97) 練和不要の仮封材はどれか。 2つ選べ。

a 水硬性仮封材
b テンポラリーストッピング
c 酸化亜鉛ユージノールセメント
d 仮封用カルボキシレートセメント

選択肢考察 答え ab 
Oa、Ob 練和が不要なのは、水硬性仮封材、テンポ
ラリーストッピング、レジン系仮封材である。つま

り、セメント系仮封材以外である。水硬性仮封材は

練ったり、加熱したりという操作が不要なので便利

である。室温ではパテ状で、口腔内での硬化に約

30分かかる。テンポラリーストッピングは根管治

療後の仮封などに使用される。加熱軟化させて使用

する。冷えれば硬化する。

Xc 酸化亜鉛ユ ジノールセメントは恨管治療後の仮

封などに使用される。粉末の酸化亜鉛と液体のユー

ジノールを練和する。
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xd 仮封用カルボキシレートセメントは粉末の酸化壷

鉛と液体のポリアクリル酸を練和する。

ポイント

く仮封材>

①酸化亜鉛ユージノールセメント

②仮封用カルポキシレートセメント

③テンポラリーストッピング

④レジン系仮封材

⑤サンダラック綿球

第26回第1回模試

〔悶鐙 98)下顎左側側切歯の隣接面う蝕にコンポジツ ト
レジン修復を行うことになった。ラパーダムクランプの

写真 (別冊午前No.20)を別に示す。
使用するのはどれか。

a ① b ② c ③ d ④ 

別冊午前 No.20 写真

選択肢考察 答え c 

tj} 2) 

(~匂

x a ①は上下顎小臼歯部用のクランプである。
xb ②は下顎大臼歯周のクランプである。

Oc ③は下顎前歯周のクランプである。
xd ④は上顎前歯周のクランプである。

ポイント

クランプの形態は歯種に応じて異なる。

(問題 99)写真 {別冊午前 No.21)を別に示す。
根管充境時、垂直圧を加える器具はどれか。

a ① b ② c ③ d ④ 

別冊午前 No.21 写真

選択肢考察 答え a 

① ② ③ @ 

Oa ①はプラガーである。板管充填時、垂直圧をかけ
る器具である。

xb ②はスプレツダーである。根管充墳時、側方庄を

かける器具である。

Xc ③は裏層器である。覆髄、裏層の際に使用するo

xd ④はファーケーションプローブである。根分岐部

病変の診査に使用する。

ポイント

<根管充填!こ必要な器具鑓材>

①プラガー→垂直加圧充規

②スプレッダー→側方加圧充煩
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午前問題解説

③レンツロ

④ガツタパーチヤポイント (マスターポイントとアク

セサリーポイント)

⑤エンドメジャー

⑥根管充燦用ピンセッ ト

⑦シーラー

⑧ハサミ

〔問題 100) 33歳の男性。上下顎前歯部の歯肉の腫脹を

主訴として来院した。初診時の口腔内写真 {別冊午前

No.22)を別に示す。現在、てんかんのため通院中と
のことである。

歯周外科処置を行う際に使用するのはどれか。 2つ選
ハC。
a 遮断膜
b 待針器

c カークランドメス
d it{'ケッ トマーカー

別冊午前 No.22 写真

選択肢考察 答え cd 

x a 遮断膜は歯周組織再生誘導法 (GTR法)で用い
られる。

xb 歯肉切除術では縫合しないので持針鎗は不要であ
る。

Oc、Od てんかん治療薬であるフェニトインの副作
用として歯肉増殖があり、その治療法は歯肉切除術

である。歯肉切除術で用いる器具は、クレンカプラ

ンのポケットマーカ一、 カークランドメスなどである。

ポイント

<歯肉切除術に用いる器具>

局所麻酔器材、ポケットマーカ一、カークランドメ

ス、スケーラー、歯肉パサミ、歯周パックなど。

〔問題 101) 器材の写真 (別冊写真午前 No.23)を別に
示す。

この器材が必要な歯冠修復物はどれか。2つ選べ。

a 4/5クラウン
b メタルインレ-
c コンポジットレジン
d ポーセレンラミネートベニア

別冊午前 No.23 写真

選択肢考察 答え cd 
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シェードガイド

x a 4/5クラウンは金属のみで製作された補綴物なの
でシ工ードガイドは不要である。

Xb メタルインレーは金属材料なのでシ工ードガイド

は不要である。

Oc 歯冠色による成形修復(=充模)なのでシ工 ド

ガイドを利用する。

Od 前歯の工ナメル質をわずかに削り、シェル状のポ

ーセレンを接着性レジンセメントで接着して修復す

る方法である。審美修復なのでシ工 ドガイドは必

要である。

ポイント

<シェードガイドが必要な症例>

①コンポジッ トレジン

②グラスアイオノマーセメント

③陶材焼付金属冠

④レジン前装金属冠

⑤ポーセレンジャケッ トクラウン

⑥レジンジャケットクラウン

⑦義歯の人工歯選択

⑥ラミネートベ二ア修復

⑨漂白 (=ホワイト二ング)

〔問題 102) 40歳の女性。上顎左側第一大白歯部の食片

圧入を主訴として来院した。新製した金属冠と合着時に

使用する用具の写真 {別冊午前 NO.24lを別に示すc

最初に使用するのはどれか。

a ア
b イ
c ウ
d 工

別冊午前 NO.24 写真

選択肢考察 答え a 

麟二
ウ 工ア イ

コンタクトゲージ q交合紙 クラウンセッター 探針

午前問題解説

Oa、xb、Xc、xd

まず、コンタクトゲージを用いてコンタクトポイ

ントを調整する(ア)。次に冠が適合しているか探

針でチ工ツクする(工)。そして峻合紙と力ーポラ

ンダムポイン トを用いて岐合調楚を行う(イ)。シ

リコーンポイントで研磨後、クラウンセッタ を用

いて冠を装着する(ウ)。

ア→工→イ→ウのl煩に使用する。

ポイント

<クラウンの口腔内試適>

①隣在歯接触点の調整(コンタクトゲージ、岐合紙)

②適合精度の確認(シリコン適合試験材、探2十)
③中心岐合{立における岐合接触の調整(日交合紙、カー

ポランダムポイント)

④側方運動における校合接触の調整(岐合紙、力ーボ

ランダムポイント)

⑤研磨(シリコーンポイント)

⑥装着(セメント、セメント充境器、クラウンセッタ

〔問題 103) 下顎水平埋伏智歯の抜去て・準備するのはどれ

か。2つ選べ。
a 消息子

b 骨膜剥離子
c 歯牙分割用パー
d カークランドメス

選択肢考察 答え bc

xa 消息子(ゾンデ)は切開 ・排撲の時に用いる。

Ob、Oc 下顎水平埋状智歯は歯冠が埋伏しているの

で歯肉を切開、剥離して、歯冠を分割して抜歯する

ことになる。骨膜剥離子で骨膜を剥離し、歯牙分割

用パ にて歯冠を分割して抜歯する。

xd カ クランドメスは歯肉切除術で使用する。

ポイント

<下顎水平埋状智歯の抜歯に使用する器具>

①歯肉メス

②骨膜剥離子

③挺子(工レベター)

④マイセjし

⑤マレット

⑤破骨組子

⑦骨パー

③歯牙分割用パー

⑨縫合用器具一式など

(問題 104) 器具の写真 (別冊午前 No.25lを別に示す。

この器具の用途はどれか。

a 切開 ・排膿
b 残根の抜去

c 不良肉芽の除去

d 矯正用バンドの装着

'別冊午前 NO.25 写真

選択肢考察 答え b 
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ルートチップ

x a 切開、 j~~般にはメス、ゾンデ(=消息子)などを

用いる。

Ob 写真はルートチップで、残根の抜去が使用目的で

ある。

x c 不良肉芽の除去には鋭匙、ぺアンなどを用いる。
xd 矯正治療で用いるバンドプッシャーの使用目的で

ある。

ポイント

<口腔外科用器具とその用途>

メス 切開
骨膜剥離子 骨膜剥離

マイセル、マレット、骨パー 歯槽骨の削除

鋭匙 不良肉牙の除去

工レベーター 歯の脱臼、抜歯
抜歯釦子 抜歯
スポンゼル、オキシセル 局所的止血
縫合用器具一式 縫合

ルートチップ 残根の抜去

〔問題 105) 器具の写真 (別冊午前 No.26lを別に示す。

この器具を準備するのはどれか。

a 帯環撤去時
b ブラケット撤去時

c アーチワイヤ 交換時
d ダイレクトボンディング時

|別冊午前 NO.26 写真

選択肢考察 答え d 

ポジショニングゲージ

x a、xb， x c 、Od
写真はポジショニングゲージである。ブラケット

やチユ ブの位置をE確に決めるために用いる。下
記に示すように、ダイレクトポンテ院イング法での準

備器具の 1つである。

ポイント

くダイレクトボンディング法での準備器材>

①ポジシヨ二ングゲージ

②ピンセット

③口角鈎

④エッチング材

⑤ボンデイング材

⑥ブラケッ ト

⑦アタッチメント類

③スケーラー

⑨研磨用パー

(問題 106) 2歳児の歯科治療で正しいのはどれか。 2つ

選べ。

日 母子分離で治療する。

b 手と足を押さえて抑制する。

c 治療を始める前に患者の緊張を和らげる。
d T LC (Tend巴rLoving Care)の心をもっ。

選択肢考察 答え cd

x a 原則的には治療室では母子分離であるが、年齢と
性格を考慮する。3歳未満であれば母子分離は避け

たほうがよい。

xb 手と足を押さえて抑制するのはできるだけ避ける

べきである。抑制臭の使用はHOM法で対応しても

治療が行えない小児のみに適用される。あくまでも

最終手段である。

Oc 小児患者に限らず、治療を始める前に患者の緊張

を和らげることは大切である。

Od 小児患者に限らず、 TLC(Tend巴「 しovingCare) 

の心をもつことは大切である。

ポイント

<小児患者への対応>

①疲労、空腹時の治療は避ける。

②計画的で迅速な治療を行う。

@原則的には治療室では母子分離であるが、年齢と性

格を考慮する。

④むやみに歓心をかったり迎合しない。

⑤治療が終わったときにはほめる。

⑥TSD (te ll 、 show、 do) 法は3~6歳に適応される。
⑦ハンドオーバーマウス (HOM)法は4歳前後の非

協力児に適応される。

③抑制具の使用はHOM法で対応しでも治療が行えな

い小児に適用される。

⑨2歳児では知覚 ・聴覚刺激に注意する。

⑩2歳児では保護者も診療室内に入ってもらう。
⑪2歳児では保護者への刷掃指導は効果的である。

⑫TしC(Tender Loving Care)の心をもっ。
⑬治療を始める前に患者の緊張を和らげる。

〔問題 107) 既製乳歯冠装着時に準備するのはどれか。2

つ選べ。

a 0;交合紙
b 金冠ばさみ

c アーチペンディングプライヤ-
d 酸化亜鉛ユージノールセメント

選択肢考察 答え ab 
Oa Il:交合紙にて既製乳歯冠の校合状態を診査し、校合

調整を行う。

Ob 金冠ばさみで既製乳歯冠の冠辺縁の長さを調整す

る。

x c コンタリングプライヤーで既製乳歯冠の冠辺縁の
豊隆(=コンタリング)を調整する。

xd 酸化亜鉛ユージノールセメントではなく、リン酸

r
h
d
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亜鉛セメントで既製乳歯冠を合着する。したがって、

ガラス板、金属製スパチユラを準備する必要がある。

ポイント

く既製乳歯冠装着時に準備するもの>

①ダイヤモンドパ

②ノギス

③金冠ばさみ

④コンタリングプライヤー

⑤校合紙

⑥校合面調整釦子

⑦研磨用具

③リン酸亜鉛セメント

⑨ガラス練板

⑩金属製スパチユラ

〔問題 108)心身障害児の歯科診療で正しいのはどれか。

2つ選べ。
a リコールを通して予後管理を続ける。
b ハンドオーバーマウス法が有効である。

c 全身麻酔法は脳性麻癖児に有効である。

d 抑制具と関口器はできるだけ使用すべきである。

選択肢考察 答え ac 
Oa 患児自身で口腔衛生管理できない場合が多いの
で、リコ ルを通して予後管理を続ける。

Xb ハンドオーバーマウス法は精神発達遅滞児lこあま

り有効ではない。

Oc 障害が重度で多数歯の治療が必要であれば、全身
麻酔下で治療することもある。不随意運動のある脳

性麻痩児にほ有効である。

xd 障害が軽度でコミュ二ケーションがとれるなら、

抑制具と関口器は不要である。

ポイント

<心身障害児の歯料診療>

①必ず全身麻酔下で行うわけではない。

②障害の種類や程度によって対応が異なる。

③りコールを通して予後管理を続ける。

④必ず抑制具と関口器を使用するわけではない。

⑤精神発達遅滞児では歯の数や形の異常、不正校合が

多い。

⑥精神発達遅滞児では歯肉炎 -う蝕の催患率が高い。

⑦ハンドオーバーマウス法は精神発達遅滞児にあまり

有効ではない。

③全身麻酔法は不随意運動のある脳性麻簿児に有効で

ある。

〔問題109) パノラマエックス線撮影の患者対応で適切な
のはどれか。 2つ選べ。

目 前かがみ姿勢に設定する。

b イヤリングは外してもらう。

c 中心岐合位の状態で撮影する。
d 防護エプロンは身体の前面につける。

選択肢考察 答え bc
xa 前かがみ姿勢に設定すると下顎前歯部が頚椎と重
なって白くみえる。

Ob 余計な金属(眼鏡、義歯、イヤリング、ネックレ

午前問題解説

ス)Ie!:タトしてもらう。
Oc 中心岐合位あるいは岐頭飯合位で撮影する。
xd 防護工プ口ンはエックス線が入ってくる方向に着

用させるべきなので、口内法では前から、パノラマ

工ツクス線撮影では後ろから着用させる。

ポイント

<パノラマエックス線撮影の患者対応>

①装置の動きを説明する。

②肩の力を抜くよう指示する。

③前かがみ姿勢に設定しない。

④できるだけ装置の近くに立たせる。

⑤装置のホルダーをしっかりともたせ、身体全体の左

右均衡を保たせる。

⑥余計な金属(眼鏡、義歯、イヤリング、ネックレ

ス)は外してもらう。

⑦中心校合位あるいは校頭H見合位で撮影する。

(問題 110) モニタリングしながら抜歯を行うことになっ

た。写真 {別冊午前No.27)を別lこ示す。
画面に表示されていないのはどれか。

日尿 量

b 心拍数

c Jj)(縮期血圧

d 動脈血酸素飽和度

|別冊午前 NO.27 写真

選択肢考察 答え a 

心狛数i

血圧j

動脈血酸素飽和度---t

呼吸数→

x a 尿霊は表示されない。
Ob 心拍数は 65回/分である。

Oc 収縮期血圧は1l0mmHgで、鉱張期血圧が73mm
Hgである。

Od 動脈血酸素飽和度は動脈血酸素飽和度は98%で
ある。

ポイント

<モニタリング装置>

収縮期血圧、拡張期血圧、心拍数、呼吸数、動脈血

酸素飽和度、心電図が画面に表示される。
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解説(午後問題)

(問題 1) 顔面頭蓋骨の写真 (別冊午後NO.l)を別に
示す。

矢印の関節を構成する骨はどれか。 2つ選べ。

a 上顎骨
b 下顎骨

c 側頭骨
d 後頭骨

別冊午後 NO.l 写真

選択肢考察 答え bc 

x a、xd 上顎骨や後頭骨は関係ない。
Ob，Oc 顎関節とは、側頭下顎関節 (TMJ)のこと

で、側頭骨と下顎骨で構成された関節である。

ポイント

<顎関節の特徴>

-側頭骨と下顎骨で構成されている。

・可動性の結合(楕円関節)である。

. ;，骨膜と関節包によって包まれている。

-関節円板によって上下の関節腔にわけられる。

.左右両側の関節が連動する複関節である。

〔問題 2) 工ナメル質の成長線はどれか。
a エナメル叢
b エナメル葉

c レチウス条
d オー工ンの外形線

選択肢考察 答え c
x a 工ナメル叢とは、エナメル象牙境にみられる草む
らのような低石灰化繕のことである。

xb エナメル葉とは、 エナメル象牙境からエナメル質

表函まで達する低石氏化のすじのことである。

Oc レチウス条は横紋の 10本間隔ごとにみられるよ
く発達したエナメル質の成長線である。

xd オ エンの外形線は象牙質の成長線で石灰化の低

い部分(球間象牙質)の連なりである。
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石灰化条

〔問題 3) 唾液腺について正しいのはどれか。

日 舌下腺は純類液腺である。

b 耳下腺は固有口腔l乙閉口する。
c 顎下腺の関口部位は舌下小丘である。
d 舌下腺は舌下部で顎下三角に位置する。

選択肢考察 答え c 
x a 舌下腺は粘液優位の混合腺である。
xb 耳下腺は口腔前庭の耳下腺乳頭に閉口する。

Oc 顎下腺の開口部位は舌下小丘である。一方、舌下

腺は舌下小丘および舌下ヒダに閉口する。

xd 舌下腺は舌下部で顎舌骨筋の上方に存在する。顎
下三角内には顎下腺が存在する。

ポイント

<3大唾液腺>

。重液分泌縛経支配

舌咽神経

顔面神経

顔面神経

(問題 4) コラーゲンのアミノ酸組成で最も多く占め

るのはどれか。

a アラニン
b グリシン

c プロリン
d ヒドロキシブ口リン

選択肢考察 答え b 
x a、Ob、xc 、xd
コラーゲンのアミノ酸組成はGly-X-Yの繰り返
し構造からなる。 Gly(グりシン)が約 1/3を占め、
プロリンおよびヒドロキシプロリンが21%、アラ
二ンが 11%とかなり偏った構成となっている。

×の位置に多いのがプ口リン、 Yの位置に多いのが

ヒドロキシプロリンである。

7' 
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ポイント

くコラーゲンのアミノ酸組成>

. Gly-X-Yの繰り返し構造である。

. Gly (グリシン)が約1/3を占める。

.Xの位置にはプロリン、 Yの位置にはヒド口キシプ

ロリンが多い。

〔問題 5) 膝液の分泌を促進するのはどれか。

a インスりン
b セクレチン

c ガストリン
d 工ンテロガストロン

選択肢考察 答え b
x a インスリンは解臓から分泌され、血糖値を低下さ

せる。

Ob セクレチンは膝液の分泌を促進する消化管ホルモ

ンである。

x c ガストリンは胃液の分泌を促進する消化管ホルモ
ンである。

Xd 工ンテロガストロンは胃液の分泌を抑制する消化

管ホルモンである。

消化管ホルモン

ガストリン

工ンテロガストロン

セクレチン

コレシストキ二ン
(I~ンクレオチミソ)

〔問題 目 標準肢誘導の心電図波形を示す。

心室収縮期はどれか。

日 ①

b ~ 
c @ 
d ④ 

選択肢考察 答え b
xa ①はP波形である。心房の興奮を示す心房収縮期
である。

Ob ②はQRS群である。 QRS群は心室収縮期(=

心室筋の脱分極期)である。

x c ③はT波形である。心室再分極期を示している。
xd ④は心室弛緩期を示している。

ポイント

く心電図>

興奮波の心房筋への広がりによって
生じる。
高蚕t:/Il，¥室面全体に広がり始めるこ
とによって生じる。
心室全体が興奮する時間である。

心室全体が弛緩する時間である。

午後問題解説

〔問題 7) 成人の線下時にみられるのはどれか。
a 鼻咽腔の閉鎖
b 舌の前方移動

c 軟口蓋の下降
d 喉頭蓋の挙よ

選択肢考察 答え a
Oa 鼻咽腔は閉鎖する。之れには口蓋帆挙筋が関与す
る。

xb 舌は後上方に移動する。

x c 舌骨や軟口蓋や喉頭は挙上する。
xd 喉頭蓋が下降して喉頭口を閉鎖する。

ポイント

く畷下に伴う反応>

①呼吸は一時中断する。

②岨暢は一時中断する。

③舌は後上方に移動する。

④舌骨や軟口蓋や喉頭は挙上する。

⑤鼻咽腔は閉鎖する(口蓋帆挙筋が関与)。

⑥喉頭蓋は下降する(=気管が閉鎖)。

⑦下顎はやや後方に移動する(=際下位)。

③耳管咽頭口は閉口する(→咽頭相では閉鎖)。

⑨心拍数は減少する。

⑩消化管の運動は促進する。

〔問題 8) 肉芽組織の模式図を示す。

線維芽細胞はどれか。

②--~啄
@ 

選択肢考察

x a ①は大食細胞である。
Ob ②は線維芽細胞である。

x c ③は好中球である。
xd @は形質細胞である。

答え b 

ポイント

<肉芽組織の構成成分>

線維芽細胞、毛細血管、頼粒球、リンパ球、マクロ

ファージなど。

〔問題 9) 軟組織に生じる嚢胞はどれか。

a 切歯管嚢胞
b 鼻歯槽嚢胞

c 球状上顎嚢胞
d 術後性上顎嚢胞

選択肢考察 答え b
x a 切歯管嚢胞は口蓋正中部の切歯管内1こ生じる褒胞

である。

Ob 鼻歯僧嚢胞は上顎突起、球状突起、外側鼻突起癒

no 
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合部の軟組織に生じる嚢胞である。

Xc 球状上顎嚢胞は球状突起と上顎突起癒合部の顎骨

内に生じる嚢胞である。

xd 術後性上顎嚢胞は上顎;胃炎(蓄膿症〕の根治術の
後、数年以上の経過を経て顎骨内の娠痕組織中に生

じる嚢胞である。

ポイント

く口腔領域の嚢胞>

|歯根嚢胞
顎骨内に |含歯性嚢胞
生じる蓑胞|術後性上顎嚢胞

鼻口蓋管蓑胞(切歯管褒胞)

粘液嚢胞
ガマ腫

軟組織内に|類皮嚢胞
生じる嚢胞|類表皮嚢胞

鼻歯稽嚢胞
偲蓑胞

(問題 10) 歯の模式図を示す。

矢印で示す歯はどれか。

a 斑状歯
b 桑実状臼歯

c タ ナーの歯
d ハッチンソンの歯

乳歯

選択肢考察 答え c
x a フッ素を過剰摂取すると、白濁した斑点がみられ
る斑状歯が生じる。

xb 桑実状臼歯はムーンの歯、フル二エの歯ともよぱ

れる。梅毒に関連して生じる大臼歯の形態異常であ

る。

Oc 矢印はターナーの歯である。乳歯の根尖病巣によ
って後継永久歯の歯冠に生じる構造異常(工ナメル

質減形成)である。

xd ハッチンソンの歯とは、侮毒でみられる前歯の半
月状欠損歯のことである。

ポイント

<歯の発育異常>

ハッチンソンの歯1:毒でみられる前歯の半月状欠損歯のことであ
乳歯の根尖病巣によって後継永久歯の歯冠に生

ターナーの歯 | 
じる構造異常(工ナメル質減形成)。

桑実状臼歯。ハッチンソンの歯とともに梅毒に
関連して生じる大臼歯の形態異常。

歯内歯 |歯冠の一部が歯髄腔内に陥入した形の異常。

癒合歯(融合歯) 12つの歯医が融合したもの。
T歯根の形成が終わった後に、 2つの歯がセメン
ト質によって結合したもの。

フッ素の過剰j授取が原因で生じる。

ムーンの直面

癒着歯

斑状歯

〔問題 11) MS寒天培地で発育するのはどれか。

a ウイルス
b クラミジア

c リケッチア
d 口腔レンサ球菌

午後問題解説

選択肢考察 答え d

x a、xb、xc ウイルス、クラミジア、 リケッチア
は普通寒天培地などの無細胞培地では発育しない。

要するに、これらは寄生して生存する生物というこ

とである。

Od MS (ミティス ・サリパリウス)寒天活地とは選
択培地の lつである。選択培地とは、 特定の細菌

を目標と して、その細菌だけを発育させるように調

整された活地である。 MS寒天培地で発育するのは

口腔レンサ球菌である。

ポイント

<選択熔地>

口腔レンサ球菌 IMS寒天倍地

ミユータンス ・レンサ球菌 IMSB寒天培地

乳酸樗菌 ISL熔地

ブドウ球菌 |マンニッ ト食底活地

(問題 12) 自然免疫に関与する細胞はどれか。

a B細胞
b 好中球

c 形質細胞
d ヘルパーT細胞

選択肢考察 答え b
x a B細胞は獲得免疫に関与する。
Ob 好中球は自然免疫に関与する細胞である。

Xc 形質細胞はB細胞が分化したものであり、獲得免

疫に関与する。

xd ヘ)I.，H-T細胞は獲得免疫に関与する。

ポイント

<自然免疫>

あらかじめそなわって迅速にはたらく防御機構で、

それ自身は持続する免疫につながらないものと定義さ

れる。自然免疫を担う細胞には好中球やマクロファー

ジがある。

〔問題 13) 経口投与した薬物の血中濃度の推移を図に示

す。

中
濃
度

t庁副

この曲線で閉まれた面積(斜線部分)が表しているの

はどれか。

a 治療係数
b 初回通過効果

c 生物学的半減期
d 吸収された薬物の全量

選択肢考察 答え d
xa 治療係数=LD50 IEDωで表される。この値が大
きいほど安全性が高い薬物と判断する。

xb 初回通過効果とは、消化管から吸収された薬物が

全身循環に入る前に肝臓で代謝されて分解されてし

まうことである。経口投与の場合にみられる。

-29 
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x c 生物学的半減期とは、吸収後の薬物の血中濃度が
50%に減少するのに要する時間のことである。

Od 図中の面積は血中濃度一時間曲線下面積 (AUC)

である。これは吸収された薬物の全量を表している。

ポイント

<血中濃度一時間曲線下面積 (AUC)> 
吸収された薬物の全量を表している。

(問題 14) 吸入麻酔薬はどれか。

日 アトロビン

b ジアゼパム

c セボフルラン
d フ工ンタ二ル

選択肢考察 答え c
x a アト口ピンは副交感神経遮断薬の1つで、ベラド
ンナ薬(抗コリン薬)である。

xb ジアゼパムは向精神薬の 1つで、抗不安薬(マイ

ナー ・トランキライザー)である。

Oc セポフルランは吸入麻酔薬の1つである。

xd フエンタ二ルは麻薬性鎮痛薬の 1つである。

ポイント

<全身麻酔薬>

I笑気(豆酸化窒素)、ハロタン、工ンフルラン、
イソフ)[.，ラン、セボフルラン
パルピツ ル、プロポフ方ール、塩酸ケタミン

〔問題 15) 局所性止血薬はどれか。

a ビタミン k
b ビタミンC

c 酸化セルロース
d E-アミノカプロン酸

選択肢考察 答え c
x a ビタミン Kは肝臓でのプ口トロンビンの生合成
に必要なビタミンで、全身性止血薬である。

x b ビタミン Cは毛細血管壁を強化するとともに、

血小板の生成を促レ、ト口ンピンの作用を賦活する

はたらきをもった全身性止血薬である。

Oc 酸化セルロースは物理的凝固促進薬で出血局所に

外用薬として直接適用する。局所性止血薬である。

x d Eーアミノ力プ口ン酸やトラネキサム酸は抗プラ
スミン薬で、 全身性止血薬の 1つに分類される。

ポイント

<止血薬の分類〉

種類 代表例

血液タンパク 塩化アルミーウム、硫酸アルミー
凝固薬(収数薬) ウムカリウム

吸収性止血薬
酸化セルロース、ゼフチン、

局所性止血薬 アルギン酸ナトリウム

凝固機序作用薬 トロンピン

血管収縮薬 アドレナリン、ノルアドレナリン

その他 過酸化水素水

午後問題解説

薬

剤

薬

進

製

化

促

子

強

固

因

管

凝

固

血

液

凝

細

血

(
ト
』
】

薬血止性身全

フィブリノーゲン、第VlII因子濃縮
製剤、第IX因子濃縮製剤、ビタミ
ンK

アドレノクロム、カルパゾクロ
ム、ビタミンC、フラボノイド

トラネキサム酸、
イプシロンアミノカプロン酸

抗プラスミン薬

〔問題 16) 唾液の緩衝作用に関与するのはどれか。 2つ

選べ。

a 重炭酸イオン
b フッ素イオン

c リン酸塩イオン
d カルシウムイオン

選択肢考察 答え ac 
Oa 唾液の緩衝作用に関係するおもな無機質は重炭酸

イオン (HC03-)である。

xb フッ素イオンはカルシウムとの結合が強く、脱灰

を抑制し、再石灰化が著明に促進される。

Oc リン酸イオンは歯の溶解度を下げる重要なイオン

であり、唾液の緩衝作用に関与する。

xd カルシウムイオンは歯の無機質に対してう蝕予防

や再石灰化、歯石形成の面で重要である。

ポイント

唾液の pHは、おもに重炭酸イオンが調節し、残りは

リン酸イオンが調節する。唾液タンパク質は関与しない。

唾液の HC03濃度が上昇すると、唾液の pHは上昇す

るため、 刺激時唾液は安静時唾液に比べ pHが高い。

〔問題 17) ミユータンスレンサ球菌の酵素で不溶性多糖

体を合成するのはどれか。

a プロテアゼ
b デキストラナーゼ

c グ)[.，コシルトランスフエラーゼ
d フルクトシルトランスフエラーゼ

選択肢考察 答え c
x a プロテアーゼはタンパク質分解酵素で歯周病原菌
が産生する。

xb デキストラナーゼはデキストランを分解する酵素

であり、不溶性多糖体を合成する醇索ではない。

Oc グルコシルトランスフエラーゼはミユ タンスレ

ンサ球菌の酵素で、不溶性多糖体を合成する酵素で

ある。

xd フルクトシルトランスフエラーゼはフルクタンを

合成する酵素であり、不溶性多糖体〈不溶性グルカ

ン〉を合成する酵素ではない。

ポイント

グルコシルトランスフ工ラーゼはスクロースを基質と

してグルカンを合成する酵素である。

円

uqJV
 

第26回第1回模試 午後問題解説

(問題 18) 下顎前歯部の歯根露出と知覚過敏に使用する

のはどれか。

a フッ化物洗口剤
b フッイヒ4知JC一二ッシユ
c フッ化物徐放性シーラント

d フッ化物添加トウースピック

選択肢考察 答え b

xa 知覚過敏に対してフッ化物洗口剤を用いることは

ない。

Ob 歯根露出面の象牙細管を封鎖することで知覚過敏

を抑制することができる。

x c フッ化物徐放性シーラントは小高裂溝に用いる
が、知覚過敏に対して用いることはない。

xd フッ化物添加トウースピックはフッ化物が添加さ

れた 「爪楊枝J である。

ポイント

<知覚過敏に対するフッ化物の使用法>

-フッ化物歯面塗布法

-フッ化物パ一二ッシユ

(問題 19) 歯科疾患実態調査(平成 17年、平成23年)

における歯ブラシの使用状況を表に示す。

100% 

80% 

60% 

40% 

20% 

0% 
平成17年 平成23年

①はどれか。

a ときどきみがく者

b 毎日 1回みがく者

c 毎日2回みがく者
d 毎日3回以上みがく者

選択肢考察 答え d

xa ときどきみがく者は平成 17年で2.4%、平成23

年で 1.8%である。

x b 毎日 1回みがく者は平成 17年で25.4%、平成

23年で21.9%である。

x c 毎日 2回みがく者は平成 17年で 48.7%、平成

23年で48.3%である。

Od 毎日 3回以よみがく者は平成 17年で 20.8%、

平成23年で 25.2%である。

ポイント

<歯ブラシの使用状況>

平成23年歯科疾患実態調査の結果では、平成 17

年歯科疾患実態調査の結果と比較すると、『毎日 1回

みがく者」が減少し、「毎日3回以上みがく者Jが増

加した。

〔問題 20) PDI (Ramfjord)とPe I (Silness & Loe)で、
評価する歯種が同じなのはどれか。 2つ選べ。
a 12 

b 24 

c 36 
d 41 

選択肢考察 答え bc 

x a、Ob、Oc、xd

PDI (Ramfjord)の制御は糾ずであ

62 I 4 
り、同I(Silness & Loe)の診査対象部位はす誌

である。よって、評価する歯穫が同じなのは 24と

36である。

ポイント

<診査対象部位が同じ指標>

例 SとPHP引先
pelとGI引会

(問題 21) 0' L回 ryのPCRで被検歯 25歯中、 20歯

の25歯面が陽性であった。

PCR値はどれか。

a 20% 

b 25% 

c 33% 

d 80% 

選択妓考察 答え b 
x a、Ob、xc、xd

0' LearyのPCR=歯垢染色歯面数/被検歯萄数

x 100 = 25/ (25 x4) x 100 = 25%となる。

ポイント

< 0' LearyのPCR>

槻要
歯肉縁の歯垢を歯面別1<:評価する指標。通常、歯垢染
色;夜を用いて評価する。

診査部位
口腔1<:存在するすべての歯1<:ついて、近遠心、煩舌側
各面の歯頭部を診査する。

診査基準
各歯函の歯肉縁に歯垢が『ある』か『なL'Jかを診査
する。

PCR=歯垢存在歯函数一診査歯函数x100(%) 
E平価j去 T81の当面の達成目標として、 このPercentIndexを
20%以下に白指すことが多い。

(問題 22) し巴avellとClarkの疾病予防の概念による歯

周疾患の予防に関する組合せで正しいのはどれか。

a 第一次予防一一一一一 PMTC

b 第一次予防一一一一 動揺歯の固定

c 第二次予防一一一一禁煙指導
d 第三次予防 ルートプレー二ング

選択肢考察 答え a
Oa PMTCは歯周疾患の第一次予防である。

xb 動揺歯の固定は歯周疾患の第二次予防である。

x c 禁煙指導は歯周疾患の第一次予防である。

1
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xd ルートプレーニングは歯周疾患の第二次予防であ

る。

ポイント

く歯周疾患の第一次予防>

-健康i!進・健康教育、口腔保健指導

・特異的予防:プラークコントロール、予防的スケー

リング、 PMTC

(問題 23) 健康増進法に基づく市町村の健康増進事業は

どれか。

a がん検診
b 特殊健康診断

c 特定健康診査
d 3歳児健康診査

選択肢考察 答え a
Oa がん検診は「健康増進法J に基づく市町村の健康

泡進事業である。

xb 特殊健康診断は「労働安全衛生法』に基づく事業

である。

x c 特定健康診査は『高齢者の医療の確保に関する法
律Jに基づく事業である。

xd 3歳児健康診査は「母子保健法Jに基づく事業で

ある。

ポイント

く健康i曽進法に基づく市町村の健康憎進事業>

-がん検診

・歯周疾患検診

.骨粗懸症検診

肝炎ウイルス検診

〔問題 24) 地域保健法lこより設宣されるのはどれか。

a 地域医療支援病院
b 市町村保健センター
c 口腔保健支援センター
d 地i或包括支援センター

選択肢考察 答え b
xa 地域医療支援病院は 『医療法』に規定されている。

Ob 市町村保健センターは「地域保健法」に規定され

ている。

x c 口腔保健支援センターは 「歯科口腔保健の推進に
関する法律』に規定されている。

xd 地域包括支援センタ は「介護保険法Jに規定さ

れている。

ポイント

くi也域保健法により設置される施設>

-保健所

-市町村保健センタ

午後問題解説

(閉館 25) 3歳児健康診査で実施される項目で第一次予
防はどれか。

a 尿検査
b 視力検査

c 歯磨き指導
d 身長体重測定

選択肢考察 答え c
x a 尿検査は第二次予防である。
xb 視力検査は第二次予防である。
Oc 歯磨き指導は第一次予防である。
xd 身長体重測定は第二次予防である。

ポイント

1 j設6か月児歯科健康診査や3歳児歯科健康診査は

『母子保健法」 に規定されている。

〔問題 26) 前年度と今年度の健康診断票(歯 ・口腔)の

一部を表に示す。この 1年間で歯科受診の経験はない

という。

前年度

(10.> 

今年度

(11歳}

前年度から今年度までの聞に生じた変化はどれか。

a 乳歯処置歯の増加

b 乳歯要観察歯の発生
c 永久歯う蝕の発生
d 永久歯表層の再石灰化

選択肢考察 答え d
x a 乳歯の処置歯 rOJは噌加していない。
xb 乳歯の要観察歯 rCOJは発生していない。
Xc 永久歯のう蝕 rCJは発生していない。
Od 10歳時の上顎右側中切歯には rCOJが記載され
ているが、 11歳時には記載されていないため、永

久歯表層が再石灰化したと考えられる。

ポイント

く斐観察歯 (CO)> 
-小窟裂満において、エナメJL，震の実質欠損は認めら
れないが、褐色裂溝などが認められるもの

平滑面において、脱灰を疑わしめる白濁や褐色斑が

認められるが、 エナメル質の実質欠演(う窓)の確

認が明らかでないもの

-精密検査を要するう蝕様病変のあるもの

内
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〔問題 29)人口ピラミツ ドの模式図を示す。〔問題 27) 介護支援専門員が行うのはどれか。
a 通所介護の提供
b 居宅療養管理指導

c 居宅サービス計画の立案
d 訪問リハビリテーション

選択肢考察 答え c
x a 通所介護 〈デイサービス〉は、老人デイサービス
センターなどにおいて、入浴、排j也、食事などの介

護、生活などに関する相談、助言、健康状態の確認、

そのほかの必要な日常生活の世話および機能訓練を

行う。

xb 居宅療養管理指導は、病院、診療所または薬局の
医師、歯科医師、薬剤師、歯科衛生士、管理栄養士

などが通院困難な要介護者などについて、居宅を訪

問して、心身の状況や環境などを把握し、それらを

踏まえて療養上の管理および指導を行う。

Oc 居宅サービス計画の立案は、介護支蜜専門員が行
つ。
xd 訪問リハビリテーションは、病状が安定期にあり、

計画的な医学的管理の下におけるリハビリテーショ

ンを要すると主治医などが認めた婆介護者などにつ

いて、病院、診療所または介護老人保健施設の理学

療法士または作業療法士が居宅を訪問して、心身の

機能の維持回復を図り、日常生活の自立を助けるた

めに必要なリハビリテーションを行う。

ポイント

介護支援専門員がケアプランを作成し、介護サービス

提供を調整する。

〔問題 28)公的医療保険の給付対象となるのはどれか。
a 正常分娩
b 入院中の食事

c 職場の健康診断
d インフル工ンザの予防媛種

選択肢考察 正解 b
xa、xd 正常分娩やインフル工ンザの予防接種は医

療保険が適用されない。

Ob 入院中の食事は医療保険からの入院時食事療養費
と患者の負担金で賄われる。

x c 事業者は雇用者に対し定期的に健康診断を受けさ
せる義務があり、費用は事業者負担となる。医療保

険は適用されない。

ポイント

く国民医療費>

公的医療保険の給付対象となるものは国民医療費に

含まれる。国民医療費は、医療機関などにおける傷病

の治療に要する費用を推計したものであり、範囲を傷

病の治療費に限定している。

A__ili_Jtjポ
ア ウ 工イ

我が国の人口備成の特徴を示すのはどれか。

a ア
b イ

c ウ

d エ

選択肢考察 答え c
xa アは出生数の減少により将来人口減少が予想され

る。

xb イは63-65歳を中心とした膨らみはみられる
が、 38-41j設を中心とした膨らみがみられない。
Oc つは我が固の人口ピラミッドである。
xd 工は労働者が周辺の都市に流出し、高齢者層と若

年者層が残されている。

ポイント

<我が国の人口ピラミッド>

1947-1949年と 1971-1974年の2回のベビ
ーブームをピークとして出生数が少なくなっているた

め、人口ピラミツ ドの63-65歳と 38-41歳を中
心とレた2つの膨らみをもっ形となっている。

〔閉館 30) 再興感染症はどれか。 2つ選べ。

a 結妓
b マラリア

c ヱポラ出血熱
d 重症急性呼吸器症候群 (SARS)

選択肢考察 答え ab
Oa、Ob 結核やマラリアは再興感染症である。
Xc、xd ヱポラ出血熱や重症急性呼吸器症候群

(SARS)は新興感染症である。

ポイント

-再興感染症

社会情努の変化により、近年まで抑えられていた発症

数が再び増加傾向を示すものである。

-新興感染症

輸入感染症のうち、継続的に園内での発症がみられる

ようになったものである。

q
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午後問題解説

〔問題 31) 食生活指針に関するイラストを図に示す。

む-D

このイラストについて正しいのはどれか。

a 健康増進法に規定されている。
b 1回の食事量の目安を示している。

c 食事と運動のバランスを表現している。
d 主食は主菜と同量のサ ピングを目標とする。

選択肢考察 答え c
x a 食事バランスガイドは法律で規定されているもの

ではない。

x b 1日の食事量の目安を示している。

Oc イラストは食事パランスガイドである。食事と遷
動のバランスをコマの絵を用いて表現している。

xd 主食は 5-7サーピング (Sv)に対して、主菜

は3-5Svを目標としている。

ポイント

く食事バランスガイ ド>

厚生労働省、農林水産省、文部科学省の連携により、

食生活指針が策定され、具体的な行動に結び付けるた

めに具体的なイラストで示した食事バランスガイドが

厚生労働省と農林水産省の共同で策定された。

〔問題 32) 地球温暖化lこ影響すると考えられている混案

効果ガスはどれか。

a ハロン
b 硫化水素

c -!'j量化炭素
d 二酸化炭素

選択肢考察 答え d
x a、xb、xc これらは温室効果ガスではない。
Od 二酸化炭素は『地球温暖化対策推進法J における
温室効果ガスである。

ポイント
く「地球温暖化対策推進法』における温室効果ガス>

-二酸化炭素

・メタン

・一酸化二窒素
・ハイドロフルオロカーボンのうち政令で定めるもの

.パーフルオロカーボンのうち政令で定めるもの

-六フッ化硫黄

(問題 33)チーム医療で正しいのはどれか。
a 国家資格をもっ者で摘成する。
b リーダーとなる駿種を固定する。

c 他施設との閣で行うことはできない。
d 患者の家族にもチームの一員になるように勧め

る。

選択肢考察 答え d

xa チーム医療は国家資格をもっ者だけで構成される
わけではない。

xb チーム医療はリーダーとなる職種が固定されてい

るわけではない。

x c チ ム医療は他施設との間で行うこともできる。
Od チーム医療では患者の家族も一員になることがで
きる。

ポイント
くチーム医療を円滑に進めるために必要なこと>

-各機種の役割を理解する。

・適切に医療記録を作成して、情報を共有する。

.診療科聞の連携を図る。

(問題 34)病歴聴取とその内容の組合せで正しいのはど
れか。 2つ選べ。
a 主訴一一一一受診の理由
b 現病歴一一一一ー現在の健康状態

c 既往歴一一一一全身疾患の有無
d 家族歴ー十一一ー同居している人数

選択肢考察 答え ac 
Oa 主訴とは受診した理由で、患者が現在、最も苦痛
や不快に感じていることである。

xb 現病歴とは主訴に対する症状の経過(いつ、どこ

が、どんなふうに異合が悪くなってきたのか)であ

る。

Oc 既往歴とは患者の過去の健康状態、つまり、過去
の全身疾患とそれに対する治療の有無である。

xd 家族歴とは患者の家族(祖父母・父母・兄弟姉妹)

の健康状態の調歪である。

ポイント

<問診の内容>

|患者の氏名、年齢、性別、職業、住所、健康保険証
①一般的事項||の番号など
②主訴 |患者が現在、最も苦痛や不快に感じていること

|主訴に対する症状の経過(いつ、どこが、どんなふ
③現病歴 |うに具合が悪くなってきたのか)

④既往歴 |過去における疾患とそれに対する治療の有無

⑤家族歴 |家族(祖父母・父母 ・兄弟姉妹)の健康状態の調査

(問題 35) 卜me抗原陽性患者の印象採得物の消毒に有
効なのはどれか。

a ポピドンヨード
b 次亜塩素酸ナトリウム

c 塩化ベンザルコニウム
d 塩酸クロールヘキシジン

選択肢考察 答え b 
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x a iIてピドンヨードは HBV、HCVには無効である。
HIVの消毒に有効である。

Ob 次歪塩素直量ナトリウムは HBV、HCV、HIVの消

毒lこ有効である。
xc、xd 塩化べンザルコニウムと庖酸クロールヘキ

シジンは HBV、HCV、HIV、結絞菌、芽胞の消毒

に無効である。ただし、グラム陽性菌、グラム陰性

菌の消毒には有効である。

ポイント

<B型肝炎ウイルスに有効な消毒薬>
次亜塩素酸ナトリウム、グルタールアルデヒド

(問題 36)硬度が最も高いのはどれか。
a 陶材
b エナメル質

c アクリルレジン
d コンポジットレジン

選択肢考察 答え a 
Oa、xb， x c 、xd
陶材(ポーセレン)>エナメル質>コンポジツト

レジン>アクリルレジンの順に硬い。

ポイント

<歯科材料の硬度>

陶材(ポーセレン)>エナメル質>アマルガム合金

>金合金>象牙質>コンポジツ トレジン>リン酸亜鉛

セメント>床用レジン(アクリルレジン)

〔問題 37) 2級コンポジットレジン修復に用いる器材の
写真 {別冊午後No.2)を別に示す。
この器材と併用するのはどれか。

a ウエッジ
b コンタクトゲージ

c コーナーマトリ ックス
d アイポリー型セバレーター

l 別冊午後 NO.2 写真

選択肢考察 答え a 

マトリックスパンド

タッフルマイヤー製

リテーナ

Oa 写真の器材はマトりックスパンドとタッフルマイヤ
一型リテーナーである。 2級コンポジツトレジン修復

では、マトリックスパンドをタッフルマイヤー型リテ

ーナーで固定したあとにウエッジを挿入する。

xb コンタクトゲージはマトリックスパンドとタッフ

ルマイヤー型リテーナーとは併用しない。

x c コーナーマトリックスは4級修復に用いる。マト
リックスパンドとタッフルマイヤー型リテーナーと

は併用しない。

午後問題解説

xd アイポリー型セバレーターは前歯部の歯間離間に

用いる。マトリックスパンドとタッフ)[，マイヤー型

リテーナーとは併用しない。

ポイント

マトリックスパンドにウエッジを併用することで、バ

ンドを歯面に圧簸できるためレジンの歯肉側への溢出を

防止できる。さらに、歯間離開できるためバンドの厚み

を補償できる。

(問題 38) グラスアイオノマーセメントが光重合型コン
ポジットレジンに比較して優れているのはどれか。

a 審美性
b 操作性

c 耐摩耗性
d フッ素徐放性

選択肢考察 答え d

x a 両者とも審美修復が可能であるが、コンポジツト
レジンのほうが多数のシ工 ドがある。

xb 光重合型コンポジットレジンは光照射するまで硬

化しないので操作時間が十分あり、操作性はグラス

アイオノマーセメントより光重合性コンポジットレ

ジンのほうが優れている。

Xc 耐摩耗性はグラスアイオノマーセメントよりコン

ポジットレジンのほうが優れている。

Od グラスアイオノマーセメントは粉末にフッ化カルシ
ウムなどのフッ化物が添加されているため、 コンポ

ジットレジンと比較してフッ素徐放性に優れている。

ポイント

グラスアイオノマーセメントはフッ素徐放性があり、

耐酸性向上と二次う蝕抑制効果が期待できる。

〔問題 39)25歳の女性。下顎左側第一大臼歯の違和感
を訴えて来院した。歯肉の腫脹と自演を繰り返してい

るという。自発痛はなく、打診で違和感を訴えるとい

う。初診時の口腔内写真とエックス線写真 (別冊午後

No.3)を別に示す。

疑われるのはどれか。

a 歯髄i褒死
b 慢性灘持層性歯髄炎

c 急性化繊性恨尖性歯周炎
d 慢性化膿性根尖性歯周炎

別冊午後 NO.3 写真

選択肢考察 答え d 

歯肉の飽脹 4艮尖部透過像

x a 歯髄媛死では根尖gs透過像や歯肉の腫脹はみられ
ない。
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xb 慢性;資湯性歯鎚炎は歯髄炎であり、歯肉の腫憶は

みられない。

Xc 急性化膿性線尖性歯周炎では白発痛や打診痛など

がみられる。

Od 歯肉腫脹や根尖部透過像があり違和感を訴えてい
るため、慢性化膿性根尖性歯周炎であると考えられ

る。

ポイント

急性化繊性根尖性歯周炎 自発痛や歯肉腫脹などがみら

れる。

慢性化膿性恨尖性歯周炎:歯肉腫脹や痩孔などがみられ

る。

〔問題 40)根尖性歯周炎の原因でコロナルリーケージに
関係するのはどれか。

a 根管壁穿孔
b 根分岐部病変

c 修復物の適合不良
d 深い歯周ポケット

選択肢考察 答え c
x a 根管壁穿孔が原因で炎症が生じることはあるが、
コロナルリーケージではない。

xb 根分岐部病変はコロナルリーケージと関係ない。

Oc コロナルリーケージは歯冠漏洩といい、修復・補
綴物などの隙間から漏洩が生じることである。

xd 深い歯周ポケットはコロナルリーケージと関係な

¥，¥。

ポイント

根管治療後に封鎖性に乏しい仮封材で長期放置してお

くとコロナルリーケージが生じるリスクが高まる。根管

治療後には適切な修復を行う必要がある。

(問題 41) 根管治療中に生じる皮下気艇の原因として考
えられるのはどれか。 2つ選べ。
a FCを用いた銀管鮎薬
b 工アシリンジによる根管乾燥

c ガッタパーチャポイントによる根管充填
d 次亜寝素直量ナトリウム溶液と過酸化水素水による
交互洗浄

選択肢考察 答え bd

x a FCを用いた根管貼薬で皮下気障が生じるとは考
えられない。

Ob エアシリンジによる根管乾燥は皮下気短の原因と
なる。

x c ガッタバーチャポイントによる根管充填で皮下気
腫が生じるとは考えられない。

Od 次亜塩素酸ナトリウム溶液と過酸化水素水による
交互洗浄は皮下気腫の原因となる。

ポイント

<根管治療中の皮下気種の原因>

・工アシリンジによる不適切な根管乾燥

・次亜塩素酸ナトリウム溶液と過酸化水素水による交

互洗浄による発泡

午後問題解説

〔問題 42)壊死性潰傷性歯肉炎でみられる所見はどれか。
2つ選べ。

a 水泡
b 発熱

c 自発痛
d 歯肉僧殖

選択肢考察 答え bc
x a 水勉は慢性剥離性歯肉炎やヘルペス性歯肉炎でみ
られる。

Ob 壊死性潰蕩性歯肉炎では発熱がみられる。
Oc 壊死性漬男性歯肉炎では自発痛がみられる。
xd 歯肉増殖は薬物性歯肉増殖症や遺伝性歯肉線維腫

症などでみられる。

ポイント

犠死性濃傷性歯肉炎は寝死性歯周疾患である。歯肉の

媛死や漢書蓄がみられ、自発痛や接触痛、口臭などがみら

れる。全身的には発熱や倦怠感などが生じる。

〔問題 43)60歳の男性。上顎右側臼歯部の違和感を訴
えて来院した。以前から違和感に気付いていたが放置し

ていたという。慢性歯周炎と診断し歯周基本治療を行う

こととした。歯の動揺度はO度である。初診時の口腔内
写真と歯周組織検査結果の一部 (別冊午後No.4)を別
に示す。

まず行うのはどれか。 2つ選べ。

日 暫問固定

b スケーリング

c 口腔清掃指導
d 抗菌薬の局所投与

可面下丞 No.4写真

選択肢考察 答え bc 

歯函に歯石が沈tiし、
歯肉が腫服している

x a 歯の動揺度がO度であり、暫間固定の必要はない。
Ob、Oc 慢性歯周炎であり、まず口腔清帰指導を行
い、その後スケーリングやルートプレーニングを行

っていく。

xd 急性症状がなく、抗菌薬の投与は必要ない。

ポイント

抗菌薬の局所投与は、急性歯周膿療などに有効である

が、歯周基本治療後に深い歯周ポケットが残存している

場合にも行われる。
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{問題 44)歯肉出血が生じやすいのはどれか。 2つ選べ。
a 肺炎
b 肝硬変

c エナメ)[.，上皮腫
d 特発性血小板減少性紫斑病

選択肢考察 答え bd
xa 肺炎で歯肉出血が生じやすいとはいえない。
Ob 肝臓では凝固因子が作られるので、肝硬変に稽患
すると凝固因子欠乏による算出血、歯肉出血がみら

れることがある。

Xc エナメル上皮臆で歯肉出血が生じやすいとはいえ

ない。

Od 特発性血小板減少性紫斑病では血小板数の低下に
より歯肉出血が生じやすい。

ポイント

歯肉出血は、血小板や凝固因子の異常による出血性素

因で生じやすい。また、ビタミンC欠乏や白血病など
でも歯肉出血が生じやすい。

(問題 45) 写真 (別冊午後 No.5)を別に示す。

この操作はどれか。

a パントグラフ法
b チェックバイト法

c ゴシックアーチ掲記法
d フェイスポウトランスファー

別冊午後 No.5 写真

選択肢考察 答え d 

顔弓

(フェイスポウ)

x a 全調節性吹合器を使用する場合の岐合採得法の 1
つである。

xb 半調節性岐合器を使用する場合の岐合採得法の 1

つである。

Xc 全部床義歯や部分床義歯の岐合採得法の 1つで

ある。

Od 写真は顔弓(=フェイスボウ)による記録を行つ
ているところである。この操作をフ工イスポウトラ

ンスファーという。顔弓は頭重量骨に対する上顎の位

置関係を記録し、この関係を岐合器上に再現するた

めに使用する。

ポイント

<顔弓(=フェイスポウ)> 
頭蓋骨に対する上顎の位置関係を記録し、この関係

を校合器上に再現するために使用する。

〔問題 46) しジン床義歯と比較した金属床義歯の特徴は
どれか。 2つ選べ。

a 異物感が少ない。
b 熱の伝導性がよい。
c 修理が容易である。
d プラークが付着しやすい。

選択肢考察 答え ab
Oa 金属はレジンより強度があるので、薄く製作でき
る。したがって、異物感は少ない。

Ob 金属はレジンより熱の伝導性がよい。
x c 金属床義歯の修理、調整は困難である。
xd 金属は吸水性がないので、プラークは付着しにく
¥，¥。

ポイント

<レジン床義歯と比較した金属床義歯の特徴>

①強度がある。

@異物感が少ない。

③熱伝導性が大きい。

@吸水性がない(プラーク付着が少ない)。

⑤適合性に優れる。

⑥製作 ・修理が図縦である。

⑦高価である。

③重くなる。

(問題 47)義歯床粘膜面の不適合を改善する処置はどれ
か。

a リライン
b リマウント

c サペイング
d ボクシング

選択肢考察 答え a
Oa リラインとは裏装と訳される。義歯床粘膜面の1
庖だけを新しい義歯床用材料に置換し、床下粘膜と

の適合を図るために行う。直接法(口腔内で直接行

う方法)と間接法(模型上で行う方法)とがある。

xb リマウントとは模型を岐合器に再装着することを

いう。一方、マウントとは模型を校合器に装着する

ことである。

x c サペイングとはサペイヤーを用いる一連の技工操
作のことである。なお、サペイヤーは部分床義歯を

設計する際に必要な平行測定装置である。

xd ボクシングとは棒状と板状のワックスを用いて印

象の辺縁外周に沿って箱枠をつくる操作のことであ

る。

ポイント

くりライン(=裏装)> 
・リライニングともいう。

-義歯床粘膜函の 1層だけを新しい義歯床用材料に置

換し、床下粘膜との適合を図るために行う。

-直接法(口腔内で直接行う方法)と間接法(模型上

で行う方法)とがある。

ウ
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〔問題 48)貴重も清掃性の良好なポンティック形態はどれ
か。

a 離底型
b 船底型

c 鞍状型
d リッジラップ型

選択肢考察 答え a
Oa 完全自浄型であり、固定性ブリッジで使用される。
最も清掃性が良い。

Xb 半白浄型であり、固定性ブリッジで使用される。
X C 鞍状裂と有床型は非自浄型であり、可j敵性プリツ

ジに使用される。

Xd 半白浄型であり、固定性ブリッジで使用される。

ポイント

<ポンティック形態と適応>

自浄型
非自j争型 ~PB寺

fl~ 
完全自浄型 半自浄型 置換型

態 ①②③④  ⑤⑤  ① 
離底型 船底型偏側型リッジラ 鞍状型有床型 有根型

ツプ型
下顎臼歯部 下顎 ほぽ全 下顎臼 可撤性 上顎前
適 のみ 臼歯昔日 部位に 歯部以 ブリッ 歯部の
応 適応 外の全 ジに適 み

部位 応

(問題 49) 暖液線疾患とその好発部位との組合せで正し

いのはどれか。

a シェーグレン症候群ー一一一一顎下腺
b 唾石症 • 耳下腺

c おたiS、くかぜ 舌下腺

d 粘液沼 口唇腺

選択肢考察 答え d
X a シ工ーグレン症候群は口腔乾燥、乾燥性角膜炎、

関節リウマチを主症状とした疾患である。更年期の

女性に多い。耳下腺の腫脹がみられる。口腔乾燥に

より、多発性う蝕、味覚障害、町高下障害が起こる。

Xb 磁石症は大唾液腺(おもに顎下線)体内または導
管内に結石ができたために生じる疾患である。食事

摂取時に唾泊痛があり、唾液腺の腫脹(唾脹)がみ

られる。

Xc “おたふくかぜ"は流行性耳下腺炎の別名である。

つまり、耳下腺に生じる。ムンプスウイルスによる

感染が原因で、 2-3週の潜伏期があり、発熱が
みられる。両側性の腫脹が2/3で片側性のものが
1/3である。
Od 粘液癒は粘液貯留嚢胞ともよばれる。小唾;夜腺の
導管が外傷や炎症により閉塞し、粘膜下組織に粘液

(唾液)が貯留したものである。下口唇(口唇腺)

や舌下面、頬粘膜に好発する。

ポイント

<唾液腺疾患>

①唾石症

②ガマ鍾

@粘液癌(粘液貯留嚢胞)

④多形線錘

⑤線様嚢胞癌
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⑥シヱーグレン症候群

⑦流行性耳下腺炎(おたふくかぜ)

〔問題 50)35歳の男性。下顎右側の歯肉に限局して生
じた腫癌を主訴として来院した。口腔内写真 (別冊午後

No.6}を別に示す。
この疾患について正しいのはどれか。

a 自発痛を伴う。
b 陸揚類似疾患である。

c 転移することがある。
d エックス線不透過像を示す。

別冊午後 NO.6 写真

選択肢考察

X a 工プーリスでは痔痛はみられない。

答え b 

エプーリス

Ob 工プーリスは歯肉に限局して生じる噂殖性睦怨の
総祢で、 腫需書類似疾患に分類される。

X C エプーリスは悪性陸揚ではないので転移すること

はない。

Xd 工プーリスは歯肉に限局した疾患のため、工ツク
ス線写真では診断できない。

ポイント

く工プーリス>

①歯肉に限局して生じる泡殖性腫癌。

②上顎前歯部は好発部位である。

③20-40歳の女性に多い。

(問題 51) 抜歯後出血の可能性が高いのはどれか。 2つ
選べ。

a 貧血治療中
b 胃潰療治療中

c 腎透析治療中
d 心筋梗塞治療中

選択肢考察 答え cd
X a 貧血治療中の患者は鉄剤を服用していることが多
いが、抗凝固薬は服用していない。

Xb 胃潰湯治療中の患者は抗凝固薬を服用していない。
Oc，Od 抗凝固薬を服用している患者は抜歯後、出
血しやすい可能性が高い。心筋梗塞、脳梗塞、腎透

析治療中の患者はへパリン、ウーファリンなどの抗

凝固薬を服用していることが多い。

ポイント

<抗凝固薬>

①ヘパりン、 ワーファリンなど。

②心筋梗塞、脳梗塞、腎透析治療中の患者が服用して

いることが多い。

第26回第1回模試

③抗凝固薬を服用している患者は銭歯後、出血しやす

い可能性が高い。

(問題 52) 口腔内写真 (別冊午後No.7}を別に示す。
観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a 安静空隙
b 顎間空隙

c 発青空隙
d 霊長空隙

別冊午後 NO.7 写真

選択肢考察

発育空隙

答え c d 

室長空隙

X a 安静空隙は、 下顎安静位における上下顎聞の空隙
である。

xb 顎問空隙は、 IA期の上下顎顎堤簡にみられる空

隙である。

Oc 乳中切歯と乳側切歯との聞などに発育空隙がみら
れる。

Od 乳側切歯と乳犬歯との間にZ霊長空隙がみられる。

ポイント

霊長空隙:上顎の乳側切歯と乳犬歯との問、下顎の乳犬

歯と第一乳臼歯との聞に存在する空隙。

発育空隙:乳歯列にみられる霊長空隙以外の生理的空隙。

(問題 53)鞍状歯列弓でみられるのはどれか。 2つ選べ。
目 前歯の唇側傾斜

b 犬歯閤幅径の減少

c 小臼歯の舌側転位
d 大臼歯の近心移動

選択肢考察 答え cd
x a、xb 前歯の唇側傾斜や犬歯悶幅径の減少はV

字型llID列弓でみられる。

Oc、Od 鞍状歯列弓は、大臼歯の近心移動による小
臼歯の舌側転位で生じるものである。

ポイント

<鞍状歯列弓>

小臼歯の舌側転位により歯列弓が鞍状を呈するもの

である。乳臼歯の早期喪失で小臼歯の萌出スペースが

減少することで生じやすい。

午後問題解説

(問題 54) アーチワイヤーの着脱に用いるのはどれか。
2つ選べ。
a ホウプライヤー
b ヤングプライヤー

c バードピークプライヤー
d ユーティリティプライヤー

選択肢考察 答え ad
Oa it¥ウプライヤーはアーチワイヤーの着脱などに用
いる。

xb ヤングプライヤーはおもに補助弾線の屈曲などに

用いる。

x c パ ドピークプライヤーはおもにラウンドワイヤ
の屈曲に用いる。

Od ユーティリティプライヤーはアーチワイヤーの着
脱などに用いる。

ポイント

ブラケッ トに結紫されたアーチワイヤーは、リガチャ

ーアンドピンカッターで結鉄線を切断し、ホウプライヤ

ーやユーティリティブライヤーで把持して口腔外ヘ撤去

する。

(問題 55)娘未完成歯に対する生活歯髄切断法で生じる
のはどれか。 2つ選べ。
a 歯根の成長

b 歯肉の痩孔の消失

c 軟化象牙質の再石灰化
d デンチンブリッジの形成

選択肢考察 答え ad
Oa 生活歯髄切断法では、根部歯髄の生活力が維持さ
れるため、恨未完成歯では正常な歯根の成長が生じ

る。

xb 歯肉の痩孔は慢性根尖性歯周炎などで生じるが、

生活歯髄切断法の適応ではない。

x c 軟化象牙質の再石灰化は暫間的間接覆随法で生じ
る。

Od 生活歯髄切断法を行うと、歯髄切断部にデンチン
ブリッジの形成が生じる。

ポイント

根未完成歯に対して生活箇髄切断法を適用すると、正

常な歯根形成が生じる。これをアペキソゲネーシスとい

っ。

〔問題 56)ひとり立ちができるようになる時期はどれか。
a 6か月
b 9か月

c 12か月
d 15か月

選択肢考察 答え c
x a、xb、Oc、xd ひとり立ちは生後 12か月こ
ろにみられるようになる。

ポイント

ハイハイ 生後8-9か月ころ
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ひとり立ち:生後 12か月ころ

ひとり歩き:生後 15か月ころ

〔間短 57)消失が離乳の目安となるのはどれか。
a 把握反射
b 歩行反射

c 吸畷反射

d モ口一反射

選択肢考察 答え c
x a 把握反射は小児にみられる原始反射である。しか
し、その消失を離乳の目安とはしない。

Xb 歩行反射は小児にみられる原始反射である。しか
し、その消失を離乳の目安とはしない。

Oc 吸畷反射は崎乳に関係する反射であり、その渇失
を離乳の目安とする。

xd モロ一反射は小児にみられる原始反射である。し

かし、その消失を離乳の目安とはしない。

ポイント

晴乳反射には、口唇探索反射、捕捉反射、吸畷反射、

嚇下反射がある。嚇下反射以外は原始反射であり、生後

4-5か月ころから消失しはじめる。晴乳に関する原始
反射の消失を厳乳の目安とする。

(問題 58)乳歯列全体に歯の変色がみられる患者の口腔
内写真 (別冊午後No.8)を別に示す。出生後の退院延

期の既往がある。

変色に関与するのはどれか。

a フッ素

b ピリルピン
c ポルフィリン
d テトラザイクリン

別冊午後 NO.8 写真

選択肢考察 答え b 

歯が緑色に

変色している

x a フッ素の過剰授取では、歯にチヨーク様白斑が生
じる。

Ob 出生後の退院延期の既往があり歯が緑色に変色し
ているため、重症新生児賞痘による歯の変色と考え

られる。したがって、ピリルピンの酸化が関与して

いると考えられる。

Xc itでルフィリンの沈着による歯の変色では、ピンク
色を呈する。

xd テトラサイクリンによる歯の変色では灰褐色を塁

する。

ポイント
歯の形成期にフッ化物の過剰摂取や全身疾患などの要

因が加わると歯の変色が生じる。

〔問題 59)高齢者の生理的特徴で正しいのはどれか。 2
つ選べ。

a 呼吸数は増加する。
b 腕残気量は低下する。

c 収縮期血圧は上昇する。
d 動脈血酸素分圧は低下する。

選択肢考察 答え cd
x a 加齢!こ伴い肺機能力T低下するため、呼吸数は低下
する。

xb 加齢に伴い肺機能が低下するため、肺残気量は上

界する。

Oc 加齢に伴い大動脈の伸縮性〈コンブライアンス〉
が低下するため、収縮期血圧は上昇し、』広張期血圧

は低下する。その結果、脈圧は上昇する。

Od 加齢に伴い肺機能が低下するため、動脈血酸素分
圧は低下する。

ポイント

加齢に伴い程度の差はあるものの一般的にはすべての

臓器の機能が低下する。それに伴い代償的に上昇するも

のがある。

〔問題 60)患者の状態と歯科衛生士のコミュ二ケーシヨ
ンの方法との組合せで正しいのはどれか。

a 構音障害 発琶を促す。
b 認知疲一一作話の内容を訂正する。

c 失語一一言葉の誤りを繰り返し訂正する。
d 失 声 非言語的コミュニケーシヨンを大切にする。

選択肢考察 答え d
xa 構音障害のある患者に対して発音を促すことは適
切ではない。

xb 認知症の患者は作話をすることが多く、作誌の内

容を訂正せず傾聴することが重要である。

Xc 失語のある患者は意思の疎通が因灘となるため、

言葉の誤りを繰り返し訂正しても改善しない。

Od 失声のある患者に対しては、手話や筆談でコミュ
二ケーシヨンをとりながら、非言語的コミュニケー

ションを大切にする。

ポイント

くコミュニケーション ・スキル>

-言語的コミュ二ケーシヨン

言葉を用いた情報のやりとり

.準言語的コミュニケーション

声のトーン、イントネーション、ピッチ、速さなど

・非言語的コミュニケーション

表情、しぐさ、立ち振舞いなどで伝わる情報

〔問題 61) 経口摂取ができない高齢者の栄養管理につい
て正しいのはどれか。2つ選べ。
a 経昂胃管からは水分投与は行わない。
b 経管栄養開始後は畷下機能評価を行う。

c 経管栄養開始時は徐々に投与量を唱加する。
d 静脈栄養療法時には口腔ケアは不要である。

選択肢考察 答え bc 
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xa 経質胃管は経腸栄養剤を投与後、水分補給を兼ね
て微温湯を注入する。

Ob 経管栄養の適否判定やその後の経口授取再開を考
慮して慌下機能を評価する。

Oc 経管栄養開始時は下痢や喧吐がみられるため、投
与置を慎重に漕量していく。

xd どのような栄養療法でも口腔ケアは肺炎予防のた

めに不可欠である。

ポイント
経口摂取は栄養を確保する最良の方法であるが、摂食・

師長下障害を有する高齢者は多い。開高下機能評価により経

口摂取が可能かどうかを判定し、困難であれば経管か経

静脈か、その長所や短所を比較考慮して選択する。

(問題 62)認知症患者の誤嚇への対応で適切なのはどれ
か。

a 経過観察
b 背部叩打

c 脈抱測定
d 追加畷下の指示

選択肢考察 答え b
xa 誤慌に対して経過観察は好ましくない。
Ob 認知症患者であり自力で吐き出すことが困難な可
能性も考えられるため、まずは背部叩打し、誤隠し

た食物を吐き出させることが重要である。

x c 誤臓により血圧や脈拍が上昇していることも考え
られるが、まずは誤燃した食事を吐き出させること

が重要である。

xd 誤慨しているため、追加鴨下の指示は好ましくな
L、。

ポイント

<背部叩打>

気道異物を除去するためには、患者の後方から手掌

の基部で、左右側の肩甲骨の中間あたりを力強く叩打

する。

〔問題 63)歯肉や顎堤の形態異常と関連する要因の組合
せで正しいのはどれか。

a クレフト 抗菌薬の長期連用

b フラピーガム 一一一一一一不適切なプラッシング

c フェストつーン一一一一一義歯の適合不良
d テンシヨンリッジ一一一ー 口呼吸

選択肢考察 答え d
x a クレフトは不適切なプラッシングなどが関連する。
xb フラピーガムは全部床義歯で前歯の岐合接触が強

い場合などに生じる。不適切なプラッシングとは関

連しない。

Xc フェストゥーンはブラッシングや岐合住外傷の関

与が考えられている。義歯の適合不良とは関連しな
L、。
Od テンションリッジは口呼吸患者の上顎口蓋側にみ
られる。

ポイント

抗菌薬を長期連用すると菌交代症が生じて、カンジダ

午後問題解説

症や黒毛舌などを生じることがある。

(問題 64) パノラマエックス線写真 (別冊午後 No.9)

を別に示す。

観察できるのはどれか。2つ選べ。
a ポスト
b ブリッジ

c 部分床毅歯
d インプラント

stlflD午後 NO.9 写真

選択肢考察 答え ab 

延長

ブリッジ
ブリッジ

ポスト

Oa 下積右側臼歯部にポストがみられる
Ob 下顎臼歯部にブリッジがみられる。
Xc 部分床義歯は観察できない。

xd インプラントは観察できない。

ポイント

下顎左側臼歯部のブリッジは欠損歯の両鱗在歯を支台

歯とした一般的なブリッジであるが、下顎右側臼歯部の

ブリッジは延長ブリッジである。

(問題 65)歯周病と相互に影響を及ぼすのはどれか。
a 胃潰郷
b 稽尿病

c 誤際性肺炎
d 冠状動脈疾患

選択肢考察 答え b
xa 胃潰療は歯周病のリスクファクターではなく、相
互に影響を及ぼすものではない。

Ob 糖尿病は歯周病のリスクファクターであり、歯周
病は穏尿病を悪化させるため、両者は相互に影響を

及ぼしあっている。

x c 歯周病により誤燃性肺炎を生じることはあるが、
相互に影響を及ぼすものではない。

xd 歯周病により冠状動脈疾患のリスクが高まること

はあるが、相互に影響を及ぼすものではない。

ポイント

歯周病と全身疾患の因果関係や関連性を解明する学問

をペリオドンタルメディシンといい、糖尿病や誤嘱性肺

炎、冠状動脈疾患はペリオドンタJしメディシンに関わる

疾患である。

4
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(問題 66) プローピング時のプローブ操作で適切なのは

どれか。

a 挿入圧は 50gである。

b 出血がみられるまで持入する。
c ウォーキングストロ クで操作する。
d ~ケットに面する歯肉にj合わせて湾入する。

選択肢考察 答え c
x a 婦人圧は20~25g である。

Xb プローピング時に出血することはあるが、出血が
みられるまで挿入するわけではない。

Oc プローブはウォーキングストロークで操作すると
よい。

Xd プローブは歯根面に沿わせるように挿入する。

ポイント

プローピング時の出血 (BOP)は歯肉の炎症の評価
に利用される。

{問題 67) 慢性歯周炎と診断された患者の上顎臼歯部口

護側の口腔内写真 {別冊午後 No.10)を別に示す.ス

ケーリングを行うこととした。

用いるグレーシータイプキュレットの番号の組合せで

正しいのはどれか。

a #7 #11 #13 
b #7 #12 #14 

c #8 #11 #14 
d #8 #12 #13 

別冊午後 No.10 写真

選択肢考察 答え d 

上顎左側臼歯部

の口蓋側

x a、Xb、xc、Od

グレーシータイプキユレツ卜の#7/8は臼歯部頬

舌側面、#11/12は臼歯部近心面、#13/14は臼

歯部遠心面に用いる。今回は上顎左側臼歯部の口

蓋側のスケーリングであるので、 #8、#12、#13 

となる。

ポイント

く上顎左側臼歯部および下顎右側臼歯部のスケーリング>

頬側 :#7、#11、#14 

舌側(口蓋側): # 8、#12、#13 

〔問題 68) 36歳の男性。歯の着色を主訴として来院した。

初診時の口腔内写真 (別冊午後 No.ll)を別に示す。

使用するのはどれか。 2つ選べ。

a ホワイトポイント
b 超音波スケーラー

c ジェット水流洗口器
d 炭酸水素ナトリウム歯面清掃器

別冊午後 No.ll 写真

選択肢考察 答え bd 

下顎前歯舌j~~
の着色

xa ホワイトポイントはレジンの研磨などに用いる。
Ob 歯石や着色の除去には超音波スケーラーを使用す
る。

Xc ジェッ ト水流洗口器では歯石や着色は除去できな

¥'¥0 

Od 炭酸水素ナトリウム歯面清掃器は着色歯の歯面清
掃に使用する。

ポイント

着色の除去には、各種スケーラーや炭酸水素ナトリウ

ム歯面清掃器を用いるとよい。 PMTCも有用である。

(問題 69) エックス線写真 (別冊午後 No.12)を別に
示す。

観察できるのはどれか。 2つ選べ。
a 根管充境
b 歯根嚢胞

c 上顎洞底
d 隣接面う蝕

別冊午後 No.12 写真

選択肢考察 答え cd 

隣銭面う蝕

x a 根管充填は根管内の不透過像として観察できる
が、この写真ではみられない。

Xb 歯根嚢胞は根尖部の境界明瞭な透過像として観察
できるが、この写真にはみられない。

Oc 臼歯部綬尖付近に白く観察できるのが上顎洞底線
である。
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Od 小臼歯の隣接面にう蝕が観察できる。

ポイント
上顎第一大臼歯はよ顎洞に近接しており、根尖性歯周

炎から上顎洞炎を併発することがある。

(問題 70) 50歳の男性。歯周病の治療を希望して来院

した。初診時の上顎右側中切歯のポケットデプスは6

mm、アタッチメントレベルは4mmであった。歯周治

療後の再評価では、ポケットデプスは4mm、アタッチ

メントレベルは2mmであった。

アタッチメントゲインはどれか。

a 2 mm 
b 4mm 

c 6 mm 
d 8mm 

選択肢考察 答え a 
Oa、xb、Xc、xd

初診時のアタッチメントレベルは4mm、歯周治

療後のアタッチメントレベルは2mmであり、歯周

治療によってアタッチメントレベルが2mm減少し

たと判断できる。したがって、アタッチメントゲイ

ンは2mmである。

ポイント

アタッチメントゲインとは付着獲得置である。治療に

より得られたアタッチメントゲインは、 f(治療後のアタ

ッチメントレベル)ー(治療前のアタッチメントレベル)J

で求められる。

(間短 71) 60歳の女性。歯周病の治療を希望して来院

した。骨粗懸症で内科にて治療を受けているという。

服用を疑う必要があるのはどれか。

a 二フ工ジピン
b フェ二トイン

c シクロスポリン
d ピスホスホネート

選択肢考察 答え d

xa 二フヱジピンはカルシウム箔抗薬である。骨粗懸
症で投薬されているとは考えにくい。

xb フエ二トインは抗てんかん薬である。骨粗懸症で

投薬されているとは考えにくい。

x c シクロスポリンは免疫抑制薬である。骨粗怒症で
投薬されているとは考えにくい。

Od ビスホスホネートは骨粗穏症や癌の骨転移に対す
る治療薬として用いられている。

ポイント

ピスホスホネートを長期服用している場合には、歯科

処置、とくに外科処置により顎骨嬢死を生じる可能性が

ある。したがって、問診を行うことが重要である。

午後問題解説

〔問題 72) 器具の写真 (別冊午後No.13}を別に示す。

判断するのはどれか。 2つ選べ。
a 付着歯肉幅
b 歯周ポケットの深さ
c 歯肉縁下歯石の有無
d アタッチメントゲイン霊

|別冊午後 No.13 写真 |

選択肢考察 答え bc 

CPIプローブ

xa 付着歯肉幅は通常の歯周プローブを使用する。
Ob CPIプローブでは、黒のマーカ一部分を利用して
歯周ポケットの深さを診査する。

Oc CPIプロープを用いて歯肉縁下歯石の有無や
BOPを診査する。
xd アタッチメントゲイン量は通常の歯周プローブを
使用する。

ポイント

CPIプローブは、先端に直径0.5mmの球がついてお
り、おもに集団検診に使用するプローブである。

〔問題 73) Glickmanの板分岐部病変の分類において、

歯周プローブが貫通するが根分岐部は歯肉で覆われてい

るのはどれか。

a 1級
b 2級

c 3級
d 4級

選択肢考察 答え c
x a 1 i級は、分岐部病変は存在するが工ックス線写真
上で骨吸収がないものである。

x b 2級は、骨吸収が存在し、プローブが僑入できる
が貫通しないものである。

Oc 3級は、プロープは貫通するが、歯肉で覆われて
いるものである。

x d 4級は、分岐部が口腔内に露出してプローブが白
由に貫通するものである。

ポイント

く根分岐部病変の分類>

. Glickmanの分類

. Lindhe&Nymanの分類

内

J
A
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〔問題 74) シックルスケーラーのシャープニング後の切

れ昧の確認に用いるのはどれか。 2つ選べ。

a ルーペ
b 潤滑剤

c テスト俸
d 油性サインペン

選択肢考察 答え ac 
Oa シャープニングした面をルーペで観察すること

で、視覚によって切れ昧を確認する。

xb 潤滑剤はシャープ二ング中に用いる。シャープニ

ング後の切れ味の確認には用いない。

Oc シャープ二ングした器具をテスト棒に軽く当てた
ときの触覚によって切れ昧を確認する。

xd シャープ二ング前にスケーラーの刃部を油性サイ

ンペンで塗りシャープ二ングを行う。シャープ二ン

グ後の切れ味の確認には用いない。

ポイント

シャープニング後の切れ味の確認には視覚(ルーぺや

肉眼)や触覚(テスト俸)を用いる。

(問題 75) う蝕活動性試験の包的はどれか。 2つ選べ。

a う蝕進行度の判定
b シヨ槍摂取量の測定
c 矯正治療開始時期の判定
d プラークコントロールの動機づけ

選択肢考察 答え cd

x a う蝕進行度の判定はう蝕活動性試験の目的ではな
し1。
xb ショ糖摂取量の測定はう蝕活動性試験の目的では

ない。

Oc う蝕活動性試験の目的の1つに、矯正治療開始時
期の判定がある。

Od プラークコントローJしの動機づけはう蝕活動性試

験の目的の 1つである。

ポイント

う蝕活動性試験の目的としては、リコール間隔の決定

ゃう蝕予防プログラムの立案なども挙げられる。

〔問題 76)歯磨剤に配合するフッ化物として使用される
のはどれか。 2つ選べ。
a フッ化水素
b フッ化ナトリウム

c フッ化ジアンミン銀
d モノフルオロリン酸ナトリウム

選択肢考察 答え bd

xa フッ化水素は生体に使用しない。

Ob フッ化ナトリウムは歯磨剤に配合される。

Xc フッ化ジアンミン銀はう蝕遂行抑制剤として歯科

医院で使用される。

Od モノフルオロリン酸ナトリウムは歯磨剤に配合さ

れる。

ポイント
<フッ化物配合歯磨剤に使用されるフッ化物>

-フッ化ナトリウム

-モノフルオ口リン酸ナトリウム

〔問題 77) フッ化物歯面塗布法で正しいのはどれか。2
つ選べ。

a 塗布後30分は飲食を避けさせる。
b 口内にたまった唾液は飲み込ませる。

c フッ化物配合歯磨剤jの併用を禁止する。
d リン酸酸性フッ化ナトリウム溶液を使用する。

選択肢考察 答え ad

Oa フッ化物歯面塗布を行ったあとは、 30分は飲食
を避けるよう指示する。

xb 口内にたまった唾液は吐き出させるように指示す

る。

x c フッ化物歯面塗布とフッ化物配合歯磨~Jを併用し

ても問題ない。

Od リン酸酸性フッ化ナトリウム溶液はフッ化物歯菌

塗布に使用される。

ポイント

フッ化物歯面塗布はフッ化物の局所応用であり、萌出

直後の歯や根面露出した歯などにとくに有効である。

〔問題 78) 唆合面の形態改善によりう蝕予防を期待する

のはどれか。

a PMTC 
b 小寓裂溝填塞
c フッ化物歯面塗布
d フッ化物配合歯磨剤の使用

選択肢考察 答え b
x a PMTCは専門家が行う機械的歯面清婦であり、
凹交合箇形態を改善するわけではない。

Ob 小高裂溝i糞塞はう蝕に羅患しやすい小禽裂溝を封

鎖、つまり、岐合歯形態を改善することでう蝕予防

を期待している。

Xc フッ化物歯面塗布l立、再石灰化の促進や歯質の強

化によりう蝕予防を期待する。

xd フッ化物配合歯磨剤の使用は、歯質の強化により

う蝕予防を期待する。

ポイント

くう蝕予防に対するプロフヱツシヨナルケア〉

. PMTC 

-小高裂溝填塞

-フッ化物歯面塗布

(問題 79) 器具の写真 {別冊午後No.14)を別に示す。

う蝕予防で写真の器具を用いないのはどれか。

a PMTC 
b フッ化物洗口

c 小窓裂溝媛塞
d フッ化物歯面塗布

l 別冊午後 NO.14 写真
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選択肢考察 答え b 

ポリツシングブラシ

Oa PMTCでは、 i1tリッシングブラシを用いて歯菌
清掃を行う。

xb フッ化物洗口ではi1t1)ッシングブラシは用いな
し'0
Oc 小高裂満場塞を行うときには、ポリッシングブラ
シで歯面を清掃する。

Od フッ化物歯面塗布を行うときには、ポリツシング

ブラシで歯窃を清掃する

ポイント

フッ化物洗口は家庭や学校などで行うものであり、特

殊な器材は必要としない。

〔問題 80) 燃下障害のスクリーニング検査で触診するの

はどれか。

a フードテスト
b リンシングテスト

c 反復唾液臓下テスト
d オーラルディアドコキネシス

選択肢考察 答え c
x a フードテストは、ティースプーン1杯の被験食品
を介助下にて捕食させ、自由に際下してもらう検査

である。

xb リンシングテストは、口腔内に空気を貯めてブク

ブクうがいをするように動かしてもらう検査である。

Oc 反復唾液畷下テストは瞭下障害のスクリーニング
検査で、触診を利用する方法である。

xd オーラルディアドコキネシスは、『ぱ』、rた』、 『か』

をなるべく早く発音させ、その数やリズムのよさを

評価する検査である。

ポイント

<反復唾液畷下テストの方法〉

-被検者に椅子座位をとらせるが、不可能ならベッ ド

上の座位でもよい。

-検査者は被検者の喉頭隆起および舌骨相当部に指腹

を軽くあてる。検査者は被検者に 「終了というまで

できるだけ、何度もO!l!を飲み込んで(空領事下)くだ
さい」と説明する。

-検査者のスタート合図とともに、ストップウォッチ

で計測を開始する。喉頭隆起が指腹を乗り越えて上

前方部に移動して、もとの位置に戻った時点を 1固

として数える。

-この運動を30秒間、触診してその閣の畷下回数を
観察値とする。

午後問題解説

〔問題 81) ADL (日常生活動作〉の測定項目はどれか。

2つ選べ。
a 歩行
b 排便
c 鍛薬
d 歯ブラシ

選択肢考察 答え ab 
Oa、Ob 歩行や排便はADLの測定項目である。

x c 服薬は IADL(手段的日常生活動作〉の測定項目
である。

xd 歯ブラシは ADLの測定項目ではない。

ポイント

くADL(日常生活動作)の測定項目>

食事、移乗、笠容、トイレ、入浴、歩行、階段昇降、

更衣、排便、排尿

(問題 82) 73歳の男性。食事がうまく摂れないと相談

を受け、歯科医師とともに訪問した。 1年前に脳出血を

発症し、現在、在宅療養中であるという。栄養評価を行

った。

栄養アセスメント結果で低栄養を疑うのはどれか。

a BMI 18.2 

b 体重減少率 6か月で 5%
c 通常体重比 98% 

d コレステロール値一一一-200mg/dし

選択肢考察 答え a
Oa BM118.5未満は低体重と判定される。

xb 体重減少率は 1週間で2%、1か月で5%、3か

月で7.5%、6か月で 10%以上減少すれば、中等
度以上の栄餐障害の疑いと判定する。

x c 通常体重比は85~95%なら軽度栄養簿害、 75

~85%なら中等度栄養障害、 74%以下なら高度栄
養障害と判定する。

xd コレステロール値が 150mg/dL以下は栄養不良

のリスクがある。

ポイント

<身体計測>

-体重減少率(%)= (通常体重一現体重)/通常体重

x100 

・通常体重比(%)=現体重/通常体重x100

{問題 83) セルフケア行動を継続するための動機付けと

して適切なのはどれか。

a 患者に高度なj支術を習得させる。
b 歯科衛生士が患者の目標を設定する。

c 目僚は達成が容易でない水準にする。
d 行動の習慣化が重要であることを伝える。

選択肢考察 答え d

x a 患者に高度な妓術を習得させることは図難であ
り、セルフケア行動を継続するための動機付けとは

ならない。

xb 歯科衛生士は患者を支援する立場であり、目標は

患者自身が設定するべきである。

K
U
 

A
『



第26回第1回模試

x c 動機付けとしては、目標は達成できるものを設定
すべきである。

Od セルフケア行動を継続するためには行動の習慣化

が重要である乙とを伝える。

ポイント

動機付けとしては「長期目標Jを掲げ、達成するため

に『短期目標Jや「中間目標Jを設定しながら行うこと

が重要であり、歯科衛生士は患者を支援する立場となる。

〔問題 84) ニコチン依存傾向の強い患者への禁煙指導で

適切なのはどれか。

a 電子タバコに替える。
b 禁煙補助薬を使用する。

c 低ニコチンタバコに替える。
d 喫煙本数を徐々に減少させる。

選択肢考察 答え b
x a 電子タバコといえどもタバコのため、替えても禁
燦指導とはならない。

Ob ニコチン置換療法は禁煙による離脱症状を緩和し
ながら禁煙させる方法である。

x c ニコチン依存傾向が強いときは、低ニコチンタパ
コに替えても効果がないといわれている。

Xd ニコチン依存傾向が強いときは、喫煙本数を徐滅
しても効果がないといわれている。

ポイント

禁煙指導では 1本たりとも喫煙させないことが重要で

ある。

〔問題 85) 者でつぶせる程度の硬さの食物を与える時期

はどれか。

a 離乳初期
b 離乳中期

c 離乳後期
d 雛乳完了期

選択肢考察 答え

x a 離乳初期の食物形態はド口ドロである。
b 

Ob 離乳中期の食物形態は舌でつぶせる程度の硬さで
ある。

x c 離乳後期の食物形態は歯ぐきでつぶせる硬さであ
る。

Xd 離乳完了期の食物形態は歯でかみつぶせる硬さで
ある。

ポイント

<離乳期の食物形態>

-離乳初期:ド口ドロ

-離乳中期 :舌でつぶせる程度の硬さ

.離乳後期 :歯ぐきでつぶせる硬さ

-離乳完了期・歯でかみつぶせる硬さ

午後問題解説

(問題 86) 16歳の女子。 上顎中切歯の着色を主訴とし

て来院した。初診時の口腔内写真 (別冊午後 No.15)

を別に示す。幼児期のフッ素過剰摂取が原因と考えられ

た。

この疾患の特徴はどれか。 2つ選べ。

a 地域性がみられる。
b 歯冠形成後に生じる。

c エナメル芽細胞が阻害される。
d 過剰j撲取した時期は3歳ころである。

凶唖 午後 NO.15 写真

選択肢考察 答え a c 
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切縁部に

限局した白斑

Oa よ顎両側中切歯の切縁部に白斑(エナメル質減形
成)がみられ、幼児期のフッ素過剰摂取が原因と考

えられるため、歯のフッ素症と判断できる。歯のフ

ッ素症は飲料水に含まれるフッ化物が原因となるた

め、地域性に集団に発症することが多い。

Xb、Oc 歯のフッ素症は、歯冠形成時期に工ナメル
芽細胞の活性がフッ化物に阻害されることにより生

じると考えられており、歯冠形成後にかなり高濃度

のフッ化物に接しても、歯のフッ素症が生じること

はない。

Xd 上顎中切歯の石灰化開始時期は3~4か月、歯冠
完成時期は4~5年である。口腔内写真で白斑がみ

られるのは上顎両側中切歯の切縁部だけであること

から、フッ素を過剰摂取した時期は生後 1:年(側切

歯の石灰化開始時期が 10~ 12か月のため)まで

と考えられる。

ポイント

第一大臼歯の石灰化開始時期は出生時、歯冠完成時期

は 2 .5~3 年のため、口腔内写真では確認できないが、

第一大臼歯にもエナメル質減形成がみられると考えられ

る。

〔問題 87) 義歯の写真 (別冊午後 No.16A)と清掃用

品の写真 (別冊午後No.16B)を別に示す。

矢印部を清掃するための用具はどれか。

日 ① b ② c ③ d ④

別冊 午後 NO.16A、B 写真

選択肢考察 答え d 
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① ② ③ ④ 
矢印部に歯石の沈着

x a ①はスポンジブラシであり、 口腔粘膜を清掃する
ための用異である。

Xb ②は舌ブラシであり、舌背を清掃するための用具

である。

x c ③は歯間ブラシであり、クラスプ義歯ではクラス
プ周囲など義歯ブラシでは清掃しにくい部位に用い

る。

Od ④は義歯ブラシであり、義歯を清帰するための用

具である。義歯ブラシによる物理的除去が最も有効

である。

ポイント

タンパク質分解酵素が配合された義歯洗浄剤はデンチ

ヤープラークの化学的清掃に有効である。

(問題 88) 歯垢染色後の口腔内写真 (別冊午後 NO.17)

を別に示す。

OHIのDebrisIndexで上顎右側側切歯唇面の評価は

どれか。

a 0点
b 1点

c 2点
d 3点

凶1里

選択肢考察

午後

x a、xb、Xc、Od

NO.17 写真

答え d 

歯冠2/3以上の
着色

上顎右側側切歯は歯垢の付着が歯冠2/3以上の

ため、OHIの DebrisIndexで3点である。

GFhmm・0 666 
0G 

鼠.t・E

組下・E
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午後問題解説

〔問題 89) あるブラッシング法の図を示す。

このブラッシング法はどれか。 唇・頬側

a パス法
b フォーンズ法
c 口ーリング法
d チャーターズ法 ~ 

選択肢考察 答え b
x a、Xd 歯軸に対して45度にあてるブラッシング
法である。

Ob 歯車自に対して 90度にあてるブラッシング法であ
る。

Xc 歯軸に平行にあてるブラッシング法である。

ポイント

<歯車aに対して 90度にあてるブラッシング法>
-水平法

・垂直法

-フォーンズ法

-スクラピング法

〔問題 90) 乳幼児の口腔清婦と開始時期の組合せで適切

なのはどれか。 2つ選べ。
a 10か月 一一歯ブラシに慣らす。

b 15か月 一一就寝前の歯磨きを習慣化させる。

c 20か月 本人磨きの練習を開始する。

d 25か月一一 ブクブクうがいの練習を開始する。

選択肢考察 答え bd

xa 生後7~8 か月 では歯ブラシに慣らす練習をす
る。

Ob 生後 12~ 18か月では寝る前の歯磨きを習慣化
していく。

x c 生後36か月 (3歳)ころには本人磨き(母親が
仕上げ磨きを行う)の練習を開始する。

Od 生後24か月 (2歳)ころにはブクブクうがいの

練習を開始する。

ポイント

・幼児期前期は母親が主体で口腔清掃を行う。

-幼児期後期は幼児自身による口腔清掃を行う。

(問題 91) Japan Coma Scale (JCS)の |ー 3を表す
のはどれか。

a 見当識障害がある。

b 普通の呼びかけで覚醒する。

c 痛み刺激にまったく反応しない。
d 自分の名前、 生年月臼がいえない。

選択肢考察 答え d
x a r見当識障害があるJはJapanComa Scale (JCS) 

の 1-2である。
x b r普通の呼びかけで覚醒するj はJapanComa 

Scale (JCS)の11-10である。

x c r痛み刺激にまったく反応しないJ はJapan

Coma Scale (JCS)の111-300である。
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Od r自分の名前、生年月日がいえないJ はJapan
Coma Scale (JCS)の 1-3である。

ポイント

<Japan Coma Scale (JCS) > 
111 刺激をしても貧富重しない状態

3叩痛み刺激にまったく反応しない

午後問題解説

〔問題 94)歯科診療補助で正しいのはどれか。
a 12時の位置が基本である。
b スツールは術者より低くする。
c 補助者は自分の視野を確保する。
d 器具の手渡しは患者の視野内で行う。

2∞痛み刺激で少し手足を動かしたり、顔をしかめる
1∞痛み刺激に対し、払いのけるような動作をする

選択肢考察 答え c 

H 刺激すると覚醒する状態

30 痛み刺激を加えつつ呼びかけを繰り返すと、辛うじて開旧民する
20 大きな声または体をゆさぶるごとにより開眼する
10 普通の呼びかけで容易に開眼する
l 刺激しないでも覚躍している状態

3 EI分の名前、生年月日がいえない
2 見当機陣留がある

1 意!I;胃明とはいえない

厚生労働省 インフルエンザ脳症がイドラインより

(問題 92) 健康日本21(第2次)で摂取量の目標値が
設定されているのはどれか。

a 魚
b 卵
c 野菜
d 乳製品

選択肢考察 答え c
x a、Xb、Xd これらには摂取霊に関する包標値は
設定されていない。

Oc 野菜の1日平均摂取量を3509以上にする目標値
が設定されている。

ポイント

<健康日本21(第2次)の栄養・食生活に関する目標〉
-適正体重を維持している者の増加

-主食 ・主菜 ・副菜を組合せた食事が、 182回以上

の日がほぼ毎日の者の割合の僧加

-食塩摂取量の減少

.野菜と果物の摂取量の増加

〔問題 93) バキューム操作が必要ないのはどれか。
a 歯面清掃器
b 工アスケーラー

c 超音波スケーラー
d シックルタイプスケーラー

選択肢考察 答え d

Oa 歯面清掃器は注水下で使用する。バキューム操作
が必要である。

Ob 工アスケーラーは注水下で使用する。バキューム
操作が必要である。

Oc 超音波スケーラーは注水下で使用する。パキュー
ム操作が必要である。

Xd シックルタイプスケーラーは手用スケーラーなの
で注水下で操作しない。バキューム操作は必要ない.

ポイント
手用スケーラーは注水下で操作しないのでバキューム

操作は必要ない。
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x a 補助者は3時の位置が基本である。
Xb 補助者のスツールは術者よりも 10 ~ 15cm高く
する。

Oc 術者の視野も確保しながら、補助者も自分の視野
を確保する。

Xd 器具の手渡しは患者の顔面前方あるいは頭部後方
で手渡す。

ポイント

く術者と介助者の位置関係>

①織助者のスツ ルは術者よりも 10~15cm高く す

る。

②補助者は3時の位置が基本である。
③補助者も自分の視野を確保する。

④器具の手渡しは患者の顔面前方あるいは頭部後方で

手渡す。

(問題 95) 手指の消毒に用いるのはどれか。
a 5%フ工ノール
b 100%工タノール
c 5%クレゾール石けん液
d 0.2%塩化ベンザルコニウム

選択肢考察 答え d 
x a 3~5%石炭酸(=フエノール)は器具の消毒に
用いる。手指の消毒には 1 .5~2%で用いる。
x b 100%ではなく、 70%エタノールを手指および
器具の消毒に用いる。

x c 3 ~ 5%クレゾール石けん液は器具の消毒に用い
る。手指の消毒!こは 1~3%で用いる。

Od 0.1 ~ 0.2%塩化ベンザルコニウム(=逆性陽性

石けん液)は手指の消毒に用いる。器具の消毒には

0.02~0.1 %で用いる。

ポイント

<手指 ・器具の消毒>

手指の消毒 器具の消毒
エタノール 70% 70% 
クレゾール石けん液 1-3% 3-5% 
塩化べンザルコーウム 0.1-0.2% 0.02-0.1% (=逆性陽性石けん液)

石炭酸 (=フ工ノール) 1.5-2% 3-5% 
クロルヘキシジン 0.1-0.5% 0.1-0.5% 
グルタールアルァヒド 2% 

{問題 96) 印象材について正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 寒天印象材の成分の約80%は水である。
b アJ(.，ジネート印象材はアクリル系印象材である。
c i1てリサルフアイドゴム質印象材は硬化時聞が長い。
d モデリングコンバウンドはクラウンの印象に用いる。
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選択肢考察 答え ac
Oa 寒天印象材の成分の 80% は水である。 1 2~
15%が寒天(ガラクトース線状ポリマーの硫酸工
ステル)で、その他にホウ砂 (0.2%)、硫酸カリ
ウム (1~ 2%)、硬質ワックス (1%)、合成セル
ロース (0.5%)が含まれる。
xb アルジネート印象材と寒天印象材はハイドロコロ

イド系印象材である。一方、アクリル系印象材は、

動的印象材(=ダイナミック印象材)や粘膜調整材(=

ティッシユコンディショナー)などの別名がある。

Oc ポリサルファイドゴム質印象材は硬化時間がラパ
一系印象材のなかで最も長く、義歯の印象に適する。

xd モデリングコンパウンドは非弾性印象材である。

石膏印象材や酸化亜鉛ユージノールペーストも非弾

性印象材である。クラウンの印象には弾性印象材を

用いる。

ポイント

<寒天印象材の特徴>

①成分の80%は水である。
<6>1 2~15%が寒天である。

@ハイドロコロイド系印象材である。

④弾性印象材である。

⑤インレ一、クラウン、 ブリッジの精密印象に用いる。

⑥アJ(.，ジネートと連合印象できる。
⑦放置すると変形する(離殺と乾燥のため)。

⑧撤去後直ちに石膏を注ぐ。

⑨熱可塑性である。

〔問題 97) あるセメントの付属品の写真 {別冊午後No.
18)を別に示す。
このセメントの特徴として正しいのはどれか。 2つ選
ハミ。

a オキシガードを用いる。

b 筆積み法で用いることができる。

c モノマーには4・METAが添加されている。
d リン酸工ステル系モノマーを含有している。

別冊午後 NO.18 写真

選択肢考察 答え ad 

筆

オキシガド スパチュラ

アイツユノユ

線板

コンポジットレジン系の媛着性レジンセメント(商品名;パナピア)

(PMMA系(商品名;スーパーポンド)とは異なる)

Oa コンポジットレジン系の接着性レジンセメント表
面は酸素による硬化阻害が生じる。それを防ぐため

オキシガードをセメント表面に盛って硬化を促進さ

せる。

x b、xc PMMA系の接着性レジンセメントの特徴
である。

Od リン酸エステル系モノマーを含有している。
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ポイント

くコンポジツトレジン系の接着性レジツセメント>

-商品名.パナピア

.リン酸エステル系モノマーを含有している。

.オキシガードを用いる。

{問題 98) 歯間分離法で使用するのはどれか。 2つ選べ。
a ウエッジ
b デンタルフロス
c コンタク トゲージ
d クランプフォーセップス

選択肢考察 答え ab 
Oa ウエッジ(くさび)は即時歯問分離法で使用され
る道具である。最も臨床で応用されている。

Ob デンタルフロスは緩徐歯閤分離法で用いられる。
即時分離に比べて傷害が少なく、患者に不快感を与

えない利点はあるが、目的を達するまでに時間を要

する。

Xc コンタクトゲージは隣接面接触状態の診査に用い
る。

xd クランプフォーセップスはラパーダム防湿時のク

ランプの着脱に用いる。

ポイント

<ilm問分離法で使用する材料>
①即時歯間分離法 :ウエッジ(くさび)、セバレーター

②緩徐歯問分離法 ・デンタルフロス、弾性ゴム、セパレ

ーティングワイヤー(直径0.4~0.5

mmの真鎌線)

〔問題 99) 根管洗浄に用いる次亜塩素酸ナトリウムにつ
いて正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 強酸性である。
b 30%の濃度で使用する。
c 有機質溶解作用を有する。
d 過酸化水素水と交互洗浄できる。

選択肢考察 答え cd
xa アルカリ性である。
x b 0.5 ~ 10%の濃度で使用する。
Oc 強力な有機質溶解作用はあるが、無機質溶解作用
はない。

Od 3%過酸化水素水と反応し、食塩、 水、酸素が生
じる。これによって交互洗浄ができる。

ポイント

く次亜題繁酸ナトリウム溶液>

①強力な有機質溶解作用がある(無機質溶解作用はな

い)。

②漂白作用、消毒作用がある。

③アルカリ性であり、組織刺激性が強い。

④0.5~10%の濃度で使用する。
⑤褐色瓶中に保存する。

⑥3%過駁化水素水と反応し、食塩、水、酸素が生じる
→ 交互洗浄できる。

NaCIO+ト-1202→NaCI+H20+02
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(問題100)歯周外科後の歯周パックの説明で正しいのは
どれか。 2つ選べ。
a 手術創の包帝である。
b 脱落時には来院してもらう。
c 装着時間の目安は1か月である。
d 歯周パックの上からプラッシングを行う。

選択肢考察 答え ab 
Oa 歯周包帯ともよばれ、手術創の包帯である。
Ob ~U面の保護や止血を目的にしているので、脱落時
には来院してもらう。

x c 装着時間の包安は1週間である。
Xd 装着部分はブラッシングしないb 手術部位以外の

歯や手術部位の歯の岐合面などはブラッシングを行

つ。

ポイント

く歯周パック(歯周包帯)> 
①目的:創面の保護や止血。

②パックを行った歯の岐合函はプラツシングを行う。

③パックが脱落した時には来院させる。

④装着時間の目安は1週間である。

⑤粘着性食品は控えてもらう。

〔問題101) 器具の写真 {別冊午後No.19A、B)を別に
示す。

これと同時に使用するのはどれか。

a ① b ② c ③ d ④ 

別冊午後 No.19A、B 写真

選択肢考察 答え d 

A 

クラウンリムーパー

B 

① ② ④ ③ 

xa ①はクレンザーである。抜髄の際に用いる。
Xb ②は被管長測定器の対極である。
Xc ③は工アースケーラーのチップである。

Od 写真Aはクラウンリムーパーで、クラウンを除去

するために用いる。④はクラウンリムーパーの付属

品である。

ポイント

くクラウンリムーパー>

クラウンを除去するために用いる。

(問題 102)70歳の男性。上顎全部床義歯装着後の翌日
に岐合時の顎堤粘膜の終痛を主訴として来院した。

準備する器材はどれか。 2つ選べ。

a 適合検査材

b 岐合紙ホルダ

c パラフィンワックス
d ゴシックアーチトレーサー

選択肢考察 答え ab 
Oa、Ob 岐合時の顎堤粘膜の痕痛が主訴なので、義
歯床内面の適合と岐合関係を診査する必要がある。

義歯床内面の適合を診査するために適合検査材を準

備する。また、校合時の怒痛なので、岐合関係を診

査するために岐合紙ホルダーと校合紙を準備する。

Xc パラフィンワックスは校合採得の際に用いる。

Xd ゴシックアーチトレーサーは校合採得する時に準

備する器具である。

ポイント

<全部床義歯装着後の調整時における準備器具>

任澱合紙、q交合紙ホルダー
②カーボランダムポイント

③スタンプパー (=技工用カーバイドパー)

@ホワイ トシリコーン(=適合検査材)

⑤PIP 

〔問題103)縫合時の補助で正しいのはどれか。 2つ選べ。
a 歯肉粘膜には角針を使用する。
b はさみの関節部に薬指を添えて使用する。

c 無傷針とは弾機孔のない糸付き針のことである。
d 結殺した糸は結び目から 1mmのところで切る。

選択肢考察 答え ac 
Oa 角化している歯肉粘膜には角針(断面が三角形)
を使用する。

Xb はさみの関節部に示指を添えて使用する。

Oc 無傷針とは弾機孔のない糸付き針のことである。
xd 結紫した糸は結び目から 5mmほど残して切る。
短すぎると組織内に埋没し、取り残しやすい。

ポイント

く無傷針>

弾機孔のない糸付き針のことである。

(問題104)マルチブラケット法で用いるアーチワイヤー
の図と器具の写真 {別冊午後No.20)を別に示す。

正三
このワイヤーにループを付与するために用いるのはど

れか。

a ① b (f) c ③ d @ 

別冊午後 No.20 写真

選択肢考察 答え c 
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ら Id. ν 

xa ①はディスタルエンドカッターである。 口腔内で
のアーチワイヤーの切断に用いる。

xb ②はピンアンドリガチヤーカッターである。リガ

チャーワイヤー、ロックピンなどの細いワイヤ の

切断に用いる。

Oc ③はツイードループペンデイングプライヤーであ
る。角線(レクトアンギュラーワイヤー)にループ

を付与するのに用いる

xd ④はツイードアーチペンディングプライヤーであ
る。角線(レクトアンギユラーワイヤー)の屈曲に

用いる。

ポイント

<ツイードループペンディングプライヤー>

角線(レクトアンギユラーワイヤー)にループを付与

するのに用いる。

〔問題105)ヘッドギア装着患者への指導内容で正しいの
はどれか。

a ゴムは毎日交換する。
b ケースに入れて保管する。

c 運動時の装着は可能である。

d 装着は 1日4時間程度とする。

選択肢考察 答え b
xa ゴムは 1週間に 1度交換する。
Ob 外したときはケースに入れて保管する。
Xc 運動する時は外す。

xd 装着は1日14時間以上とする。

ポイント

くヘッ ドギア装着患者への指導内容>

①フ工イスポウの中央を押えてゴムの着脱を行い、外

すときは前方ヘヨ|く。

②1日14時間以よ装着する。
③ゴムは 1週間に 1度交換する。

④運動時には外す。

@装置が壊れたときは来院する。

⑥外したときはケースに入れて保管する。

(問題106)4歳の男児。下顎右側第一乳臼歯を抜去した。
下顎右側第二乳臼歯に装着すべき装置はどれか。

a 床型保隙装置
b リンガルアーチ

c クラウンループ
d ディスタルシユー

選択肢考察 答え c
x a 多数歯喪失、 とくに両側に喪失がある場合に用い
るのが一般的である。

xb 両側性に乳臼歯が11題以上喪失している場合に用

いる。ただし、バンドを装着する而倶Uの第一大臼歯

が萌出している場合に限られる。本間の場合は、 4
歳なので第一大臼歯は萌出していない。

Oc 第一乳臼歯のみの早期喪失の場合に用いる。
xd 第二乳臼歯のみの早期喪失の場合に用いる。

ポイント

<保隙装置の適応>

装置の種類 適応時期 適応症

クフウンループ 11 A-IIIA 
第一乳臼歯のみの早期喪
失。 まれに両側に用いる.

クフウンディスタ
11 A 

第一乳臼歯のみの早期喪

固定式
ルシユー 失。まれに両側に用いる。

リンガルア チ
(下顎)

IIIA、111B 
両倶IJ性に乳臼歯が11週以上

ホールデイングア
喪失。(両側の第一大臼歯

ーチ(上顎)
が萌出している場合のみ)

可!敵式 床型保隙装置
11 A-IIIA 多数歯喪失、 とくに両側に
(特に11C) 喪失がある場合。

(問題 107) 83歳の男性。 下顎右側第一大臼歯の感痛を
主訴として来院した。 1:年前に脳便塞になり、左半身の

麻簿と言語障害が認められる。

診療時の対応で正しいのはどれか。

a 誤腕しやすいので注意する。
b 患者には直接声がけをしない。
c 体幹が右側に傾かないようにする。
d 水平位にしたチェアーに誘導する。

選択肢考察 答え a
Oa 脳梗塞になった患者の場合は誤聞東しやすいので注
意する。

xb 患者には直接声がけを行い、患者の訴えを十分時

聞をかけて聞く。

Xc 体幹が麻痩側の左側に傾かないようにする。

xd 水平位よりも座位にしたチェアーに誘導する。問
診日寺、術者と患者の目艮が同じ高さになるように患者

を座位にする。そして、患者の訴えを十分時間をか

けて聞く。

ポイント

く高齢者への対応>

①問診時、術者と患者の銀が同じ高さになるように患

者を座位にする。

②高齢者のスピード(テンポ)に合わせる。

③全身疾患に注意する。

④患者の訴えを十分時間をかけて聞く。

⑤十分時間をかけて説明する。

⑥精神医学的な評価を行う。

R
d
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⑦脳梗塞になった患者の診療時には誤畷しやすいので

注意する。

〔問題108)下顎右側第一大臼歯の口内法エックス線写真
i撮影を行うことになった。
歯科衛生士の対応で正しいのはどれか。

a 患者の姿勢は立位で設定する。
b 患者にポケット線霊計を着用させる。

c 下顎の岐合平面が水平になるように頭部を固定す
る。

d 患者の右手第2指でデンタルフィルムを保定さセ

る。

選択肢考察 答え c
xa 患者の姿勢は、座位で設定する。
Xb ポケット線量計は医療従事者が着用する。患者に

は防護エプロンを着用させるべきである。

Oc 下顎の校合平面が水平になるように頭部を固定す
る。

Xd  患者の左手第2指でデンタルフィルムを保定させ
る。

ポイント

くデンタルエックス線写真の媛影方法>

自署影邸位 煩影方法

上顎前歯昔日
上額の吹合平面を水平。フィルムを親指で保符して
もらう。

上積臼歯部
上顎の唆合平面を水平。 フィルムを示指で保持して
もらう。

下型買前歯部
下顎の校合平箇を水平。フィルムを示j旨で保持して
もらう。

下顎臼歯部
下顎の問責台平面を水平。フィルムを示指で保持して
もらう。

(問題 109)ABO式血液型検査法の 『おもて試験」の血
球凝集反応の結果を示す。

〈血球凝集の状況>

|抗A血清 |抗B血清 |

| o I ・ |

・ ;凝集 0;非凝集

血液型はどれか。

a A 型
b B 型

c AB型
d 0 型

選択肢考察 答え b 

x a、Ob，X c、Xd
抗A血清が非凝集で、抗B血清が凝集なので、

8型である。

午後問題解説

ポイント

<ABO式血液型検査>
[オモテ試験]

抗A血清，抗B血清に被検者の血液を加えて凝集

反応をみる。

〔問題 110) 成人の心肺蘇生 (CPR)の胸骨圧迫で正し

いのはどれか。 2つ選べ。
a 剣状突起を圧迫する。
b 胸骨圧迫は両手で行う。

c 少なくとも1分間に50回行う。
d 胸骨圧迫30固に対し人工呼吸を2回行う。

選択肢考察 答え bd
X a 決して剣状突起を圧迫しないように注意する。
Ob 術者は両手を重ね合わせて患者の胸骨の下半分の
部位lζ置き、胸骨圧迫は両手で行う。
X C 垂直方向に少なくとも 100回/分以上の割合で
押す。

Od 胸骨圧迫30固に対し人工呼吸を2回行う。

ポイント

く成人の心肺蘇生 (CPR)> 
-術者は両手を重ね合わせて患者の胸骨の下半分の部

位に置く。

-垂直方向に少なくとも100回/分以上の劃合で押す。
. 1人で行う場合は、胸骨圧迫30固に対し人工呼吸

を2回行う。
. AEDを装着するまで胸骨圧迫を行う。
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